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プロローグ









「あけましておめでとうございます」

　元日の朝。

　祇ぎ園おんの櫻さくら井い家では、居間に家族皆が揃って、深々と頭を下げる。

　大きなちゃぶ台の上には、朱色が美しい漆塗りの屠と蘇そ揃えに、お節が入った五段の重箱──こちらも漆塗りだが、色は漆黒に金の扇があしらわれたもの──、大皿に魚のお造り、これから雑煮が入る椀わんが用意されている。

　櫻井小こ春はるは朝から祖母に小紋を着せてもらい、慣れない着物にもぞもぞしながらも、『朝からなんてご馳ち走そうだろう。思えば、京都で年越しをするのは初めてだ』と、興味深くちゃぶ台を眺める。

　この家は父の実家だ。何度も遊びに来たことはある。だが、両親の冬休みが短いこともあり年末年始に来たことはない。

　しかし、今年は違っていた。

　小春は気恥ずかしいような心持ちで、顔を上げる。

　ちゃぶ台を囲んでいるのは祖母・吉よし乃のに、叔父おじの宗そう次じ朗ろう。

　そして、小春の両親──父・宗そう一いちと母・祥しよう子この姿があった。

　自分の特殊な事情で、小春は東京の家を出て祖母の住む京都に移り住んだ。

　祇園での生活はとても肌に馴な染じみ、東京に戻りたいなどと思ったこともなかったが、さすがに、年末年始くらいは、両親の許もとに帰らなくてはならないだろう、と小春が考えていたところ、

『今年は私たちが京都に行くから、そっちでみんな揃って年越しをしよう。二十八日が仕事納めだから次の日に車で行くね』

　と、両親の方が京都に来ることになったのだ。

　これは、櫻井家にとって、ちょっとした事件でもある。

　小春の父・宗一は、これまで吉乃の特殊な力を嫌って、極力家に寄りつかなかったからだ。

　夏休みの間、小春を祇園の家に預ける時も宗一は一泊だけして、とんぼ返りしていた。どうしても連泊せざるをえなかった小春の祖父・茂しげるの葬式の時は、ホテルに宿泊していたほど。

　もしかしたら、今まで京都で年越しをしたことがなかったのも、『仕事が忙しい』というのはただの理由であり、避けていたのだろう。

　だが、こうして年末年始に京都に帰る気持ちになったということは、父の心の中も整理がついたのかもしれない、と小春は嬉うれしく感じられた。




　そうして両親も加わり、迎えた祇園での年越し。

　それは、小春にとって何もかもが新鮮だった。

　大おお晦日みそかの夜は、八や坂さか神社に訪れる参拝客で四し条じよう通が人で埋まる様子は圧巻であり、あちこちから除夜の鐘が聞こえてくる様子にも、さすが京都、と唸うならされた。

　台所で祖母と母が愉たのしげに語らいながら、お節料理を作る姿が嬉しく感じられた。

　何より新鮮だったのは、父と叔父の宗次朗が将棋をさす姿。

『……相変わらず、お前の手はめちゃくちゃだな』

　将棋盤を見下ろして怪け訝げんに眉まゆ根ねを寄せる宗一に、

『まぁでも、最後には絶対、俺が勝つからな』

　勝気に答える宗次朗。

『そういうところも、相変わらずだな』

　微かすかに笑う父の姿に、小春の胸は熱くなる。

　それはきっと、なんでもない普通の光景なのだろう。

　だが、小春にとっては涙が出そうなほど嬉しく感じられた。

　トランプをしたり、花札をしたり、四条通の様子をちらりと観に行って人の多さに逃げ帰ってきたりと大晦日の夜は皆でわいわいと楽しく過ごし、そうして元日の朝を迎えたのだった。




「──さあ、お屠蘇やね。小春からや」

　吉乃が嬉しそうに屠蘇揃えの銚ちよう子しを手にする。

「私？」

　小春が自分を指してぽかんとすると、宗一が「ああ」と頷うなずき、

「お屠蘇は、年少者から飲んで行くといわれている」

「そう、俺たちのような若者の生気を年寄りに渡していくんだ」と宗次朗が続ける。

「あんたの生気はいらんのやけどな」

　すかさず返す吉乃に、祥子が『思わず』という様子で、ぷっ、と笑う。

　そんな祥子を前に、吉乃はいたずらに微笑んだ。

「ほんなら、小春、口つけるだけでええよ。三回に分けてな」

「はい」

　吉乃は盃さかずきに三回に分けて注ぎ、小春は三回口をつける。

「ちなみにこれは略式やで、ほんまは三つの盃で一杯ずつ飲むのが正式なんやで」

　そう説明する吉乃に、小春は「へぇ」と相あい槌づちをうつ。

　小春、宗次朗、祥子、宗一、吉乃と年少順にお屠蘇を飲み、あらためて『今年もよろしくお願いいたします』と頭を下げる。

　その後、すぐに雑煮が用意された。

　白しろ味み噌そ仕立ての汁に、丸まる餅もち、頭芋、小芋、祝い大根が入っている。

　すべて角が取られていて、丸い形だ。

「わあ、本当に真っ白なんだね」

　感激の声を上げた小春に、祥子も「本当ね、美味おいしい」と頷く。

「……この甘い雑煮も久しぶりだな。美味うまいな」

　しみじみと洩もらした宗一に、吉乃は「そやろ」と嬉しそうに相槌をうつ。

「たまに故郷の味もええもんやで。ちなみに祥子さんのとこの関東の雑煮って、どんな感じなん？　甘ないの？」

「あ、はい。甘くないです。角餅で鶏とり肉も入っていまして」

　頷いた祥子に、吉乃は「へえ」と目を丸くする。

「なんだよ、ばーさん。京都風以外の雑煮を食ったことないのか。世間知らずだな」

　宗次朗が呆あきれたような目を見せると、吉乃は肩を上下させた。

「ばーさん、言わんときよし。箱入り娘やからしゃあないんや」

「箱入り娘って、どの口が言うんだよ」

「この口やで。あんたも『スターになりたい』て、東京出ぇへんかったら、世間知らずの箱入り息子やったやろ」

「おい、元日早々、人の黒歴史をほじくり返すなよ！」と宗次朗が声を上げた。

　そんないつもの二人の様子に、小春と祥子が吹き出し、宗一は頰を緩ませる。

　この祇園の櫻井家の居間で、両親と共に笑っている──それがまるで奇跡のようだ。

　きっと亡くなった祖父も喜んでいるだろう。

　小春は簞たん笥すの上に飾ってある祖父の写真を眺め、心からそう思った。




　　　　＊　＊　＊




　両親の仕事始めは四日からだが、その前に準備があるのと道路の混雑を避けるため、二日には帰ることとなった。

『祇園の家がとても明るくて楽しくて、小春が癒いやされたのが分かったわ。これからも二人に感謝して、ちゃんとお手伝いをするのよ』

　そう言った母に続き、『勉強もしっかりするんだぞ』と付け加えた父が相変わらずで、小春は苦笑しつつも、なんだかホッともした。




　──そうして、一月三日の朝。

　両親が帰ったこともあり、『今朝は、ゆっくり寝ていよう』と思っていた小春だが、早朝、窓をこんこんと叩たたく音で目を覚ました。

　雀が窓をつついているのだろうか。

　目を瞑つぶったまま布団を頭からかぶると、こんこん、と再び窓を叩く音がする。

　とても小さな手でノックをしているような印象だ。

「────っ！」

　もしかして、と小春は勢いよく体を起こし、カーテンを開ける。

　若わか宮みやかもしれない、と思ったのだ。

　しかし、そこには、鳥の姿さえもなく、小春は拍子抜けしながら、窓を開ける。

　ひやりとした空気が頰に触れるものの、心地よさも感じた。

　窓の前には、植木鉢が置ける程度のとても小さなベランダがあり、以前このベランダに若宮が黒猫の姿で座っていたことを思い出し、懐かしさを覚える。

　若宮は、黒こく龍りゆうの化身であり、小春の前に最初に現われた時は、黒蛇の姿だった。

　小春が蛇を苦手としたため黒猫に姿を変え、人の姿に変わる時は、それは愛らしい水干姿の幼い少年の姿をしていた。

「…………」

　小春は、ふぅ、と息をつく。

　もう、しばらく若宮は、小春の前に姿を現していなかった。

　不思議な夢は、今も時々見る。

　平安時代の姫君のような着物を着ている自分と、そんな自分の前に現われる水干に烏え帽ぼ子し姿の青年。

　ずっと、青年の面差しを確認することができなかったのだが、半月前、まるで霧が晴れるように、ようやくその顔を見ることができた。

　青年は、とても凜り々りしく美しい──間違いなく、成長した若宮の姿だった。

『親しいものは、わたしを驪リ龍リヨウと呼びます』

　夢の中でそう言っていた、青年。

　以前、愛あ衣いと『空くう也やの滝』に行った時に、その地を護まもる龍りゆう神じんの化身が老神主の姿で現われて、『リリョウ殿によろしくお伝えください』と言っていた。

　驪龍とは、やはり、若宮のことを言っているのだろう。

　その若宮は、今小春を避けているようにも思えた。

　そういえば、彼はこんなことを言っていた。

『……僕があまり近付くと、あなたに様々な影響を及ぼしてしまうと思い、少し距離を置いてました』

『小春さん……今も、夢に見ますか？』

　若宮の言葉を反はん芻すうし、小春は小さく息をつく。

　自分が不思議な夢を見るようになったのは若宮との接触が要因で、それを懸念して、彼は避けるようになった、ということなのだろうか。

　だとするならば、あの夢は良くないものなのだろうか？

　もう、夢を見ても気にしないようにするから、会いに来てほしいのに──。

　手すりに手を置いて外を眺める。

　吐き出す白い息が、朝陽に溶けていくのをなんとなく見ながら、寂しさを胸に抱いていると、とんとん、とノックするように手の甲を真横から叩かれた。

「っ！」

　驚いて身を乗り出し真横を確認すると、壁にピタリと添うようにしている真っ白な動物が目に入る。

　大きさはバスケットボールほど。

　体は、まんまるで、毛はふさふさ。

　つぶらな瞳ひとみは真っ黒で、くりくりしている。

　一見したところ白い柴しば犬いぬのように見えるが、大きく太い尻尾しつぽと、顔に施された赤いラインの化粧から、犬ではないことが分かる。

「き、狐さん！」

　それは、かつて小春が出会い、若宮が助けた狐だった。

　元は陰おん陽みよう師じに仕えた管くだ狐ぎつねであり、徳を積んで神となり、若宮の計らいで近所の辰たつ巳み稲荷いなりに身を寄せている。

　そんな狐神は、小春を見て嬉うれしそうに頭を下げて、もそもそと背中に背負っている竹筒を手にした。

「……もう管狐じゃなくなった今も、竹筒を背負ってるんだね」

　ぽつりと零こぼした小春に、狐神は、うん、と頷うなずく。

　もしかしたら、かつての主人である陰陽師に義理立てをしているのだろうか、と思っていると、『この竹筒が便利で気に入っている』、ということが、狐神から伝わってくる。

「便利、なんだ」

　気の抜けた声で洩らした小春に、狐神は、『便利』と頷いて、竹筒の中から梅の枝を取り、両手で差し出した。

「くれるの？」

　蕾つぼみがいくつもついていて、花が咲いているのもある。

　狐神は、あげる、と頷く。

「わぁ、ありがとう。いい薫り」

　鼻を近付けて、くん、と匂いを嗅かぐ。

　ほんのり漂う梅の薫りから、憧あこがれの人・賀か茂も澪れい人との麗しい姿が思い浮かび、思わず小春の頰が熱くなる。

　梅花が澪人さんの薫りと知ってのプレゼントだとしたら、少し恥ずかしい、と小春は肩をすくめ、気を取り直して狐神の方を向いた。

　すると、すぐに、あけましておめでとうございます、という声が小春の内側に届く。

「あっ、もしかして、新年の挨あい拶さつに来てくれたの？」

　狐神は、はい、と頷き、『お願いもありまして』と懇願するような目を見せた。

　その姿が本当に愛らしく、小春の胸がキュンとする。

　こんな可愛らしい子のお願いならば、なんでも聞いてあげたいところだが、自分の手に負えないことだったらどうしよう、と小春は不安に思いながら狐神の顔を覗のぞき込んだ。

「お願いって？」

　しっかりと目を合わせると、『名前』という声が届いた。

「名前？」

　こくり、と狐神が頷く。

　どうやら、元の主人はこの子に名前を付けていなかったようだ。

　かつては、『管狐』としか呼ばれてなかったことが伝わってくる。

　名前をつけてほしい、そんな狐神のお願いに、小春は目を丸くした。

「わ、私でいいのかな？」

　小春が恐縮するも、お願いします、と狐神は深く頭を下げる。

「え、どうしよう、私に名前なんて……」

　おろおろしていると、ふわり、と梅の薫りが鼻び腔こうをかすめた。

　小春は無言で梅の枝に目を向ける。

　こんなに小さな梅の花からも漂う、とても素敵な薫り。

　梅の枝を持ってきてくれた、狐神──。

「……それじゃあ、『コウメ』って、どうかな。私の名前と似てるけど」

　咄とつ嗟さに口に出した小春に、狐神は顔を明るくさせ、とても大きく尾を振った。

「コウメちゃんでいい？」

　嬉しい嬉しい、と狐神・コウメは体を揺する。

　その愛らしさに、抱きしめたい、と小春は身み悶もだえた。

　ありがとうございます、とコウメは何度も頭を下げて、とても嬉しそうに屋根から屋根へと跳ねていく。

　小春は、そんなコウメの姿を見送りながら、「……可愛いなぁ」と熱い息をついた。




　その日の午後。

　和雑貨店『さくら庵あん』の営業は四日からということで、小春と吉乃は、明日あしたの仕事始めに向けて、新年の装飾を施していた。

　店先には年末から、門松や注連しめ縄が飾られているものの、店内は年末のままであり、金きん屛びよう風ぶ、餅もち花ばなしだれ、花飾りと、店内がみるみる正月仕様になっていく。

「──そら、ええ名前をつけたなぁ」

　吉乃はレジ周りの御守を並べながら、しみじみと呟つぶやいた。

　早朝、元管狐だった狐神が訪ねてきて、『コウメ』と名付けたことを伝えると、すぐに吉乃はそう答えたのだ。

「良い名前だったかな？」

「『梅』は神の力を宿しているんや。何より主人を慕う木やで」

「主人を慕う木？」

「そうや、かつて、菅すが原わらの道みち真ざねの梅の木が主人を追って、太だ宰ざい府ふまで飛んで行ったという伝説があるほどや。きっと、梅の枝を持ってきたその狐神は、あんたを主人と定めたんやろなぁ」

「しゅ、主人」

　思わぬ言葉に、小春が目をぐるぐるさせる。

　その時、がらがら、と店の引き戸が開き、

「こんにちはー、あけましておめでとうございます！」

　聞いたことのある元気な声が、店内に響いた。

　驚いて振り返ると、そこには真っ白な肌に漆黒の髪。

　パッツンとした前髪におかっぱ頭。

　整った美しい顔立ちの女性が笑みを浮かべている。

　彼女の名は、賀茂杏あん奈な。

　澪人の姉で、東京で芸能活動をしている。

「わあ、杏奈さん、あけましておめでとうございます」

　駆け寄る小春に、吉乃も「まあまあ」と歩み寄る。

「杏ちゃん、あけましておめでとう。ほんでおかえり」

「ただいまです、吉乃さん、小春ちゃん。これ、東京のお土産です」

　杏奈はそう言って、『とらや』の紙袋から羊よう羹かんの箱を取り出して、吉乃に渡した。

　とらやの店舗は京都にもあるが、滅多に食べるものではなく、何よりとらやの羊羹が大好物な吉乃は、本当に嬉しそうに顔をくしゃくしゃにした。

「まぁ、高価なものやのに、かんにんえ。ほんまおおきに」

「いえいえ」

　杏奈がキャリーバッグを手にしていることから、駅からここに直行してきたことが分かる。

　そんな彼女はもうひとつ大きなバッグを手にしていて、その中にぬいぐるみらしき姿があり、小春が「ん？」と覗くと、ぴくぴくと動いているようだ。

　さらに目を凝らすと、長い耳が見えた。

「もしかして、うさぎが中にいるんですか？」

　素すっ頓とん狂きような声を上げた小春に、杏奈は「そうなの」と笑顔で頷く。

「ほら、私には目に見えない白うさぎが側にいるらしいじゃない」

　そう言った杏奈に、吉乃と小春は「ああ」と相あい槌づちをうつ。

　かつてタペストリーの絵だった白うさぎが出てきて、その中に戻そうと奮闘したことを思い起こし、小春は、懐かしい、と洩もらす。

　結局、その白うさぎはタペストリーの中に戻ることなく、杏奈の側に寄り添っているのだが、霊感が特別強くない杏奈には、その姿を見ることができなかった。

「だけど、私にはどうがんばっても見えないし、それならいっそ、生きてるうさぎでも飼いたいなと思っていたの。そうしたら、ちょうど知り合いがネザーランドドワーフを引き取ってくれる人を探しててね、これは縁だと思って」

　杏奈は早口でそう言って、ペット用のバッグの中からミルクティー色のうさぎを出した。

　足元にちょこんと置かれたそのうさぎは、暴れもせずにつぶらな瞳ひとみを見せている。

　ぴくぴくと耳を動かしたかと思うと、後ろ足でせっせと耳の後ろをかく。

　そんな、うさぎにまるで重なるように、例の白うさぎが寄り添っていた。

「可愛らしいわ、ほんま。杏ちゃん、この子、うさぎと思えへんくらい賢いやろ」

　吉乃はしゃがみこんで、うさぎの頭を撫なでる。

「そうなんですよ。ものすごく賢いんです、分かりますか？」

　杏奈もしゃがみこみ、さすが、と洩らして吉乃を見る。

「そら、そやで。なぁ、小春」

「はい、あの白うさぎがぴったりくっついてますもん。もはや普通のうさぎじゃないと思います」と小春は、微笑みながら頷うなずいた。

「そやね、あんたの力になってくれるさかい、大事にし。もう随分、この子に助けられてるやろ」

「そうなんですよ。この子に助けられて癒いやされまくっています。賢いだって、ハル。褒められてよかったねぇ」

　目め尻じりを下げながら、うさぎの頭を撫でる杏奈に、「ハル？」と小春は瞬まばたいた。

「あ、この子の名前は、小春ちゃんの名前から『春』の一字をもらって、『ハル』って名前にしたの。勝手にごめんね」

　慌てたように立ち上がり両手を合わせる杏奈に、小春は「いえいえ」と首を振った。

「こんな可愛い子に、名前の一部を使ってもらえて嬉うれしいです」

　小春もしゃがみこみ、ハルの頭を撫でる。

　それにしても、今日は『可愛い動物』と『名前』に縁があるなぁ、と頰を緩ませたその時、かつての澪人の教えが脳裏を過よぎり、小春はハッとした。

『こういうシンクロが起こった時は、「その出来事に注目しろ」というサインであり、ヒントや。無視したらあきまへん』

　そうか。

　こういうことが起こるということは、サインでありヒントなのだろう。

　注目すべきはおそらく──名前。

　小春が黙り込んでいる横で、杏奈が「そうそう」と手をうった。

「ここに寄ったのは、お祖父じいちゃんの伝言を預かってまして」

　杏奈の祖父、それはすなわち、吉乃の弟だ。

「吉よし雄おの伝言？」

「はい。今日は終日、上かみ賀が茂もの家で新年会を開いているんですよ。櫻井家の皆さまも、ぜひ出席してください、って」

「新年会、上賀茂は遠いで」

「でも、ほら、宗ちゃんが車を運転すればすぐですし、宴会で宗ちゃんがお酒を飲んだなら、澪人に送らせますから。お祖父ちゃんもお父さんも、ぜひと言ってましたし、それに出席してくださるなら、私も一緒に車に乗せて行ってもらえると、とっても、助かるんで、本当にぜひ」

　まるで畳みかけるように力強く言う。

　そんな杏奈の姿から、本当に賀茂家の人に『櫻井家の皆さんに出席してもらうように』と仰せつかってきたことが伝わってくる。

　杏奈の必死さを前に、吉乃はぷっと笑った。

「……そやね、そないに言うてくれるんやったら、行こか、小春」

　陰おん陽みよう師じ一族として知られる賀茂家の新年会に参加できること、また憧あこがれの人である澪人と再会できることに、小春は嬉しさを感じながら、「はい」と頷く。




　だが、この時の小春はまだ気付いていなかった。

　この賀茂家の新年会が自分の奥で眠っている記憶を呼び覚ます、大きなキッカケになるということを──。








第一章　椿の回顧録。













一






　祖母・吉乃の実家の賀茂家は、かつて陰陽師として知られた賀茂忠ただ行ゆきを祖に持ち、平安時代より朝廷に仕えていた、所謂いわゆる『陰陽師一族』だ。

　決して表舞台に立つことはなく、国の安全と繁栄のために吉凶を占い、厄払いをし、時に怨おん霊りよう祓ばらいをしてきた賀茂家だが、明治維新後、一族は表と裏に分かれることとなる。

　表は神社の祠し官かんをし、裏では引き続き皇室のお抱え陰陽師として据えられ、これまでと変わらず、国家の安全のために政を司つかさどる者たちに進言をしてきた。

　だが、国は徐々にそうしたことに重きを置かなくなり、陰陽師の言葉に耳を貸さなくなってきたそうだ。

　それに伴い一族間に於おいて、力のある子が生まれなくなってきたと聞く。

　吉乃の実家は、そんな『裏・賀茂家』の分家だった。

　陰陽稼業としては、宗次朗曰いわく『本家』に依頼されたことを請け負う、『大手企業の下請け会社』のようなものらしい。

　上賀茂にある吉乃の生家、今は弟・吉雄の屋敷は、そんな賀茂分家の『詰所』となっているそうだ。




　そんな賀茂邸は、上賀茂神社より徒歩数分の位置にある。

『賀茂吉雄』という存在感のある表札と長く高い塀、風格のある檜ひのきの門を車の中から眺め、相変わらず立派だ、と小春は息を吞のんだ。

　門は開かれたままで、黒塗りの高級車が何台も停まっているのが見える。

「さすが、賀茂一族の新年会、高級車がズラリだな」

　宗次朗は、『さくら庵』の社用車ともいえるころんとした桜色の軽ワゴンを運転しながら、遠くを見るような目をした。

「うん、すごいね」

　小春は窓に張り付くようにして外を眺めながら言う。

「まぁ、吉雄んとこの表稼業は病院やし、屋敷を管理してくれてはる松まつ原ばらさんとこは地主やし、金持ちが多いわな」

　助手席で当然とばかりに頷うなずいた吉乃に、宗次朗はハンドルを強く握った。

「うちが金持ちじゃねぇのは、分かってるけど、やっぱ、この軽ワゴンはねぇだろ！　今年こそ買い換えようぜ」

「いやや。これが好きやねん。買い換えるとしても、また軽ワゴンや」

「せめて、ピンクはねぇだろ」

「ピンクちゃう、『さくら庵』の桜色や」

「同じだろ」

　前列でわいわいと言い合う吉乃と宗次朗に、『また、はじまった』と小春は肩をすくめ、隣に座る杏奈が、ぷぷっと笑った。

　宗次朗はいつも『四駆の大きな車が欲しい』とぼやいているのだが、吉乃は祖父・茂に買ってもらった、この可愛い車をとても気に入っている。

　そのため、車に乗るたびに、このやり取りが始まるのだ。

　小春はというと、吉乃に賛成だった。

　京都は道が狭く、そのため道路も混雑している。

　はっきり言って車で出掛けるには不向きな町だ。

　それならば、小さく燃費が良く荷物もそれなりに入るこの軽ワゴンで十分だろう。

　宗次朗は、基本的にバイクでうろついているというのに、どうして大きな車を欲しがるのか。

　男の人は、時に無駄を好むなぁ、と小春が後部席で思っていると、

「宗ちゃんだったら、四駆が似合いそうだもんね」

　隣に座る杏奈が、うさぎのハルを腕に抱いて、少し身を乗り出す。

「おう、そうだろ」

　ようやく味方が現われた、と宗次朗は目を輝かせるも、

「けど、祇園の櫻井家の駐車場は広くないし、大きな車だと圧迫感があって大変だよ。何より宗ちゃんは、一番バイクが似合うと思う」

　すかさずそう付け足され、「ここには俺の味方はいねぇな」と宗次朗は肩を落とし、吉乃と小春が、あははと笑った。

　宗次朗はそのまま車を賀茂邸の駐車場に停める。

「さっ、到着だ。降りてもいいぞ」

　宗次朗の言葉を合図に、皆は車のドアを開けた。

　小春は徐おもむろに降車する。

　祖母に着せてもらった着物──紅白の椿が美しくも可か憐れんな訪問着──を纏まとっているため、動作がどうしてもいつもよりぎこちなくなってしまう。

　吉乃も薄紫の上品な訪問着姿で、宗次朗と杏奈は普段着だ。

　車を降りて、あらためて大きな屋敷だ、と賀茂邸を仰いでいると、家の中からぞろぞろと紋付き袴はかま姿の男性が出てきた。

　彼らはずらりと並んだかと思うと、深く頭を下げる。

「姉さん、櫻井家の皆さま、あけましておめでとうございます。よう来てくれはりました」

　そう言ったのは、中央の白髪交じりの男性。

　黒の紋付き袴姿で、とても嬉うれしそうに顔をくしゃくしゃにしている。

　この人は──、と小春は息を吞む。

　祖父の葬式の際に、挨あい拶さつをしただけだが、覚えていた。

　賀茂吉雄。

　祖母の弟で、杏奈や澪人の祖父。

　賀茂分家の頭領ともいえる人物。

　細身の体に細面、上品そうな笑顔は、どことなく澪人と似ている。

「あけましておめでとう、吉雄。お呼ばれにきましたえ」

　吉乃は、にこり、と上品に微笑んで頭を下げる。

　続いて杏奈が元気よく手を上げた。

「お祖父ちゃん、あけましておめでとう。そして、ただいま。ちゃんと吉乃さんたち連れてきたよ、えらいでしょう」

　その勢いに、吉雄は「おお」と、上体を仰のけ反らせながらも、「お帰り、杏奈」と朗らかに笑い、杏奈の頭を優しく撫なでる。

「ようやったようやった、姉さんは面倒くさがりやで、なかなか動かへんさかい」

　その姿を眺めながら、とても優しいお祖父さんなんだな、と小春は頰を緩ませた。

　にこにこしていて、怒ることなんてなさそうな……。

　まるでうちの亡くなった、お祖父ちゃんみたいだ。

　ふと、自分の亡き祖父を思い出し、寂しさが襲い、小春はそっと目を伏せる。

「面倒くさがりちゃうで、実家に帰るのが億おつ劫くうなだけや」

　だが、吉乃の元気な声で、小春はすぐに我に返った。

「そうやなぁ、じゃじゃ馬やった姉さんにとって、ここにはお父ちゃんとお母ちゃんに叱られた思い出が、いっぱい詰まってますしなぁ」

「余計なことを言わんでよろし」

　そっぽを向く吉乃に、愉たのしげに笑う吉雄。

　杏奈と澪人のように、仲の良い姉弟きようだいだ。

　そして、想像がつく気がした。こんな大きな屋敷のお嬢様でありながら、お転婆に駆け回る少女・吉乃の姿が……。

　小春がそう思った時────。

　あはは、という笑い声と共に、少女が勢いよく屋敷の周りを駆け抜ける姿が見えてきた。

　その少女は、とても長い髪をおさげにし、紬つむぎという着物を着ている。

　その頰には泥がついていて、手にはスコップを持っていた。

『こらぁ、こんなところに落とし穴を作ったのは誰やぁ！　また吉乃やな！』

　そんな怒鳴り声も聞こえてくる。

『証拠もないのに、なんでもうちのせいにしたらあかんよ』

『お前以外の誰がやんねん。わしは陰おん陽みよう師じや！　証拠なんてのうても犯人くらい分かるわ』

『そやけど、お父ちゃん、落とし穴も避けられんと、陰陽師の名がすたるで』

『なんやと』

　いたずらに舌を出して、笑いながら駆け抜ける少女・吉乃。

　その姿は、やがて空気に溶けるように、すっ、と消えていった。

「…………」

　まるで、白昼夢だ、と小春は呆ぼう然ぜんと立ち尽くす。

　いや、『まるで』ではなく『まさに白昼夢』なのだろう。

　今見たものは、ここに残された『想い』。

　想念というもの。

　この地のエネルギーの強さが、ここまでその姿をはっきり見せたのだろう。

　それにしても、たいしたお転婆ぶりだ。

　こうした思い出が詰まった実家に帰りたがらない祖母の気持ちが少し分かった気がする。

　くすくすと笑っていると、ふと視線を感じ、小春は笑うのをやめる。

　視線の方向に顔を向けると、吉雄がジッとこちらを見詰めていた。

　小春はたじろぎながらも、あらためて、会釈をする。

「あ、あけましておめでとうございます。お久しぶりです。今日は私までお招きくださってありがとうございます」

　すると、吉雄は「いやいや」と首を振った。

「わたしは、あなたにお会いできるのを楽しみにしていたんですよ、小春さん」

「私に、ですか？」

　小春は、顔を上げる。

「ええ、そうです。澪人を助けてくださって、ありがとうございました」

　そう言って深く頭を下げた吉雄に続き、背後にいた男性たちも揃って頭を下げた。

「い、いえ、私は何も。澪人さんを助けたのは、宗次朗さんですし」

　小春は慌てて隣に立つ宗次朗の裾すそをつかむ。

「ああ、こういっちゃなんだけど、直接助けたのは俺かなぁ。いや、別に礼を言ってもらいたいわけじゃなくて、事実として」

　腰に手を当てて、頷うなずく宗次朗に、吉雄は愉しげに小さく笑った。

「もちろん、宗次朗くんもそうです。それに姉さんも。そうしたわけで今日は櫻井家の皆さんにお礼をしたいと思い、杏奈を遣わせたわけです。『なんとしても、来てもらうように』とね」

　いたずらに微笑む吉雄の隣で、杏奈が、うんうん、と頷く。

「『絶対やで』なんて言われて、プレッシャーだったんだから」

　櫻井家の三人は、『そういうことだったのか』と相あい槌づちをうつ。

「さあさあ、中にお入りください」

　吉雄は、玄関に向かって手を伸ばし、小春の方を見て、ふふっ、と目め尻じりを下げた。

「……もし良かったら、小春さんの少し後ろに隠れている狐神様も」

「えっ？」

　その言葉に小春は驚いて振り返ると、もふもふの白狐神・コウメが木の陰から窺うかがうように覗のぞき見ていた。

「コ、コウメちゃん！」

　吉雄に見抜かれて、コウメもとても驚いたのだろう。

　体をビクッとさせ、尻尾の毛を膨らませながらも、ばつが悪そうに木の幹に顔を隠す。

「なんだ、ついて来てたのか。気付かなかったな」

「私もや。多分、気配を消して見守っていたんやろ。吉雄は、察知する力に長たけとるさかい」

　宗次朗と吉乃は、『この子が、小春の言っていた元管狐の狐神か』と、コウメに目を向け、「か、可愛かいらしい」と頰を緩ませた。

「ちくしょう、このもふもふは反則だろ」

「ほんまや、可愛らしい、ふわふわや」

　コウメの前にしゃがみこみ、そのもふもふを堪たん能のうしている吉乃と宗次朗を見て、小春が笑っていると、吉雄は口くち許もとを綻ほころばせる。

「……小春さんは、本当に神様に愛されるのですね」

　まるで牧師のようなセリフだが、その言葉は疑問形だった。

『どうして、この少女がそんなに神様に懇意にしてもらえるのか』

　そんなニュアンスだ。

　今、吉乃の御守を身に着けていて、『人の心が読める』という力を制御した状態だったが、そんな吉雄の気持ちがしっかり伝わってきた。

　自分にも分からないんです、と小春は心の中で答えて目を伏せると、吉雄はさらに話を続けようとして、口を閉ざした。

「何か言いかけましたか？」

「……いえ、あらためて、どうぞお入りください。澪人もあなたをお待ちや」

　にこり、と微笑んでそう言う。

『澪人』の一言で、頰が熱くなる自分に失笑しつつ、と小春は頷いた。
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　櫻井家の三人は、吉雄に促されるままに、賀茂邸の広々とした玄関に入った。

　顔が映るのではないか、と思うほどに磨かれた廊下が奥へと続いている。

　以前は、閉じられていた左右の襖ふすま。

　今は一部開かれ、そこからまるで旅館のようにだだっ広い宴会場が見える。

　振ふり袖そで姿の若い女性が琴や笛を奏でる中、賀茂家の親族や客人が集まってわいわいと語らっている様子が窺えた。

　客人たちの前には朱色のお膳ぜんが並んでいて、既に酒を飲み交わしているようだ。

　中には、面をかぶった者の姿もある。

　もしかしたら、彼らは人ではないのかもしれない。

　──さすが、賀茂家の宴。

　小春は空恐ろしさを感じ、息を吞のむ。

　だが、すぐに自分のすぐ後ろを歩くコウメの姿が目の端に映る。

　今、コウメはふっくらとした少女の姿をしていた。

　見た目の年齢は五歳ほど。

　まるで七五三のような赤い着物を纏まとい、黒々とした大きな目で小春を見上げている。

　その愛らしさに目尻を下げつつ、そういえば、自分も『人ならざる者』を連れていたんだ、と小春は肩をすくめた。

「さあさあ、皆さんはこちらにお座りください」

　吉雄は、櫻井家の三人とコウメを上座に座るよう促した。

「まぁ、たいそうな席やな」

　恐縮しつつ宗次朗、吉乃、小春、コウメと並んで座布団に腰を下ろした。

　すると、すぐに朱色の袴はかまを纏った女性がお膳を運んでくる。

「あの方たちは？」

　彼女たちはちゃんと『人』なんだよね、という不安をかき消すように、小春は吉乃の袖を引いて、小声で尋ねる。

　ここは今、特別なエネルギーが満ち溢あふれているせいか、『人』も『人ならざる者』も『想念』も区別がつきにくい。

「賀茂家に奉公してくれてはる家の女の子たちやね。正月はここでお手伝いしてくれるんや。お給金も出るし、まぁ、アルバイトやね。杏ちゃんや澪人ちゃんも、いつも一生懸命もてなしてはるえ」

　良かった、と小春は相槌をうつ。

　年末年始の賀茂家は忙しい、と家に帰った澪人の言葉の意味が、ようやく分かった気がした。

　巫女みこ姿のお手伝いさんたちがお猪口ちよこに酒を注ぎ、ジュースの用意をしてくれると、それを確認した吉雄が立ち上がって、皆を見た。

「皆さん、わたしの姉の櫻井吉乃とその息子の宗次朗くんと孫である小春さんが来てくれました」

　すると、皆の視線がすぐにこちらに集まる。

「ほんまや、吉乃さんや」

「あれが、宗次朗くんか。若い頃の吉乃さんによう似たはって、えらい男前やな」

「お孫さんの小春ちゃんも可愛らしいやんか」

　そんな声があちこちから聞こえてきて、小春は気恥ずかしさに身を小さくさせる。

「あらためて新年の乾杯をいたしましょう。皆さまの幸せと繁栄を祈って──乾杯」

　グラスを掲げた吉雄に、皆も「乾杯！」と声を上げる。

　小春も皆と共に乾杯しつつ、お膳料理に目を落とした。

　黒豆や数の子、煮物、蒸し海老えび、栗きんとん、鯛たいのお造り、天ぷらにお吸い物と、お節をグレードアップさせた料理だった。

　数の子を口に運び、「美味おいしい」と目尻を下げる小春の横で、コウメが栗きんとんを食べて、その美味しさに仰天したように目を丸くする。

　やがて、料理を食べ終える頃、琴の音が止まった。

　奏者たちがお辞儀をして退席し、すぐに琴が部屋の端へと下げられる。

　どうしたんだろう、と小春が思っていると、

「失礼いたします」

　凜り々りしい声とともに、水干に黒い烏え帽ぼ子しを纏った若い青年たちが五人、姿を現した。

　その中に澪人がいて、小春は息が止まるのではないか、と思うほどに驚いた。

「っ！」

　今まで愉しげに語らっていた皆が話すのをやめ、突然現われた水干を纏う青年たちに視線を集中させる。

　黒い烏帽子に、橙だいだい色いろに近い朱色の水干を纏った澪人の姿は、見み惚とれるほどに美しく、皆の視線を集めていた。

「澪人くんは、相変わらず男前や」

「美人のお母さん似やろ」

　そんな声があちこちから聞こえてくる中、中央に立つ青年が一歩前に出て、深く頭を下げる。同時に、他の四人も頭を下げ、皆も会釈を返す。

「新年、あけましておめでとうございます。皆さまのご健康と繁栄を祈願し、祝いの舞を披露させていただきます」

　そう告げたのは、細面のあっさりとした顔立ちの青年。

　彼の姿を眺めながら、誰だろう、と小春が首を傾げていると、吉乃が、うんうん、と頷うなずいた。

「和かず人とくんも凜々しいやんか。よう似合うてる」

　その言葉から、彼が澪人の兄の和人であることが分かった。

　あらためて見ると黒髪に白い肌、細面という点は澪人と同じだ。しかし、目がまるで違っていて、和人はまるで線で引いたように細い目だった。だがその形は柔らかな弓なりでとても優しげな印象を与えている。

「…………」

　どこかで、見たことがある気がする。

　彼も祖父の葬式に出席していたのだろうか？

　小春が和人をジッと見詰めていると、やがて笛の音が流れはじめ、青年たちがゆっくりと、それは華麗に舞い始めた。

　鈴の音が、しゃんと鳴ると、彼らの扇が開いて、くるりと回り袂たもとがふわりとそよぐ。

　指先までも美しく舞う彼らの姿に、ほぅ、と皆が熱い息を洩もらす。

　笛の音と、鈴の音、足袋たびが畳を擦こする音に、やがて琴の音が絡む。

　小春は呼吸をも忘れて、優美に舞う澪人を見ていた。

　艶つややかな黒い前髪が揺れ、形の整った綺き麗れいな瞳ひとみは、強い眼光を放っている。

　美しさだけではなく、力強さも感じさせるその舞は、まさに、男性の舞であることを感じさせた。

　女性たちがうっとりと見惚れる一方で、宗次朗がお猪口を手に顔をしかめた。

「賀茂家の男子は、新年にこんなことさせられるのか。良かった、俺は賀茂家に生まれなくて」

「あんたが賀茂の家に生まれても、あのメンバーには入れへん。がさつやで」

「否定はしねぇ、がさつなのは母親似だな」

　うん、と頷く宗次朗に、「黙っとき」と吉乃は眉まゆ根ねを寄せて肘ひじで突く。

　小春はそんな二人に笑いを堪こらえつつ、再び舞に目を向ける。

　澪人に魅了されながらも、和人にも目がいった。

　彼の顔をどこかで見た気がしてならないのだ。

　しゃらしゃら、と鈴の音が響き、青年たちが頭を下げる。

　舞が終わり、皆は「わあ」と声を上げて、大きな拍手を送った。

　最後に澪人が中央に立ち、あらためて頭を下げる。

「おおきに。『楽しむ』いうんは、神々が喜ぶこと。良いことを呼び寄せます。皆さん、今日は大いに楽しんでいってください」

　そう言った澪人に、皆は相あい槌づちをうちながら、また拍手をした。

　彼らが下がった後、今度は和太鼓が用意され、

「おっ、次は和太鼓演奏か。これは楽しみだな」

　宗次朗が目を輝かせて身を乗り出す。

「誰が演奏するんやろ」

「さっきは若い男連中だったから、今度は大人の男じゃねーの。ここは腕の見せ所だな。うん、これなら俺も参加してもいい」

「アイドル時代、ドラムも叩たたいとったんか？」

「叩いてねーし、アイドルでもねーし！」

　相変わらず、吉乃と宗次朗がやりあう中、「失礼します！」と、張りのある声が響く。

　現われたのは、杏奈を筆頭に、賀茂家の若い女性たち五人。皆、法被にさらし姿だ。

「次は私たち、賀茂家の女子が和太鼓を披露します」

　五人は手にしている手て拭ぬぐいをねじって額に巻き、「はっ」と張りのある声を上げて、それは力強く太鼓を叩く。

　その迫力と、杏奈たち女性陣の美しさに、皆はただ圧倒されて、聴き入る。

　演奏が終わり、

「ありがとうございました！」

　一礼する彼女たちに、皆は『うわぁ』と大きな声を上げて拍手をした。

「最高や！　そやけど、逆やろ」

「そうやで、女の子が舞うたらどうや」

「ほんまや。そやけど、賀茂家は実は、昔から女子の方が威勢がよろし」と、笑い声も沸き上がる。

　小春も皆と共に笑いながら拍手をし、すごかったなぁ、と立ち上がる。

　すぐに反応するコウメに、『ちょっと待っててね。ただのお手洗いだから』と心の中で告げて、廊下に出た。

　長い通路を歩くと、『廁かわや』の文字が見える。

　今時、『廁』って……、そしてなんだか露骨だ。

　小春は苦笑しつつ、『廁』に入り、驚いた。

　そこは、『廁』という文字からは、かけ離れた空間だった。便器は、顔が映るのではないかと思うほどに磨かれていて、室内は高級ホテルのように美しく清潔感があり、『さすが、賀茂家のお手洗い』と、小春は心から感心する。

　その美しさに躊躇ためらいつつも小春は『廁』で所用を済ませて、再び廊下に出た。

　宴会場から少し離れていても、わいわいと賑にぎやかな様子は伝わってくる。

　以前、澪人に連れられてきた時は、森閑とした屋敷だったというのに、今はまるで違っている。

　しみじみそう思いながら、ハンカチで手を拭っていると、

「──なぁ、今、京の町におかしな『祓はらい屋』が現われてるんやて」

「ああ、聞いたで。なんでもネットで請け負って、タダで祓うてるとか」

　宴会場からそんな話し声が耳に届き、小春は足を止めた。

　──祓い屋。

　小春の脳裏に、コウメを躊躇することなく滅しようと黒い火を放った祓い屋の後ろ姿が過よぎり、ばくんと心臓が嫌な音を立てる。

「何者やねん。安あ倍べのモンか」

「安倍ちゃうて。あの家がそないなけったいなことせぇへんやろ」

「まぁ、ちゃんとした依頼やないと動かへんやろな」

「そうやで。気まぐれで気位も高うて、ちょっと協力を仰ごう思うても、なかなか、動かへんで大変やのに」

「ほんまやな。安倍ちゃうわ」

「ほんでな、ネットで『妖あやかし情報』を募ってるサイトがあって、そこに書き込まれた情報をチェックしては、わざわざ祓いにいってるんやて」

「熱心やなぁ。そやけど、なんでそないなことをわざわざ」

「ほんま、奇妙やろ。なんでも若い男らしいで」

「澪人さんは、なんて言うたはる？」

「とりあえず、今は情報を集めるよう、指示出さはったみたいやわ」

「そやな、それがええ」

　彼らは、そこで話題を変えていた。

　ネットで『妖情報』を募っているサイト……。

　小春の頭に何かが引っかかり、難しい表情を見せていると、

「小春ちゃん！」と、背後に元気な杏奈の声が届いた。

　振り返ると、杏奈が今も法被にはちまき、さらし姿で、大きなお盆を手にしている。

「杏奈さん」

「ねっ、見てくれた、私の勇姿」

「見ました！　とても素敵でした、カッコよかったです！」

「ありがとう、宗ちゃんも、そう思ってくれたかな」

　すかさずそう尋ねる杏奈に「た、多分」と小春は頷うなずき、彼女が手にしているお盆を覗のぞいた。

「ところで、杏奈さんは、何を運んでいるんですか？」

「今ね、宗ちゃんの生菓子が届いたの。みんなに配ろうと思って」

　ああ、と小春は頷く。

　賀茂家の新年会に行くことが決まり、宗次朗はすぐに新作の生菓子を作ったのだ。

　軽ワゴンでは運びきれなかったため、業者に配達をお願いしたのだが、それが今、到着したようだ。

「私も配るの手伝いますよ」

「いいのいいの、小春ちゃんはゆっくりしてて。手伝わせたら、私がお祖父じいちゃんに怒られちゃう。はい、小春ちゃんにも先にひとつ。油断するとなくなっちゃうからね」と杏奈は小皿に載った生菓子を差し出す。

　それは、赤と白の花びらが可愛らしい、椿の生菓子だ。

「ありがとうございます」

　小春が小皿を受け取って微笑むと、

「それじゃあ、みんなに宗ちゃんのすごさを知らしめてくるから、また後でね」

　杏奈はお盆を手に宴会場へと入っていく。

　そんな彼女の後ろ姿を見送りつつ、椿の生菓子に目を落として頰を緩ませていると、

「もしかして、あなたが小春さんですか？」

　今度は前方から声がして、小春は我に返って顔を上げた。

　そこには和人の姿があった。

　朱色の水干を纏まとったままの姿で、優しい笑みを浮かべている。

「ああ、すみません。自分は賀茂和人と申します、はじめまして」

　すぐに頭を下げる彼に、小春も頭を下げ返す。

「は、はじめまして、櫻井小春です」

「小春さんのお噂はかねがね。弟の澪人や姉の杏奈がお世話になっております」

「いえ、そんな。私は何も」

　小春は首を振って、そっと和人を見る。

　身長や背格好、輪郭や頭の大きさが、澪人とほぼ同じだった。

　もしかしたら、後ろ姿では見分けがつかないかもしれない。

「……和人さんは、澪人さんによく似ていますね」

　思わずそう洩もらした小春に、和人は「えっ」と瞬まばたく。

「驚いた、そう言われたのは初めてです。姉と弟がそっくりで、僕だけ線で引いたような残念な顔立ちで」

　頭に手を当てて朗らかに笑う彼に、小春は「そんな」と首を振る。

　笑っている顔は、本当にそっくりだ。

　だが、雰囲気は、まるで違っている。

　微笑んでいても、ミステリアスでどこか冷たげな雰囲気を持つ澪人とは違い、和人が醸し出す雰囲気はまるで陽だまりのようだ。

　彼はきっと、とても優しい人なのだろう。

「小春さんは、祇園での生活には慣れましたか？」

「あ、はい」

「ぜひ、今度下しも鴨がもの家にも遊びに来てください。母があなたに会いたがっていましたので」

「お母様は、ここには？」

「母は、賀茂家の集まりを苦手としていまして、ここには来ていないんですよ」

　声のトーンを落とした和人に、小春は何も言わずに相あい槌づちをうつ。

　事情は何となく分かる気がした。

　以前、意図せず澪人の過去を覗いてしまった時、彼らの母親は『目に見えぬもの』に恐怖を感じていた。

　それはもう、理屈ではないのだ。

　最初は理解して賀茂家に嫁ぎ、杏奈、和人と普通の子を儲もうけていた頃までは、特別な嫌悪感を抱いていなかったかもしれない。

　だが、澪人という特別な力を持つ子を授かり、その子を育てるにあたって、おそらく言葉で言い表せない恐怖を味わってきたのだろう。

　そして澪人は、母にそんな心の傷を負わせたことを苦しく思っているに違いない。

　胸が詰まり、俯うつむいたその時、

「小春ちゃん」

　今度は、澪人の声が背中に届いた。

　この廊下で、杏奈、和人、澪人と賀茂家三姉弟きようだいに年齢順に声を掛けられたことに、小春は少し不思議な気持ちを抱いて振り返る。

　すでに長着に羽織と普通の着物に着替えている澪人は、兄の姿を見て愉たのしげに目を細めた。

「兄さん、まだその格好ですか？」

「そうだね、早く着替えないと、うっかり染みでもつけたら大変だ。それでは、小春さん、また」

　会釈して立ち去ろうとする和人に、「あの」と小春は思わず呼び止めた。

　なんでしょう？　と和人は足を止めて振り返る。

「私、和人さんをお見かけしたことあるような気がするんですが……お会いしたこと、ありましたか？」

　なんだか変なことを聞いている気がする、と小春は少しばつが悪い気持ちになる。

「いいえ、初対面だと思います」

「あ、そうですか、失礼しました」

「いえいえ」

　和人は柔らかく微笑んで、その場を離れた。

　気のせいだったんだ、と彼の背中を見送っていると、澪人がそっと首を傾げる。

「小春ちゃん、兄を知ってるん？」

「……見たことがある気がしたんです」

　多分、和人が言うように、会うのは初めてだろう。

　彼の雰囲気に触れて、初対面だという気はした。

　だが、その顔をどこかで見た気がするのだ。

「もしかしたら、写真で見たんちゃう？」

　そう言った澪人に、小春は「ああ」と大きく相槌をうつ。

「もしかしたら、そうなのかもしれません」

　それならば、『顔だけは知っている気がする』という今のこの感覚も納得だった。

　少しすっきりして、うんうん、と頷いていると、

「小春ちゃん」

　とても優しい声で澪人に名前を呼ばれて、どきん、と鼓動が跳ねた。

「は、はい」

「なんや、久しぶりやね」

「え、えっと……」

　澪人が櫻井家を出たのは、十二月二十日頃。

　久しぶりというほどではない。

「そうはいっても、たった二週間ほどやね。毎日一緒にいたから、そんだけで、久しい気になってしもて」

　少し可笑おかしそうに口角を上げる澪人に、きゅんと胸が詰まる。

『私も同じように感じてました』と言いたかったが、口にすることができず、小春はただ頰を赤らめて目を伏せる。

「あ……澪人さんたちの舞、素敵でした」

　俯いたままぽつりと零こぼすと、澪人は、ふふっと笑う。

「驚いたやろ、あんなんさせられるんやで」

「させられるって」

　ぷっ、と小春は笑った。

「小春ちゃんも素敵やね」

　へっ？　と小春は顔を上げる。

「椿の訪問着、よう似に合おうたはる」

　優しく目を細める澪人を前に、そのまま卒倒するのではないかと思うほどに、心臓が激しく音を立てた。

　先ほど杏奈が叩たたいていた和太鼓の比ではない。

「澪人さん、ちょっとええ？」

　その時、誰かが澪人を呼び、彼は「はい」と頷うなずく。

「ほんなら、小春ちゃん、後でまた。ゆっくりしてってな」

「は、はい」

　颯さつ爽そうと歩き去る澪人の体からは、相変わらず梅花の薫りが漂う。

　小春は、惚ほうけたようにしばしその場に立ち尽くし、そのまま宴会場に戻る気持ちになれずに、ふらふらと長い廊下をなんとなく歩く。

　しばらく歩くと、中庭が見渡せる縁側に出た。

　均衡を保って並ぶ敷石に灯とう籠ろう。

　砂利が敷き詰められた石庭と、水を使わずに山や水のある風景を表現する『枯山水』が見事であり、何より誇るように咲く紅白の椿がとても美しかった。

「……わぁ」

　自然と感嘆の息が口から零れる。

　庭の美しさと、日差しの暖かさにつられるように小春は縁側に腰を下ろす。

　小春は庭を眺めながら、不思議な気持ちでいた。

　この感覚は、先ほど和人に会った時の感覚と似ていた。

　この場所に来るのは初めてなのに、この庭を見たことがある気がするのだ。

　杏奈から受け取った小皿を膝ひざの上に置き、あらためて、宗次朗が作った椿の生菓子を見詰める。

　五枚の花弁は、赤が三枚、白が二枚。

　中央に黄色の筒状の雄お蕊しべ。緑の葉が一枚付いていて、とても愛らしく、椿の美しさを感じさせる。

　食べてしまうのがもったいないほどの造形だが、小春は躊ちゆう躇ちよなく手に取る。

　そっと口に運び、

「────っ」

　小春はぎゅっと目を瞑つぶった。

　口の中に広がる白しろ餡あんの上品な甘さ。ういろうのとても柔らかな口当たりに、幸せな気持ちにすらなる。

「美味おいしいっ」

　思わず口をついて出た。

　もっと食べたくもなるが、ここでやめておくのがちょうど良い気もした。

　小春は、はぁ、と熱い息を吐いて、庭を眺める。

　宴会場から微かすかに、琴の音や笑い声が届く。

　鳥の鳴き声、風の囁ささやき、笛の音。

　どこからか水が流れる音に、鹿しし威おどしの竹の音も聞こえる。

　目に映るものがぼやけていく中、椿の花だけが、くっきりと鮮やかに見える。

　椿の花、椿の着物、椿の生菓子。

「……椿」

　ぽつり、と洩もらす。

　その瞬間、まるで自分の内側に『渦』ができて、それに巻き込まれるような感覚に襲われた。

　ああ、分かった。かつての自分の名前が────。

『玉たま椿つばき』

　その自分の名を思い出すことで、あの頃の記憶が蘇よみがえる。

　やはり、名前がヒントで、何かのキーワードだった。

　そういうことだったのだろう。

　急激に襲ってきた眠気に抗あらがえず、また抗う気にもならず、小春は身を委ゆだねるように目を閉じ、その頭を柱に預ける。

　鈴の音が、どこかで響いていた。





三






　──九月。

『斎いつきの宮みや』が、野のの宮みやでの潔斎を終えて、伊い勢せへと下向した。

　それと入れ替わるように、十二単ひとえを纏まとった当時の『私』──玉椿は、輿こしに乗って御所を出る。

　行く先は、嵯さ峨が野の。

　今まで斎宮が潔斎を務めていた、野宮だった。

『異例の斎王』として野宮に向かう一行を民衆たちは少しも訝いぶかしがらず、期待に満ちた目で見送っている。

　……自分に務まるのだろうか。

　その眼まな差ざしに、玉椿は緊張を覚え、ぎゅっと目を瞑る。

　今自分がこうして、輿で運ばれている。そのすべては、陰おん陽みよう師じの助言だった。




　帝みかどの皇女として生まれた玉椿だったが、その生い立ちは不遇と言えるものだった。

　母親の身分が低かったこと、また、嫉しつ妬と深く気性の激しい中宮に疎まれたことから、御所を追いやられ、西北の山荘に身を寄せていた。

　御所から山の麓ふもとに移り住んでの生活に、母は大層落胆していたが、玉椿自身は嫌ではなかった。

　窮屈だった御所とは違い、大いなる自然の中で、川に触れ、滝を眺め、鳥と戯れ、玉椿は伸び伸びと過ごしていた。

　しかし、体の弱かった母親は山の寒さと心労に耐えられずに、ほどなくして他界し、それに伴い、父からの文や贈り物も滞りがちになり、一年も経つころには、途絶えてしまった。

　元々、厄介払いをされた母から生まれた子だ。

　おそらく、自分の名は系譜にも載せられず、忘れられるのであろう、と玉椿は思っていた。

　抱いていたのは、絶望というより『仕方のないこと』、という諦あきらめに近い気持ち。

　やんごとなき血を受け継ぎながら、様々な事情で『なかった者』とされる。

　そうしたことは、重ねられる歴史の上では、珍しいことではなかった。

　周囲の者たちは、そんな玉椿を大層哀れんだが、玉椿本人は、自分の境遇を嘆きはしなかった。

　すべては自分に与えられた宿命と受け止め、何も恨まず落胆することもなく、山荘での暮らしをそれなりに楽しんでいた。

　そんな無欲な玉椿だったが、たったひとつだけ、願いがあった。

『許されるならば、もう一度だけ、お父様にお会いしたい』

　そう、一度でいい、主上である父にいつか会うことができたら、と思っていた。

　そんな淡い希望を胸に、父に再会した時に恥ずかしくない自分でありたいと、玉椿は日々書物を読み、歌を詠み、文才を磨き、風流を忘れない自分であるよう精進していた。

　──しかし、その願いも虚むなしく、父は在位のまま崩御する。

　唯一抱いていた夢が永遠に叶かなわぬものとなり、それからの玉椿は、さらになにも望まなくなり、何も期待せず、ただ静かに過ごしていた。




　事態が急変したのは、玉椿の父が崩御して数年。

　玉椿が、十五になった時のことだった。

　父の崩御後、すぐに即位した帝はたった二年で退位することとなり、新たな帝が立てられた。

　新帝の即位と同時に、新たな斎王も卜ぼく定じようされ、野宮での潔斎を経て、ようやく伊勢に向かうことになった頃。

　賀茂忠行を師に持ち、狐の母より生まれたと噂される主上の覚えもめでたい稀き代たいの陰陽師が、『異例の斎王』を立てることを主上に進言したのだ。




『今の世を安定させるには、三人の斎王が必要です』




『斎王』とは、伊勢神宮、賀茂神社に奉仕する未婚の皇女を示す。

　現代的に言うならば、未婚の皇女が、神社に入り巫女みことして仕えるということ。

　伊勢神宮に参入する斎王を『斎宮』。

　賀茂神社に参入する斎王を『斎院』と呼び分けている。

　時の陰陽師は、伊勢の『斎宮』と賀茂の『斎院』以外に、もう一人、斎王を立てる必要がある、と進言したのだ。

　それはとても突飛に思える提案だったが、陰陽師の言葉には力があった。

　──三人目の斎王を立てることで、それが三角形の結界となる。

　またその斎王を『裏』とし、『陰』の存在とすることで陰陽の均衡が保たれ、『安定』が生まれる。

　そんな『裏の斎王』は、斎宮がそれまで潔斎していた野宮（斎宮が身を清めるために入る社）に入り、神に奉仕すること。

　また、『陰の存在』であるため、民に公表しても良いが、記録には残さぬよう──、そう付け加えられたという。

　そんな陰陽師の助言に、主上は深く納得し、『裏の斎王』を立てることを決めたという。




　──そうして、世の平定のため、『裏の斎王』を立てるという話は瞬く間に京の町に広まった。

　その噂は、山の麓で暮らしていた玉椿の耳にも入ったが、まるで自分には関係のないこと、と関心すら抱かずにいた。

　しかし、陰陽師が自ら卜定し、選び出されたのは他でもない、玉椿だった。




『西北の山の麓に、先帝の皇女がおられます。三人目の斎王はその方に』




　それは決定事項であり、逆らうことはできない。

　また、玉椿自身、抗うつもりもなく、仰せのままに、と従った。

　今まで『なかった者』とされていた玉椿が、皇女として再び御所に戻り、『異例の斎王』として野宮に向かう。

　それは、何か大きな運命に翻ほん弄ろうされているようだった。

　──そうして、玉椿は輿に乗って、野宮へと運ばれていた。

　特別な決意も志もないまま、それどころか、よく分からないまま、ただ指示に従い、輿に乗って運ばれていた玉椿だったが、自分に期待の目を向ける民衆たちの姿に、息が詰まった。

　皆が皆、すがるような目を見せている。

　そう、三人目の斎王を立てることで、必ずやこの世を良くしてくれると信じ切った皆の眼差しを前に、玉椿は初めて重責を覚えた。

　自分に務まるのだろうか。

　自分で良かったのだろうか。

〝三人目の斎王が、きっとより良い世の中に導いてくれる〟

　そんな彼らの期待が、玉椿には手に取るように分かった。

　それだけに体が震え、指先が冷たくなるほどの緊張を感じた。

　輿は急ぐことなく、一定の速度で嵯峨野の野宮へと向かう。

　色鮮やかな竹林と、赤く染まる紅葉や楓かえでの美しさも、俯うつむいている玉椿の目には入らなかった。

『大丈夫ですか』

　異変に気付いたお付きの者が優しく問いかける。

　彼は、主上の甥おいであり、玉椿の親しん戚せきにあたる人物。

　主上より遣わされた貴族の青年だった。

　大丈夫です、ありがとうございます、と玉椿は会釈する。

『野宮はもうすぐです。あの塀の向こうがそうです』

　彼の言葉に、椿はそっと首を伸ばす。

　侵入者を防ぐための高い塀と、大きな門は、宮家の威信を感じさせた。

　輿こしは入口の前で止まり、ぎいい、と大きな門が開かれる音が耳に届く。

　その向こうには、さらに手入れの行き届いた美しくも涼やかな竹林が続いていた。

　竹林の中に、檜ひのき造りの屋敷が見える。

『母屋』と『社殿』と、『離れ』があると、青年が説明してくれた。

　まるで、雀のお宿のような『離れ』は、斎王が心静かに神託を賜るためのものだそうだ。

　斎王の到着を知らせているのか、どこからか太鼓の音が聞こえてくる。

　どんどんどん、と響く太鼓の音は、まるで何者かに呼ばれているようにも感じた。




　到着後は、挨あい拶さつに儀式と忙しく、これから自分が使う部屋に通されたのは、夕暮れ時だった。

　玉椿はようやく一人になり、はぁ……と、息を吐く。

　事前に話は聞いていたが、思った以上にやるべき仕事があった。

　貝合わせや歌詠みと、優雅な遊びを楽しめることもあるが、それ以上に禁忌や束縛も強い。

　斎王になるということは、俗世を捨てることを意味する。

　親しい肉親や恋しい人とも別れ、禁忌の多い暮らしは、それまで御所で何不自由のない生活をしてきた内親王には過酷なことに違いない。

　しばらくの間、ずっと泣き臥ふせっている姫もいるそうだ。

　だが、両親を亡くし、華やかとは縁遠い山荘でひっそりと暮らしてきた玉椿にとって、野宮での生活に、心配も憂いもない。

　それよりも、あの期待の目に応こたえられなかったらどうしよう、という気持ちの方が強かった。

　玉椿は生まれて初めて、人に期待されたのだ。

　どうして自分が選ばれたのだろう。

　そんなことばかり考え、気が付くと日も落ちて、りんりんと鈴虫が鳴いていた。

　いつの間にか用意してくれていた灯台の明かりが、部屋を柔らかく照らしている。

　不安と緊張から冷たくなっていく指先を擦り合わせていると、りん、と鈴の音がどこからか響く。

　どこから聴こえるのだろう、と玉椿が顔を上げると、くすくすと愉たのしげな笑い声が耳に届いた。

　──あなたからは、とても懐かしい薫りがします。

　青年の声だった。

　どこから聴こえてくるのか分からない。

　玉椿は困惑して、きょろきょろと周囲を見回す。

　──あなたは、嵯さ峨が山やまから来られたのですね。

『わ、わたくしのいた山は、昔は嵯峨山と呼ばれていたそうですが、今はおたぎ山と呼ばれています』

　どこから声が聴こえているか、分からぬままに玉椿はそう答える。

　──そうですか。その山の滝に、わたしの友人がいるのです。あなたからは、友の懐かしい薫りがします。

『薫りが？』

　そんなに匂っているのだろうか？　と玉椿が自分の袖そでを鼻に当てると、青年はまた笑う。

　──あなたは、新たな斎宮ですか？

『わたくしは、玉椿と申します。伊勢に行く斎宮ではないのですが……』

　玉椿が、どう説明しようと言い淀よどんでいると、

　──ああ、分かりました。少しここを離れていたので、現世の事情に疎くて申し訳ありません。今は、あなたの薫りに誘われてきたのです。

　ふわり、と玉椿の周りで柔らかな風が舞い上がり、髪と袂たもとがそよぐ。

『───っ』

　玉椿は目を見開き、言葉を詰まらせる。

　この時には、理屈ではなく感じていた。

　人ならざる『特別な存在』に話しかけられていることを……。

　──あなたは今、自分に務まるのかと、とても不安に思っておられるのですね？

　今も姿は見えないが、声は聞こえている。

　その声は耳から入ってきているのではなく、自分の内側に届いているのが分かる。

　恐怖はない。

　それでも、がくがく、と体が震えて畳に膝ひざをついた。

　その時、部屋の中心に渦巻く風が生まれ、青年が姿を現した。

　漆黒の艶つややかな長い髪、烏え帽ぼ子し、白と紫の水干。

　それは、息を吞のむほどに、美しい面差しの青年。

『……大丈夫ですよ、わたくしがついております──玉椿姫』

　玉椿の手を取り、優しい微笑みを見せる。

　この方にそう言っていただけるなら。

『──宮様』

　玉椿は、心から救われるのを感じながら、彼のことを自然と『宮様』と呼んでいた。

　斎王とは、神に奉仕する者。

　わたしはこれから、この方に仕えるのだ。

　玉椿の胸の内は、この上なく誇らしく、幸せな気持ちに満ち溢あふれていた────。
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　──ああ、やはり。

　小春は夢うつつにそう思いながら、そっと目を開ける。

　賀茂邸の庭が広がっていたが、野宮の庭とよく似ていて、今も夢の中にいるような不思議な心地だった。

　だが、夢ではない。もう目は醒さめている。

　庭の中心には、『彼』が立っていた。

　水干に黒い烏帽子、そして美しい面差しは、夢の中の『宮様』と同じ。

　しかし、体の大きさがまるで違う。

　自分を心配そうに見つめる彼は、幼い少年だ。

　いつも、自分を支え、助けてくれる黒龍の化身。

「……若宮くん」

　そっと口を開いた小春に、若宮は切ないような表情を見せる。

『すみません、小春さん』

「どうして謝るの？」

『僕と触れ合うことで、過去のあなたの記憶が呼び起こされてしまいました』

「それは、いけないこと？」

　首を傾げた小春に、若宮は苦笑する。

『起こることのすべては、必然ですから、あなたと僕が再び出会ったように、それもすべて森羅万象の意思なのでしょう。ですが、僕の感情としては、忘れたままでいてほしかったです』

　若宮は目を伏せて、そう告げる。

「……どうして？」

『人が生まれ変わるのは、前世で果たせなかった課題、つまり因果や業を浄化させるためです。さらに魂の向上をはかり、より高次の存在になるためです。ですが前世の記憶まで引きずるのは酷なことです』

　若宮の言っていることは、しっかりと理解はできないまでも、分かる気がした。

　人は今の人生だけでもいっぱいいっぱいなのだ。

　前世の記憶まで、抱えるのは大変なことだろう。

「だけど、私は嬉うれしかったよ。若宮くんが私に親しくしてくれていた理由が分かって、すっきりもした」

　かつて自分は、わけありの斎王──つまりは巫女みこであった。

　神である若宮に仕え、意思を交わして、神託を告げていたのだろう。

　あの野宮で、世の中を良くするために一緒に仕事をしていたのだ。

　若宮は、ゆっくりと歩み寄り、そっと小春の手を取った。

『小春さん。前世はあくまで、過去。終わったことです』

　真しん摯しな眼まな差ざしで見上げる若宮に、はい、と小春は頷うなずく。

『これからも、まるで欠片かけらを見付けるように、前世の記憶を見るでしょう。それは、僕にも止められません』

「若宮くんでも、止められないの？」

　素朴な疑問が、小春の口をついて出る。

　彼は吉乃や澪人が畏い怖ふの念を抱くほどの、すごい神様だ。

　そんな神様は、なんでもできるのではないかと思っていたため、『止められない』といったことが意外に感じられた。

『ええ、それが森羅万象の意思ならば。いくら神の一柱といっても、万能ではありません。神が八百やお万よろずも存在するのは、万能ではないからです。八百万の神々それぞれ、得意なことや苦手なことがあり、互いに至らない部分を補っています。我々もまた、宇宙のからくりの上では、動かされる駒のひとつなのです』

　そう話す若宮に、そういうものなんだ、と小春は黙って相あい槌づちをうつ。

『いいですか、小春さん。あなたは今、櫻井小春なのです。もう、玉椿ではありません。どうかご自分を見失わないでくださいね。大事なのは、過去でも未来でもなく、「今」なのですから』

「……はい。でもね、若宮くん。『過去よりも今が大事』だというのはよく分かるけど、『未来』も大事だよね？」

『いいえ、「今」がすべてなのです。過去に囚とらわれるのはもちろん、未来にばかり意識を向けて、不安になったり杞き憂ゆうしたりも、愚かなことなのです。この目に見える景色が一分一秒違っているように、ずっと「今」が続いているのです。より良い「今」を過ごしていくことが、良い「今」を引き寄せる。つまり、結果的に良い未来へと進んでいけるのです』

　若宮は両手で小春の顔を包む。

　頰に触れる若宮の掌てのひらは小さかったが、そのぬくもりに懐かしさを感じた。

　おそらく、玉椿もこうして頰を包んでもらっていたのだろう。

　その時、なぜか切なさが胸を襲い、小春は目を伏せた。

「──はい」

　つい、『宮様』と続けそうになり、それを吞み込む。

　前世の自分に囚われるとは、こうしたことなのだろう。

　知らず知らずに、意識を占領されて、今の関係性があやふやなものとなる。

　過去、自分が彼のことを『宮様』と呼んで仕えていたとしても、今自分たちの関係は、それとは違うのだ。

「よく分かった。ありがとう、若宮くん」

　小春は、若宮の掌の上に手を重ねてぎゅっと握り、微笑む。

　きっと、かつての自分は彼にこんなことをしていないはずだ。

　若宮も嬉しそうに目を細める。

『分かっていただけて良かった。そうそう、小春さんにお願いがあったのです』

「お願い？」

『僕をまた運んでほしいのです。節分の日に』

「いいよ、今度はどこまで？」

『吉よし田だ神社の大たい元げん宮ぐうまで……』

「吉田神社の大元宮？」

　どこなんだろう、と首を傾げると、若宮は小春の背後に視線を移す。

『場所は、そうですね、澪人さんが知ってるでしょう。澪人さんもご同行いただけますか？』

　その言葉に小春が驚いて振り返ると、柱の陰に澪人と、狐に戻ったコウメ、そして、うさぎのハルの姿まであった。

　澪人は、すぐに深く頭を下げる。

「喜んで、ご同行させていただきます」

　そう言った澪人の足あし許もとで、コウメが頼まれてもいないというのに、使命感に満ちた表情で頭を下げていて、その隣でハルが首を傾げている。

『ありがとうございます。狐神も息災で何より。名をもらったのですね。コウメ……良い名です』

　コウメはとても嬉しそうにもふもふの体を揺らして、こくりと頷く。

『それでは皆様、僕はこのへんで……』

　若宮の体が光り始めたその時──、通路の右から左から、ばたばたと足音が聞こえ、小春は瞬まばたく。

「なんや、この気配は」「中庭やで」とそんな声も届いた。

　すぐに小春の背後に十数人の男性が駆けつけたかと思うと、若宮を前に立ち尽くす。

「──な、なんてことや」

　呆ぼう然ぜんと洩もらして、即座に膝ひざをついて頭を下げた。

　ひれ伏す一同を前に、若宮は深く頭を下げて、すっ、と姿を消した。

「あっ」

　と手を伸ばし、まるで夢でも見たかのような表情を浮かべている皆の姿と、落ち葉が螺ら旋せんを描いて舞っていたのが印象的だった。

　そんな中、和人と杏奈がひょっこり顔を出す。

「皆さん、いきなりどうしたんですか？」

「本当よ、一体何なの？　ハルまでここにいるし」

　吞のん気きに尋ねる二人に、皆は勢いよく顔を向けた。

「どうしたやないで！　えらい神様が降臨しはったんや」

「あれが、噂の黒龍様。美しいお姿やった」

　ありがたいありがたい、と手を合わせて興奮気味に言う皆に、

「新年早々それは縁起が良いですねぇ」

「良かったわねぇ」

　和人と杏奈はまた吞気な声で、相槌をうつ。

　二人は本当に、特別な力がないのだろう、と小春が口許を綻ほころばせていると、宗次朗がやってきて、「若宮の登場に随分な騒ぎだな」と肩を上下させ、ふと澪人に目を向けて、ぶっと吹き出した。

「なんだよ、澪たん。コウメにハルを従えて。『澪人と愉快な森の仲間たち』みたいになってるぞ。新しい『チーム澪人』か」

　その言葉に皆は吹き出しそうになり、慌てて口に手を当てて、笑いを堪こらえる。

　てっきり澪人は、怒るか呆あきれるのだろうと思ったのだが、コウメとハルを抱き上げて、にこりと微笑んだ。

「こないな可愛らしいのに囲まれたチームなら、よろしいね」

　その姿に、小春の胸がまたきゅんと詰まり、頰が熱くなるのを感じていると、

「それにしても、驚きました。話には聞いていましたが、小春さんにはすごい神様がついているのですね」

「ほんまや」

　賀茂家の皆がわいわいと詰め寄る中、吉雄が肩を上下させた。

「なんや、みんなして。そんなん今さらやで。あのお方は、小春さんがここに来た時から、ずっと側に付き添っていはったやないか。そのことを小春さんに言おうとしたら、伝えないよう言われたんで、わたしは黙ってたんやで」

　その言葉に、小春は瞬いた。

　彼が家の前で自分に向かって何か言いかけたのは、そのことだったんだ。

　それで驚いたようにしながら、『……小春さんは、本当に神様に愛されるのですね』と洩らしたのだろう。

「あ、あの、若宮くん……先ほどの神様は、見えなくなっただけで今も私の側にいてくれるのでしょうか」

　思わず詰め寄った小春に、吉雄は首を振った。

「今はほんまにいらっしゃいません」

「そう……ですか」

　小春は静かに洩らして、俯うつむいた。

　どうしようもなく残念に思っている自分に、戸惑いを感じていると、

「小春さん、どうかしました？」

　和人に顔を覗のぞかれ、小春は「いえ」と慌てて首を振る。

　その時、あらためて彼の顔を見て、小春はハッと目を開く。

「あ……」

　どこかで見たような気がしていた、この顔……。

　そう、和人の顔は、同行していた貴族の青年と、まるで同じだった。

　きょとんとする彼に、小春は「なんでもないです」と首を振る。

　彼を見知っている気がしたのは、そういうことだったのか、と息を吞のむ。

　前世で会ったことのある人だったんだ。

　ようやく腑ふに落ちて、小春は大きく頷うなずいた。




　賀茂家の新年会。

　これがすべての引き金となって、運命の歯車が動き出したのだった。








第二章　課題と業と雪うさぎ。













一






　朱色の御ご膳ぜんに並んだ豪華な料理に、青年たちの麗しい舞、女性たちが奏でた凜り々りしい和太鼓。

　美しい椿の花に誘われて取り戻した、前世の記憶────。

　まさに『夢のよう』だった賀茂家の新年会に参加し、しばし惚ほうけていた小春だが、冬休みはとても短く、アッという間に終わってしまった。




　──新学期。小春は決して軽くない足取りで校門をくぐると、ちりりん、ちりりん、とベルの音が響く。

　独特な音だが、明治大正時代を彷ほう彿ふつとさせる煉れん瓦が造りのレトロな校舎によく似合っている。京都は和風の建造物だけではなく、西洋風建築物も数多く、小春が通う高校『学がく徳とく学園』も創立が大正時代ということもあり、モダンな佇たたずまいであった。

　このベルは、予鈴ではなく新学期を告げるものだそうだ。

　おそらく、効果はあるのだろう。ベル音を耳にしているだけで、少しずつ気持ちが切り替わっていくようだ。

　冬休みも終わったんだ、と小春が頷いていると、

「コーハーちゃん。あけおめっ」

　足音が聞こえてきたかと思うと、そのままの勢いで抱き着かれ、小春はぎょっとして振り向いた。

『誰？』とは思わない。こんなことをする人間は一人しか知らない。

　一年四組の三み善よし朔さく也や。ふわっとした明るめの髪に、くっきりとした瞳ひとみが印象的な、可愛い雰囲気の男の子だ。

　小春が嫌悪感をあらわにする前に、彼はパッと離れる。

「お正月はのんびり過ごせた？」

　何事もなかったように隣を歩き始める三善朔也に、小春は頰を引きつらせながらも、怒りの言葉を飲み込んで、「ま、まぁ」と頷いた。

「たしかコハちゃん、東京に両親がいるんだよね？　東京には帰らなかったの？」

　小春が両親の許もとを離れて、この京都に住む祖母の家に身を寄せているということをクラスメイトは知っている。

　けれど、どうして他のクラスの彼が知っているのだろう。

　小春は訝いぶかりながら、首を横に振る。

「……親が京都に来たから」

「へぇ、それは良かったね」

「三善くんは、東京に帰ってたの？」

「ううん、もう東京に身内はいないし。それに俺、東京嫌いなんだよねぇ」

　頭の後ろに手を組んでそう話す。

「そうなんだ……」

　その言葉は意外に感じた。

　彼はとても都会的な雰囲気で、京都よりも東京を好みそうだと思っていたからだ。

「それじゃあ、どうして前に、『東京の話をしたい』って私に言ったの？」

「それはもちろんー、コハちゃんとお近づきになりたかったから」

　顔を近付けて、にっと笑う。

　しっかりと合わせた大きな目からはなんの感情も伝わらず、ぞくりと小春の背中が冷える。

　今も祖母の御守を身に着けている為、力は制御されている。

　だからといって、ここまで何も感じさせないのは珍しい。

「あー、朔也、おっはよー」

「また、女の子にちょっかい出してる」

　その時、上級生の女生徒たちに声を掛けられ、

「あー、先輩、あけおめっす、会いたかったぁ」と大きく手を振り、

「それじゃあ、コハちゃん、またね」

　屈託のない笑みを小春に向けたあとすぐに、彼女たちの許へと駆け寄る。

「…………」

　そんな三善朔也の背中を冷ややかな表情で見送っていると、

「小春、おはよう。そしてあけましておめでとう」

　水みず原はら愛衣が、笑顔で駆け寄ってきた。

　彼女はクラスメイトで親友。ショートカットで、フレームが透明なメガネをかけた、聡そう明めいそうな美人だ。

　彼女の姿に、少しささくれていた心が癒いやされ、小春は笑みを向ける。

「愛衣、あけましておめでとう。年賀状ありがとうね」

　愛衣は、こちらこそ、と頷いたかと思うと、小春の手を引き、声を潜める。

「──ねっ、四組の三善朔也にちょっかいだされたの？」

「ちょっかいというか……愛衣、彼のこと知ってるんだ？」

「知ってるよ、チャラくて有名だもん」

「あ、やっぱり」と小春は苦笑した。

「高等部から入ってきた東京の子で、顔も可愛いしノリも軽いから、結構人気はあるんだけどね。私はかなり警戒してる。見ちゃってるから」

　愛衣は歩きながら、静かにそう言う

「見ちゃってる？」

「ほら、私、中庭の塔によく行ってたから。そこって、校庭がよく見渡せるのよ」

　少し言い難そうに告げる愛衣に、小春は黙って相あい槌づちをうつ。

　ふと、小春は転校初日のことを思い出した。

　クラスメイトたちの心の声を一手に受けたことで小春は気持ちが悪くなり、裏庭で休んでいる時に、澪人に助けられたことがあった。

　その姿は、誰にも見られていなかったと思ったのだが、愛衣には、目撃されていたのだ。

　どこで見ていたのだろう、と密ひそかに思っていたのだが、愛衣が塔の上から見下ろしていたことが、今分かった。

「でね、塔の上から何度か見たの。三善朔也が、女の子をひと気のない裏庭や中庭に連れ出して、キスするのを」

「キ、キス！」

　小春は真っ赤になって瞬またたく。

「それだけなら、別に『勝手にして』って感じなんだけど、キスを済ませたあとは、どうしてなのか、あの男はもう、その女の子にちょっかいを出さなくなるの」

「ど、どういうこと？」

「つまり、三善朔也はある女の子を気に入ったら、うんとその子にちょっかい出してその気にさせておいて、キスまでいったら、まるで潮が引けるみたいに、もう相手にしなくなるのよ。多分、キスするまでのゲーム感覚なのかなって」

「な、なにそれ、最悪」

「でしょう？　私が見てないだけで、キスより先に進んだところで女の子を捨ててるのかも」

「うわぁ」

　小春は、額に手を当てた。

　ああいう男子は気に留めないに限る、と小春は顔をしかめる。

「それはそうとね」

　話が変わることに、小春は少しホッとして愛衣を見た。

「中等部のオカ研がね」

　オカ研とは、オカルト研究会の略で、部員は全員中等部の子たち。

　愛衣が中等部の時に所属していたクラブだ。

　文化祭の時に、『降霊会』の真似事をして、良からぬものを招き、騒ぎになったのが記憶に新しい。

「オカ研の子たちが？」

　また、何か騒動を起こしたのだろうか、と瞬く小春に、愛衣は肩をすくめる。

「あの子たちね、今、中庭の塔の一階奥の部屋を部室にしたんだって」

　へぇ、と小春は相槌をうつ。

　中等部は、同じ敷地内ではなく、少し離れたところにある。とはいえ徒歩圏内だが、『わざわざ、高等部の中庭まで』という気持ちは否めない。

「先生方としては、ずっと使わないままもあれだし、部室に使うことは快諾してくれたみたいなんだけどね。あの子たち、これから『オカ研』の名を『ミステリー研究会』に改めるみたい」

　うん、と小春は相槌をうつ。

「で、中庭に部室を移したのは、自分たちが高等部に移ってからも活動を続けられるようにというのと、現高等部の学生も勧誘したい気持ちがあるとかで」

　はぁ、と小春は間抜けな声を上げる。

「それでね、一度でいいから見学に来てくれってお願いされちゃって。その上、友達の小春も連れてきてほしいっていうの。私も入部する気はないんだけど、一度くらいは顔を出してあげたくて、付き合ってもらってもいいかな」

　申し訳ない、と手を合わせる愛衣に、小春は口許を綻ほころばせる。

「いいよ」

「ほ、本当？」

「うん、私もあの子たちが、これからどんな活動に変えるのか、少し興味があるし」

「良かったぁ。ありがとう、小春」

　胸に手を当てる愛衣に、

「そんなのお安い御用だよ」と小春は笑みを返した。





二






「──ああ、まただ」

　昼休み。

　小春よりも先にお弁当を食べ終えた愛衣は、スマホを覗のぞいてぽつりと零こぼす。

　十一月までは、昼になると中庭に出ていた二人だったが、十二月に入るとさすがに寒さが厳しくなり、諦あきらめて教室でお弁当を食べていた。

「どうかした？」

　ようやく最後のおかずを食べた小春が、もごもごする口許を手で隠しながら尋ねると、「これなんだけど」と、愛衣はスマホの画面を見せる。

　黒い背景に赤字で、『不思議報告レポート・京都地区』と書かれている。

　これは、以前見たことがある。

　不思議な目撃情報を投稿するサイトだった。

　ここに、堀ほり川かわ通を横切る『神の先さき遣やり』の目撃情報が投稿されていたこともあり、あながちデマや思い込みばかりではないようだ。

「ええと、何々……『深夜、貴き船ふねの川沿いを歩く白い影を何度も目撃しました。髪の長い女性です』」と小春はそこまで読み、「ありがちな話だね」と苦笑する。

「見てほしいのは、そこじゃないの。その下」

　愛衣が投稿に対するコメント欄を指す。

　そこには、『元々貴船界かい隈わいは心霊スポットとして知られていますからね』、『貴船神社は丑うしの刻詣まいりで知られた神社です』、『私も見たことがあります』と投稿に対する感想や意見が寄せられている。

　その途中に『了解いたしました』というコメントがあった。

　さらにその下に、こんなコメントが残されている。

『確認しました。祓はらっておきました』

　小春は黙り込んで、眉まゆ根ねを寄せる。

　コメントの下には、絵文字が添えられていた。

　絵文字というより、絵文字サイズの画像なのだろう。

　台形の上に目が載せられているような、見ようによっては、目から大量の涙が流れているような、そんなよく分からないマークが添えられている。
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「……なにこれ」

　どうしようもない奇妙さに顔をしかめて言うと、愛衣も同じ表情で頷うなずく。

「サイト内ではね、『祓い屋』とか『祓い屋本舗』って言われてるの」

　どきん、と小春の心臓が嫌な音を立てる。

「心霊情報が投稿されると、しばらくして『了解しました』ってコメントを残してね、数日後に『祓いました』とか『処分しました』って書き込んでて……」

　そう続けた愛衣に、小春は目を伏せる。

『処分』という言葉から、コウメに放った黒い火を思い起こし、口の中が苦くなる気がした。

　ふと、賀茂家の新年会で耳にした言葉が頭を過よぎる。

『ほんでな、ネットで「妖あやかし情報」を募ってるサイトがあって、そこに書き込まれた情報をチェックしては、わざわざ祓いにいってるんやて』

　それは、このことを言っていたのだろう。

　この祓い屋とコウメを滅しようとした祓い屋は、どうやら同一人物のようだ。

「祓い屋がコメントしてるのは、京都市内だけ？」

「ううん、京都市を中心に、その近郊、滋賀に奈良、大阪と割と広範囲。でも京都府の北の方や、神戸までは行ってないみたいだけど」

「……そうなんだ。愛衣はどう思う？」

「うーん、自己申告だし、本当に祓えてるのかなって思う。確かめようがないし」

　正直な言葉に、強こわ張ばっていた小春の頰が緩んだ。

「そうだよね」

「でも、本当に祓えていてもいなくても、正義感気取りな人だなって感じ」

　ああ、と小春は相あい槌づちをうつ。

　誰にも頼まれていないのに、無料で祓っていく。

　それは確かに、祓い屋が持つ正義感が故なのかもしれない。

　だけど、放っていた黒い火は、『誰かの役に立ちたい』といった、そんな崇高なものとは違っていた。

『憎んでいるんやろな』

　あの時言っていた澪人の言葉が、すべてを物語っている。

　人外なものへの憎しみが、行動の源となっているのだろう。

「それにしても、この祓い屋のマークはなんだろう。なんの形なのかな」

「えっ、ＵＦＯでしょう？」

　当然のように言う愛衣に、小春は「へっ」と瞬く。

「ＵＦＯから光が出てるマークだと思ってたけど」

「あ、ああ……」

　言われてみれば、そう見えなくはない。

　だけど、ＵＦＯなのだろうか？

　それ以前に、『祓い屋』と『ＵＦＯ』がどうにもマッチしない。

　小春は奇妙なマークをジッと見詰め、うーん、と唸うなった。




　始業式ということもあり、午後は一時間だけ授業をし、すぐに放課後となった。

　小春と愛衣は互いに顔を見合わせ、目で合図をして、教室を出る。

　壁の掲示板には相変わらず、『保健だより』や『来たれ吹奏楽部』という張り紙がされていた。

　その中に、『オカルト研究会あらためミステリー研究会、部員募集！　超常現象、謎、伝説、ＵＦＯ、ＵＭＡなどなど、不思議なことが大好きな方、一緒に語りませんか？　部室は中庭の塔一階　※怖くありません』というポスターを見付け、小春と愛衣は同時にごほっとむせる。

　そのポスターの隅には、可愛らしいユニコーンのイラストが添えられていた。

「……後輩たち、一生懸命だね」

「どうにも拭ぬぐいきれないあやしさが漂ってるけどね」

　冷ややかに言う愛衣に、小春は、うん、と微かすかに頷く。

　何より、『怖くない』というアピールをしたいなら、部室を曰いわくつきと恐れられている中庭の塔にしなければよいのに、とも思う。

　ほとんどの生徒が嬉しそうに下校する中、小春と愛衣は外に出て、そのまま中庭へと向かった。

「…………」

　小春は校庭を歩きながら、ちらりと弓道場に目を向けた。

　高等部の新学期はスタートしたものの、大学部は今も冬休みのままだ。

　澪人とは、賀茂家の新年会で少し会話をしただけで、その後はあまり話すことができなかった。

　せめて、弓道の練習をする彼の姿を遠目に眺めたい思ったのだが、やはり姿はない。

　中庭の塔の扉は開放されていて、『ミステリー研究会部室[image: ↓]』と案内の看板が置いてある。

　とても明るくポップな色合いとイラストで、イメージを向上させようとしていることが伝わってきた。

　もしかしたら、この中庭の塔のイメージをも良くしようとしているのかもしれない。

　だが、看板に描かれた有名なネズミのキャラクターイラストを見て、愛衣は「ああ」と額に手を当てた。

「ダメじゃん、著作権に超うるさいこのイラストを使ったら。問題になる前に対処しないと」

　愛衣は、すぐに鞄かばんからペンを取り出し、ネズミのキャラクターに黒い目隠し線を引く。

　まるで容疑者か被害者のようになってしまったネズミ。その口からは、こんな吹き出しが出ている。

『ハハッ、怖くないよ♪』

　小春と愛衣は顔を見合わせて、再びイラストに目を向ける。

「……怖いよね」

「うん、怖いね。事件性を感じる」

「…………」

　二人が黙り込んだその時、背後でぶっ、と誰かが吹き出した。

　驚いて振り返ると、三善朔也が腹に手を当てて、笑っている。

「二人ともひどい先輩だなぁ、そんな妨害しなくても」

　あははと笑い、目に浮かんだ涙を拭いながらそう言う彼に、

「で、でも、このキャラを使うのはタブーだし、私は先輩として後輩を守ろうと！」

　愛衣は、ムキになって身を乗り出した。

「うん、まぁ、このキャラを使うのはいけないよねぇ。だけどさ、目隠し線はないよ。愛衣ちゃん、マジック貸して？」と、手を差し出す三善朔也に、

「どうして、私の名前を……」

　愛衣は戸惑いながらも、マジックを手渡した。

「ちょっとアレンジするねぇ」

　三善朔也は、看板の前にしゃがみこみ、ふんふん、と鼻歌を歌いながらマジックを手にキュッキュッと描き込んでいく。

「でーきた」

　できあがったネズミは、サングラスをかけていて耳の形も変わりピアスもしている。

　全体的に、なかなかポップな雰囲気であり、なおかつ正規のキャラとは、イメージの違うものになっていた。

　すっかり、容疑者でも被害者でもなくなったイラストに、小春は「良かった」と、手を叩たたく。

「これなら、事件性を感じない」

「でも、サングラスにピアスでしょう？　柄が悪いよね。こんなのに『怖くないよ』って言われても、『騙だまされるか』って気になりそう」

　愛衣は腕を組んで、顔をしかめる。

「いやいや、愛衣ちゃん、事件性を感じるよりマシだから。あとで後輩に言って書き直すように伝えるといいよ」

　彼の言葉に小春は初めて同感して、「それがいいと思うな」と頷うなずいた。

「そうだね、ありがとう、三善くん。小春、行こうか」

「うん」

　二人が会釈をして塔の中に入ると、三善朔也もその後に続いてくる。

「……どうしてついてくるの？」

　小春が怪け訝げんに尋ねると、

「えっ、俺、そもそも、『ミステリー研究会』の見学に来たんだけど」

　三善朔也はそう言って、白い歯を見せた。





三






　──祇園の『さくら庵』では、珍しく宗次朗が箒ほうきを手に、店先を掃いていた。

　一月上旬の午後四時。空はもう茜あかね色いろに染まっている。

「…………」

　宗次朗は掃く手を止めて、周囲を見回し、ひと気がなくなったのを確認するなり、作さ務む衣えの胸元から笹に包んだ油揚げを出して、地面に置く。

　しゃがみこんだまま、そっと顔を上げ、「るーるるる」と小声で囁ささやく。

　するとどこからか「にゃあああ」と猫がやってきて、それは素早く油揚げを咥くわえると、アッという間に姿を消した。

「あっ、こら、お前に用意したんじゃねぇよ、これはもふもふのために！」と、手を伸ばすも、猫の姿はもうなく、「仕方ねぇな」と宗次朗は息をついて立ち上がる。

　すると、横からくすくすと笑い声が届き、宗次朗は大きく肩を上下させた。

「まったく、お前は嫌なタイミングで現われるよな、澪人」

　視線の先には、その言葉通り澪人の姿。

　着物にマフラー姿で愉たのしげに笑っている。

「僕としては、良いタイミングですわ。ええもん見せてもろた」

「猫に餌をあげる、優しい俺の姿を？」

「ちゃいます。狐とはいえ、仮にも神を油揚げで呼ぼうとして、猫にネコババされる姿です。しかも、『るーるるる』て。なんですかそれ」

「神とはいえ、狐なんだから油揚げは喜ぶだろ。それより、お前は、『るーるるる』を知らないのか？　狐を呼ぶ有名な言葉なんだぞ、遅れてるな、可哀相に」

「いや、一応は知ってますけど。『遅れてる』て、その上『可哀相』て」

「しかし、『るーるるる』は、北海道の狐にしか使えねぇのかもしれないな」

「って、聞いてへんし」

　相変わらずやね、と澪人は肩をすくめる。

　宗次朗は、そんな澪人が手にしているキャリーバッグに目を落とした。

「──賀茂家の方は、落ち着いたのか？」

「はい。今日からまたしばらくお世話になります。ほんま、図ずう々ずうしくすみません」

　澪人が深々と頭を下げると、宗次朗がその頭にぽんっと手を載せた。

「今さら何言ってんだよ、『ただいま』だろ？」

「えっ？」

「『おかえり』だな。澪人」

　にっ、と笑みを見せる宗次朗に、澪人は言葉に詰まり目を伏せ、

「おおきに、宗次朗さん……ただいま」と小声で告げた。

「おう。荷物置いてこいよ。小春の奴、帰ってきたら驚くだろうな。あっ、お前に隠れててもらおうかな。小春を驚かせよう」

　腕を組んで悪だくみの画策を始める宗次朗に、澪人は申し訳なさそうに眉まゆを下げる。

「楽しそうやけど、今から、ちょっと出掛けなあかんのです」

「出掛ける？」

「ええ。そうや、お願いがありまして」

「なんだよ、なんでも言えよ、お兄様は心が広いからな」

「すみませんが、宗次朗さんのバイクをお借りしてもよろしいですか？」

「えっ、俺の大事なバイクを？」

　宗次朗は顔色を変えて、目を剝むく。

「はい」

「それは嫌だ、俺のバイクは誰にも貸したくない。だって俺のバイクだから」

「……広い心はどこに行かはりましたか？」

　澪人は、腕を組んで首を傾げる。

「広い狭いの問題じゃねぇよ。男には譲れないものがあるんだ。お前だって、自分の彼女を『一晩貸してくれ』って言われたら、貸せるか？」

「それ、バイクと同じ次元の話ですか？」

「同じだよ！　ばーさんの車なら貸してやる」

「いえ、ほんなら、自転車でもええんやけど」

「……どこに行くんだよ？」

　顔をしかめて尋ねる宗次朗に、澪人は「そうですね、これを見てもらえますか」と帯からスマホを取り出して、画面を見せた。

　宗次朗はスマホを受け取り、画面に目を落とす。

「ええと、『夕暮れ時、三さん条じよう大橋付近で男の子の幽霊を見るようになりました。顔がない男の子で、とても気持ちが悪いです』……って、なんだこれ」

「最近、このサイトに投稿された心霊情報を基に、例の『祓はらい屋』が現われて、除霊してまわっているようで」

「ああ、あの可愛いもふもふを躊ちゆう躇ちよなく滅しようとした祓い屋か」

「そうです。ちょうどこれから夕暮れ時。行ってみよ、思いました」

「……分かった。バイクは俺が運転するから、お前は後ろに乗れよ。ああ、着物じゃ動きにくいだろ、まずは着替えてこい」

　宗次朗は手にしているスマホを澪人に押し付けるように返して、店の中に入るよう親指で合図をした。





四






『オカルト研究会』改め、『ミステリー研究会』の新たな部室は、中庭の塔、奥の部屋だった。そこは、文化祭の時に『降霊会』を行った場所でもある。

　良からぬものを呼び寄せて、部長が憑ひよう依いされて獣のようになり、それはもう、てんやわんやな騒動だったため、良いイメージを持っていなかった小春だが、新たな部室に入り、それは払ふつ拭しよくされた。

　元々、中庭の塔は富裕層向けの学園寮であり、この一階奥の部屋は生徒と家族が面会し、団だん欒らんするためのスペースだったようで、ヨーロピアンテイストのソファーに、テーブル、シャンデリアに燭しよく台だいと、それは素晴らしい応接室だった。

「ようこそ、先輩たち」

　中等部の部員たちが明るい笑顔で、小春、愛衣、三善朔也を出迎える。

　部員は六人、すべて女生徒だ。

　小春は天井のシャンデリアや壁際の使われていない暖炉を眺め、熱い息をつく。

「……すごい。降霊会の時は暗くてよく分からなかったけど、こんな素敵な部屋だったんだ」

　そう洩もらした小春に続いて、愛衣と三善朔也も、うんうん、と相あい槌づちをうった。

「ここがずっと使われてなかったなんてもったいなかったかも」

「本当だねぇ、掘り出し物だねぇ、君たち」

　三善朔也は中等部の部員たちを見て、にこりと微笑む。

　そんな彼を前に、部員たちは頰を赤らめる。

「ちょっと、カッコいいかも」

「可愛い系アイドルみたい」

　小声で囁き合い、きゃっきゃっと手を取り合う。

　どうやら、中等部までは三善朔也の悪い評判は流れていないようだ。

「いやー、後輩たちは可愛いものだねぇ。ねぇ、『オカ研』だった君たちが『ミス研』に名前を変えて、これからどんな活動をするつもりなのかなぁ？」

「前と同様、心霊写真の検証といったオカルト的なこともするんですが、これからは『不思議なこと』全般に目を向けていきたいなって。たとえば京都に残る伝説の検証とか、『ミステリー』と名がつきましたし、過去の未解決事件を独自に推理してみたり」

　競うように話す部員たちに、三善朔也は、うんうん、と嬉うれしそうに相槌をうつ。

「まず、活動のスタートとして、『不思議目安箱』を中等部に設置したんです。ああ、私は部長の谷たに崎ざき瞳ひとみです」

　最後にそう言ったのは、前回良からぬものに憑依された部長の谷崎瞳。セミロングの髪に眼鏡をかけた、とても頭の良さそうな雰囲気の少女だ。

「目安箱？」

　小春、愛衣、三善朔也の三人は、揃って首を傾げる。

「はい、校内の不思議なことを報告してもらう報告箱で、さっそく投書が……」

　谷崎は二つ折りになった白い紙を数枚、テーブルの上に置いた。

「へぇ、不思議目撃談かあ、俺も見ていい？」

「ど、どうぞ」

　彼の笑顔に、谷崎は耳を真っ赤にさせてぎこちなく頷うなずく。

　そのメモには、

『高等部中庭の塔で人の影を見ました』

『噂の塔から飛び降りる人の影を見た気がした』

『煉れん瓦がの塔からすすり泣く声が聴こえるという噂があります』

　──と、主にこの中庭の塔に関することだ。

　生徒たちの思い込みが、すっかり塔を心霊スポットとして確立させてしまっている。

　こんなことでは、その想念が本当にそうしたものを引き寄せかねない、と小春は苦い気持ちで顔をしかめる。

　そんな中、たったひとつだけ、塔以外の報告があった。

『音楽堂に、女性の霊がいて、ピアノに寄り添うようにしています』

　書かれていたのは、その一行。

「みんな、塔以外の報告があったよ」

　谷崎の言葉に、皆は「わっ」と声を上げて、駆け寄る。

「音楽堂だって！」

「行ってみよう！」

　すぐさまカメラを手に部室を出て行こうとする部員たち。

　えっ、と小春が戸惑っている横で、愛衣が目を輝かせて拳こぶしを握る。

「待ってみんな、私も行く！」

「ちょっ、愛衣」

「小春はちょっと待ってて、すぐ戻るから」

　振り返りもせずに後輩たちと部室を出て行く愛衣の背中を見ながら、彼女は本当にこうしたことが好きなのだろう、と思った。

　それはさておき、言われた通り部室に残っていたとしても、三善朔也と二人きりになる。それは、避けたい事態であり、

「待って私も行く！」

　小春は急いで皆の後を追って、部室を飛び出した。
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　一方、宗次朗と澪人はバイクで川かわ端ばた通を走り、三条大橋へと向かっていた。

　澪人は、宗次朗が運転するアメリカンバイクの後ろに乗りながら、愉快そうに目を細める。

「あないに言うたはりましたけど、誰かを後ろに乗せるのは、大丈夫なんですね」

「ああ、俺は心が広いからな」

「…………」

　澪人が、やれやれ、と肩をすくめた時、宗次朗は周囲を確認し、三条大橋の中ほどで路肩にバイクを寄せて一時停車した。

「着いたぞ」

「おおきに」

　澪人はバイクを降りて、ヘルメットを脱ぐ。

「俺はバイクを停めてから戻ってくるから、先に行っててくれ」

「ああ、ここも付き合うてくれるんですね、おおきに。ほんなら先に行ってます」

　澪人は会釈をして、そのまま、三条大橋の下の鴨かも川がわ河川敷に向かった。

　日暮れの鴨川は、夕陽が反射して水面が橙だいだい色いろに煌きらめいている。

　そんな中、橋の下にはサイトに投稿されたコメント通り、少年の幽体がふらふらとうろついていた。

　齢としは小学生くらい。

　その姿はあまりに朧おぼろげで、顔がよく分からない。

　まるで、迷子のように彷徨さまよっている。

「…………」

　澪人はその幽体を前に、何もせずに腕を組んで様子を見る。

　ややあって、「澪人っ」と、宗次朗が駆けつけてきた。

「早いですね。この辺にバイクを停められるところありましたか？」

「友達の店があって、停めさせてもらったんだよ」

「さすが、顔が広いですね」と澪人は口角を上げる。

　宗次朗は、橋の下の少年を見付けて、「へぇ」と目を開いた。

「本当にいるとはな。しかし、あんな影の薄い幽体をキャッチするなんて、ああした、サイトも侮れねぇな」

　心底感心したように洩らす宗次朗に、澪人は少年に目を向けたまま、まるで宗次朗の言葉を流すように「ええ」と相槌をうつ。

「お前、俺の話ちゃんと聞いてないだろ」

「ええ」

「『ええ』って」

「かんにん、今、集中してるさかい」

　澪人はそう言って苦笑した。

　少年が橋の真下から、ふらふらと出てきたその時、ボンッ！　と、まるで爆弾でも落とされたかのように、真っ黒な煙に包まれ、少年の姿が消滅した。

「っ！」

　思わぬことに、宗次朗と澪人は絶句して目を剝むく。

「な、なんだ、今の、どこからだ？」

「上からや！」

　二人が顔を上げると、橋の上に黒っぽい着物に羽織、赤いマフラーをした茶髪の男が手をかざしていた。

　首に巻いたマフラーは口まで隠れていて、顔がよく分からない。

「あれが、『祓はらい屋』か」と宗次朗は眉まゆを顰ひそめる。

　黒い火を使い、少年の幽体を一瞬で滅した『祓い屋』は、自分を睨にらみつける宗次朗と澪人の存在を無視するかのように、踵きびすを返して背を向ける。

「あ、くそ、ちょっと待てよ！」

　駆け出そうとする宗次朗に、澪人も続こうとするも、「っ！」苦しそうに胸を押さえて、蹲うずくまった。

「お、おい、どうした？」

「……かんにん。実はさっきの幽体は、僕が作り出したものなんです」

「はぁ？」

「僕の生霊、いわば僕の分身の一部で」

「お前は自分の生霊を使って、『祓い屋』をおびき出そうとしたってことか」

「そうです」

「サイトに目撃情報を書いたのも、お前自身か」

「ええ、おとり捜査です」と澪人は頷き、苦しげに目を細める。

「そやけど、まさか、こうも簡単に滅されるとは思いませんでした。自分の生霊を消されるって、ダメージがくるものやね」

「まぁ、意識の一部を攻撃されたんだ。そうだろうな。それにしても……」

　宗次朗が顔を上げると、『祓い屋』がスクーターに乗って走り去る姿が見え、ふぅ、と息をついた。

「逃げられたな」

「逃げるも何も、『祓い屋』は、悪いことしてるんとちゃうんやけどね」と澪人が苦笑する。

「まぁ、たしかにな」

「そやけど、なんや危険な匂いがします」

「ああ、何より、ここまで俺たちに気配を感じさせないのが奇妙だな」

「僕もそれが奇妙で」

「……気配を感じさせない人間、か」

　と、宗次朗は洩もらして、眉根を寄せる。

　何か考え込んでいる様子に、澪人は首を傾げた。

「どうかしはりました？」

「いや。それより、大丈夫か？」

「ええ、もう大丈夫です」

　澪人はゆっくりと立ち上がり、険しい表情で腕を組んだ。




　──同刻、小春は、愛衣や後輩たちを追って、『音楽堂』に向かっていた。

『音楽堂』とは、音楽室ではなく、いわば学徳学園のコンサートホールのようなものであり、音楽発表や合唱コンクールの際に使用されている。

　場所は高等部と大学部の中間、図書室の近くにあった。

　こちらも煉れん瓦が造りの、モダンな西洋建築だ。

　どうせ鍵かぎがかかっていて入れないだろう、と思っていたものの、

「先生から鍵を借りてきました！　『音楽堂に忘れ物をしました』って言ったら簡単に貸してくれたんですよ」

　後輩たちは、意外と抜かりない。

　手際良く、『音楽堂』の扉を開けて、皆は中に足を踏み入れる。

『音楽堂』は正面にステージがあり、その上にグランドピアノがあった。

　ステンドグラスから差し込む夕陽が幻想的で、まるで海外の礼拝堂を思わせる。

「このピアノのことだよね」

「うん、そうだよきっと」

　部員たちは躊ちゆう躇ちよすることなく、端の階段からステージへと上がる。

　小春と愛衣も顔を見合わせ、ためらいつつステージに上がったが、

「俺はここでみんなを見守っているねー」

　三善朔也は、ステージに上がらず、下で手を振っていた。

「ねぇ、小春、何か感じる？」

　ピアノを前に小声で尋ねる愛衣に、小春は眉根を寄せる。

『音楽堂』に入った時は何も思わなかったが、ステージに近付くにつれて、なんだか嫌な感じがした。

　生臭いような臭いがするが、何も見えない。

「何も見えないんだけど……」

　変なにおいがする、と言いかけて、ふと視線を感じ、小春は顔を上げた。

「っ！」

　ステージ袖そでの幕から顔半分だけ出して、こちらを窺うかがっている女性の霊の姿があった。

　見たところ、中高生ではない。大学生だろうか。

「何もいないね、デマかしら」

「残念。行こうか」

「ほら、みんなステージ降りるよ」

　愛衣は小春の異変に気付かず、部員たちを引き連れてステージを降りる。

　小春もその後に続きたかったが、その女性を見たまま動けずにいた。

『──ねぇ、あなた、私が見えるの？』

　女性の霊は元々大きな目をさらに見開いて、幕から出てくる。

　白いワンピースを着ていたが、それは黒ずんだ血で汚れている。

『ねえ、見えてるのよね。見えてるのよね。見えてるのよね』

　彼女は両手を伸ばし、勢いよく近付いてきた。

　分かった。

　この生臭さは、まさに血の臭いだ。

『ねえねえねえねえ、見えてるのよね、見えてるんでしょう？　ねえねえねえねえ』

　そんな彼女を前に、小春は恐怖で声すら発することができなかった。

　今まで、『人ならざるもの』を何度も見てきたが、こんな恐怖を味わったことはない。

　彼女は今、自分を認識してくれた人間に出会えた喜びと、若くして不慮の事故で亡くなってしまった故の、『生』に対する恐ろしいほどの執着心を持っていた。

　彼女は鼻先まで顔を近付ける。

『──ねえ、あなたの体をちょうだい』

「ひっ！」

　小春は弾はじかれたように後あと退じさりをし、そのままステージから足を踏み外した。

「小春っ！」

「コハちゃん、危ない！」

　愛衣と三善朔也が自分の名を呼び、後輩たちが、きゃあ、と悲鳴を上げたのが分かった。

『ステージから落ちたんだ』と思った次の瞬間、小春は音楽堂の天井を見ていた。

　ステージから下の床までは、約一メートルはある。

　背中から落ちたはずなのに、少しも痛くはないことが、不思議だった。

　恐怖とショックで混乱して、自分が今どうなっているのか分からない。だが、すぐに誰かが下にいることに気が付く。

　我に返って振り返ると、三善朔也が小春の下敷きになっていた。

「コハちゃん、大丈夫？」

　彼はいてて、と笑いつつ、小春の顔を覗のぞく。

「み、三善くん！　三善くんこそ大丈夫？　ごめんなさい、私……」

　小春は慌てて、体勢を整える。

「大丈夫だよ、このステージなんてそんな高くないし、コハちゃんをキャッチするくらい、へっちゃらだよ。それより、コハちゃん、急にどうしたの？　何かに驚いたみたいだったけど、虫でもいた？」

「……あ」

　小春は、恐る恐るステージに目を向けた。

　てっきり、さきほどの彼女が恐ろしい形相で自分を見下ろしているかと思ったのだが、姿はなかった。姿が見えなくなっただけではない。

　今や気配もなく、血の臭いもなくなっている。

「もしかして、先輩、幽霊を見たんですか？」

　心配しつつ、少し期待に満ちた目を向ける後輩たちに、小春は首を振った。

「う、ううん。ええと、そう、黒光りした虫が走っていて」

　その言葉に、皆はぎょっと目を見開く。

「や、やだ、その虫、大嫌い。名前を言ってはいけない虫！」

「怖い、早く行こうか」

　黒光りした虫は幽霊よりもずっと怖いらしい。

　掌てのひらを返したように、すぐに出て行こうとする皆に、小春は苦笑した。

「コハちゃん、どこも痛くない？」

　三善朔也は立ち上がり、手を差し伸べる。

　小春はためらいつつ、その手を受け取って、体を起こした。

「う、うん、本当にありがとう」

「どういたしまして。コハちゃんを助けることができた上、お礼まで言ってもらえるなんて、一石二鳥」

　明るく笑うその姿は相変わらずだったが、そんなに悪い人ではないのかもしれない、と小春の中での印象が少し良くなり、何より彼に大きな感謝の念を抱いた。

　もし、彼が助けてくれなかったら、間違いなく頭や背中を打っていただろう。

　それにしても、さっきの霊はどこに消えたのだろう？

　小春はもう一度、ステージに目を向ける。

　なくなった血ち腥なまぐささの代わりに、何かが焦げたような臭いが微かすかに漂っていた。
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「──散々な目に遭った気がする」

　小春は最寄りの停留所に降りて、祇園の町を歩きながら、はぁ、と息を吐く。

　家に近くなったことでホッとしたのだろう、急に疲れが出た気がした。

　小春は歩きながら、『音楽堂』で出会った女性の霊体を思い起こす。

　血で汚れた白いワンピース。

　彼女は、学徳学園大学部の学生であり、ピアノの発表会の日の朝、交通事故に遭ってしまった、そんな事情もキャッチした。

　同時に受け取った『想い』。

『なんで私？　これから輝かしい未来を歩いていけるはずだったのに、なんで私が、こんなに若くして亡くならなきゃならないの？　ねぇ、なんでなんでなんでなんでなんでなんでなんでなんでなんでなんでなんでなんでなんでなんでなんでなんで』

　そんな『生』への、どうしようもない執着。

　……怖かった。

　小春は、鼻先がつくほどに接近してきた彼女の姿を思い起こし、ぶるりと震えて、自分の体を抱きしめる。

「小春ちゃん、お帰り。寒いのん？」

　前方から澪人の声がして、小春は条件反射のように、「あ、いえ。ちょっと怖いことがあって」と答えて、ハッと目を開いて顔を上げる。

　そこには、澪人の姿。濃紺の着物に白い腰エプロンをつけて、暖簾のれんを手にしている。

「れ、澪人さん！」

「こんばんは。今日からまたお世話になります」

　そう言って頭を下げる澪人に、「へっ」と、小春は素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「れ、澪人さん、賀茂の家は？」

「もう、落ち着きましたんで、また戻ってきました。迷惑や思いますけど」

「いえ、そんな」と小春はぶんぶんと首を振り、

「とても、嬉うれしいです。おかえりなさい、澪人さん」

　今までの嫌な気持ちがすべて吹き飛び、心からの笑顔で言う小春に、澪人は頰を緩ませる。

「おおきに。『おかえり』って嬉しい言葉やね。櫻井家の皆さんは、ほんまに温かい」

「えっ？」

「ただいま、小春ちゃん」

　にこり、と微笑む澪人を前に、小春の胸がどうしようもなく詰まる。

　以前よりも、恋心が募っていることを自覚した。

「ほんで、『怖いこと』て？」

「あ、それが……」

「ああ、その前に、暖簾片付けるし、とりあえず、中入ろか」

「はい」

　二人はそのまま、暖簾を片付けて閉店準備をし、店内の椅子に腰を下ろした。

　そこは小さいが和菓子の飲食スペースであり、朱色の傘に赤い布がかけられた椅子という、和雑貨店らしい可愛らしさがある。

　店内に吉乃の姿はない。

　おそらく二階で、夕食の支度をしているのだろう。

「実は……」と、小春は『オカルト研究会』が『ミステリー研究会』に名を改めたことから、『音楽堂』で遭遇した女性の霊のことまで話して伝えた。

「僕と宗次朗さんが河原で格闘してる頃、小春ちゃんは小春ちゃんで色々あったんやねぇ」

「えっ、澪人さんと宗次朗さんが河原で格闘？」

「ま、それは後で。小春ちゃんは『音楽堂』のあの人を見たわけや」

　澪人は、知ってる、というように相あい槌づちをうつ。

「……はい。『幽霊』って、やっぱり怖いものなんですね」

　息を吐くように洩もらした小春に、澪人は微かに口角を上げる。

「小春ちゃん、それはちゃいます」

「えっ？」

「もし、小春ちゃんが生きてる女の人に、いきなり『ねえねえねえ』て、追い掛けられたら、怖い思うやろ？」

　小春は、言われたことを鮮明に想像し、強く頷うなずいた。

「は、はい。それはもう」

「そういうことやねん。『幽霊だから怖い』いうんは、ちゃうねん。生者も死者も、尊いものは尊いし、怖いものは怖いねん」

「……本当ですね」

「そうはいっても、無念の死を遂げて、この世にしがみついてる者は、恐ろしい執着を持ってるから、それをぶつけられたら、そら恐怖を感じると思う」

「澪人さんは、『音楽堂』の彼女の存在を知っていたんですよね？」

「そやね、割と昔から。悪さをするほどの『力』もないし、スルーしてたんやけど」

　除霊して、成仏させてあげようとは思わなかったんですか？

　そう問おうとして、小春はかつての吉乃の教えを思い起こし、口を閉ざした。

　見えるものを片っ端から祓はらっていくのは、キリがないことであり、何よりその人が持っている『業』であり『課題』であるのでその人の為にならないということ。

　そんな小春の胸中を察したのか、澪人は、「そうやね」と空を仰ぐ。

「この世にああして留まる者は、自分の死を受け止められへんのや。この世への未練と執着、生者に対する嫉しつ妬とにかられて……そんな中、自分を認識した生者である小春ちゃんに会おうて、それらのすべてが爆発したんやろうね」

「私、体を乗っ取られるところだったんでしょうか？」

　真顔で尋ねる小春に、澪人は笑った。

「──まさか。彼女はなんもでけへんよ。それは、小春ちゃんだからちゃうで。たとえば、愛衣ちゃんが同じ目に遭おうても、霊はなんもでけへん」

「そ、そうなんですか？」

「そうや。神や精霊が相手なら話は違ちごてくるんやけど、基本的に『幽霊』と『生きた人間』、すなわち『死者と生者』やったら、この世に於おいては、死者は生者には敵かなわへんのや。危険なのは、そこで生者が、『幽霊に体を乗っ取られた』とか『取り憑つかれた』て思い込むことやね。そんなんやから、除霊の依頼のほとんどが、思い込みやねん。まぁ、もちろん、例外もあるんやけど、ほんまに霊に乗っ取られるて、そんなんは、滅多にあらへん」と、澪人は肩をすくめる。

　そういえば、以前、宗次朗も同じようなことを言っていた気がする、と思いながら小春は相槌をうつ。

「そういう場合の除霊は、どうするんですか？」

「思い込みから、良くない気を纏まとってるのはほんまのことやし、それを振り払う意味でも、しっかりお祓いはします。大おお幣ぬさを振って祝詞のりとを上げて、鈴祓いをして、うんと派手にお祓いをして、『これで大丈夫です』て、安心してもらうんやで。そういうんも必要なことやしね」

　そう言う澪人に、小春は「分かります」と、口くち許もとを綻ほころばせながら相槌をうつ。

「ほんで、人は霊体になっても成長はできるんや。自分自身でこの世の未練を断ち切って、執着を捨てた時に、次に進める。そやのに、いつまでも不満ばかり言うて、うろついている輩やからは、僕はスルーやね」

　さっくりとそう言う澪人に、小春は大きく頷いた。

「なんだか、納得しました」

　かつて、『玉椿』という名だった自分が今、『小春』に生まれ変わっているように、彼女も自分の死を受け止めたなら、次へと進めるのだろう。

　死を受け入れられず生前愛した場所にしがみついて、やがて悪臭を放つほどになるなんて……。

　早く次に進んでもらいたいと思うけれど、それは彼女自身の課題なんだ。

　小春は、うんうん、と頷き、「あっ」と声を洩らして、澪人を見た。

「どうして彼女は、急に姿を消してしまったんでしょう。存在すらなくなってしまうなんて……」

　そう問うた小春に、澪人は言い難にくそうに苦笑する。

「それはおそらくやけど、小春ちゃんが、無意識に祓ってしまったんちゃうかな」

「えっ？」

「彼女に対して、恐怖を抱いた瞬間、自己防衛本能で弾はじき飛ばしたんちゃうかな」

　その言葉に、小春は絶句して、ぽかんと口を開ける。

「そ、それじゃあ、私は彼女の成長を妨げたということですか？」

「彼女としては、楽に次に進めて、良かったんちゃうかな思うけど。あの様子なら、『音楽堂』の修繕工事でもない限り、留まり続けそうな雰囲気やったし」

「そ、そうですか」

　ホッとしたような、弱ったような、複雑な気持ちで、小春は目を伏せる。

「そやけど、森羅万象の仕組みはそんな甘いものちゃうから、ちゃんと来世に課題を持ち越すんやろうけどね」

「来世に？」

「そうや。彼女は生まれ変わって、『執着を捨てる』という課題を課せられるんや」

「それは、どんな風にですか？」

「たとえばやけど、立派な家や車を与えて、うんと優越感を満たした後に、全部取り上げたりしはるね。そういう人は、金持ちやった自分を捨てられずに、必死に金策にまわってボロボロになって地位もプライドもなくなって、ドン底まで落とされるんや」

「ひ、ひどい」

「そやけど、そこで『執着を捨てる』という課題をクリアできたら、ちゃんと褒美を与えてくれはるんよ。きっと彼女は『もっとピアノを弾きたかった』、根本はそれだけやったと思う。そのことに気付けて『ピアノを弾けるだけでいいんだ』と悟り、自分のできる範囲でピアノを弾いていくようにしたら、どんどん、良い方に進んでいって、思わぬ成功をつかんだりもするんや。きっと彼女も、来世では苦労したのちに気付けるやろ」

「き、気付けますかね？」

「さぁ、課題をクリアでけへんかったら、そのまた来世に持ち越しやね」

「え、ええ？　さらに来世に？」

　果てしない話に、大変だ、と小春は目を泳がせる。

「そやけど、人はそう簡単に課題をクリアでけへん。何度も生まれ変わって、学んで、いつか辿たどり着くんや」

　──自分の本質に。

　とても、深いな、と小春は相あい槌づちをうつ。

　その時、階段から足音がして、吉乃が店に顔を出した。

「なんや話し声がする思うたら、帰ってたんやね」

「ただいま、お祖母ばあちゃん」

「おかえり、小春。二人とも、そろそろご飯やで。小春はお風ふ呂ろ入り」

　そう言う吉乃に、二人は揃って「はい」と頷いた。
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　小春はいつも帰宅後、すぐに入浴し、部屋着に着替えてから、夕食を食べる。

　冬になり、厚手の部屋着に靴下、その上、吉乃が作ってくれた赤いちゃんちゃんこまで羽織っていた小春だったが、今日ばかりは躊ちゆう躇ちよした。

　ナチュラルなデザインの部屋着はさておき、好きな人がいるというのに、ちゃんちゃんこはいただけない。

　とても暖かいから重宝していたのだけど、仕方ない。

　小春は、花柄のちゃんちゃんこを部屋に置いて、居間へと向かう。

「うー、寒い」

　小春は廊下を歩きながら、自分の体を抱きしめる。

　京都の冬はとても寒い。

　この家は、築何十年の町家風の木造建築であることから、隙間風が絶えず入ってくるのだ。

　居間や自分の部屋はしっかり暖房をつけているため、まだ暖かいのだが、廊下は、とてつもなく冷えている。

「お待たせしました」

　小春が居間の襖ふすまを開けると、

「なんや、小春。ちゃんちゃんこ着てへんの？　お風呂上がりやし、冷やしたらあかんよ」

　すかさず、吉乃にそう言われて、小春は苦笑した。

　どうしよう。

　まさか、彼の前でちゃんちゃんこを着るのに抵抗があるなんて言えない、と居間のちゃぶ台に目を向けると、

「吉乃さんお手製のちゃんちゃんこ、暖かくてよろしいね」

　澪人が、藍あい色いろのちゃんちゃんこを羽織っていた。

「そやろ、ほんまに暖かいんやで」

「これ、ほんまにもろてもよろしいんですか？」

「ええよ。これはあんたが来るて聞いて、作ったものやさかい」

「ほんまですか？　おおきに。上賀茂の家も寒いから嬉うれしいです」

　とても嬉しそうに言う澪人を前に、小春は肩の力が抜ける気がしながら、ふにゃりと微笑む。

「あ……私もちゃんちゃんこ持ってくる」

「わざわざ、取りに行かんでもええよ。これ、あんたに作った新作やで」と吉乃は、サーモンピンクにクリーム色のラインが入ったちゃんちゃんこを差し出す。

「わ、わあ、可愛い色合い。ありがとう」

　小春はすぐに羽織り、これなら恥ずかしくない、と嬉しさに目め尻じりを下げる。

　もしかしたら、吉乃は澪人が来ることを知って、少しでも可愛いものと考えてくれたのかもしれない。

「そやろ。さっ、ご飯やで」

　と、吉乃はちゃぶ台の上にカセットコンロを置く。

　すると台所に立っていた宗次朗が、「よし」と頷うなずいて、鍋なべを持ってやってきた。

「今日は鍋ですか」

「寒いから、嬉しい。なんの鍋だろう」

　カセットコンロの上に置かれた鍋はいつもの土鍋とは違い、ステンレス製で形状は四角く木の蓋ふたが載っている。

　もしかして、と小春が目を輝かせる中、宗次朗は「じゃじゃーん」と効果音をつけながら、蓋をとった。

　仕切りのある鍋の中には、卵やコンニャク、はんぺんにかまぼこ、ちくわが入っていて、小春は「わあ」と声を上げた。

「関東煮やね。美味おいしそうや」

　続いて、嬉しそうに言う澪人に、小春は「関東煮？」と首を傾げる。

「これ、『おでん』ですよね？」

　すると、宗次朗と吉乃が、ぷっと笑う。

「こっちでは、『関東煮』って言う人もいるんだ」

「そうや。元々は『おでん』は、『味み噌そ田楽』のことやさかい。それと区別するのに、『関東煮』言うたりする人もいるんやけど、今となっては、この鍋のことを『おでん』言う人も多なったわ」

「今夜の俺手製の『おでん』は、関東風と関西風をミックスしたものだな」

　小春は、へぇ、と洩もらしながら、おでんが関東と関西で違うなんて知らなかった、と取り皿の用意をしつつ鍋を覗のぞく。

「あっ、出汁だしの色が薄いね」

「おう、よく気付いたな。まず、関東風と関西風は出汁が違うんだ。関東風はもっと色が濃いだろ？　関西風の方があっさり仕上げてるんだ」

「そうやね。そして、こっちでは甘味噌をつけて食べたりするんやで。澪人ちゃん、味噌、使い。ほんでご飯やで」

「おおきに」

　甘味噌の受け渡しをしている二人に、小春はぽかんと口を開ける。

「おでんには、辛子かと思ってた」

「辛子も美味うまいな。まぁ、好みだ。さぁ、食べるか」

　皆は「うん」と頷き、「いただきます」と鍋を前に手を合わせる。

「みんな、れんげを使って自分で取れよ」

　宗次朗の呼びかけに、「はーい」と言いながら、小春はれんげで卵を取る。

「まずは、卵と。あと、はんぺん……」

　小春はあらためて鍋を見て、目を凝らした。

「タコの足が入ってる？　あと、これは肉の串くし？」

　不思議そうに洩らした小春に、皆が驚いたような顔を見せた。

「関東のおでんには、タコが入ってないん？　タコなんて主役級やんか」

「そして、これは『牛すじ』だぞ。関東風にも入ってると思うけどな」

　そう言う宗次朗と吉乃に、小春は肩をすくめる。

「うちが関東代表なわけじゃないけど、うちのおでんには入ってなかった」

「まぁ、関東煮もそれぞれの家庭で違てるやろし。ちなみに賀茂家の関東煮には、ジャガイモやニンジンも入ってるんやで」

　すかさずそう言った澪人に、小春は、へぇ、と興味深そうに洩らす。

「おでんもカレーや味噌汁と一緒で、各家庭によって違うんだね。あっ、私は、この『ちくわぶ』が大好き」

　と、『ちくわぶ』を皿に入れると、今度は、澪人と吉乃が目をぱちりと開く。

「ちくわぶ？　ちくわとちゃうの？」

「ほんまや。なんやねん、それ」

　物珍しそうに見る二人に、宗次朗は吹き出し、小春は「へっ」と動きを止める。

「何って、『ちくわぶ』だよ。これもおでんの主役級だよ」

「僕ももらいます」

「私も」

　澪人と吉乃もちくわぶを取って、口に運び、美味しそうに目を細める。

「こら、美味しいわ」

「ほんまやね。関東風もええ仕事しはる」

　そう言う二人に、「でしょう」と小春は笑いつつ、馴な染じみのないタコや牛すじを皿に取り、順番に口に運び、「んんっ」と目を瞑つぶった。

「お、美味しい。ほろりと切れるタコに、ぷるぷるの牛すじ！」

　そうだろそうだろ、と、皆はどこか誇らしげに相あい槌づちをうちつつ、

「そやけど、ちくわぶ美味しいわ」と、吉乃はまたちくわぶを口にする。

「この『ひろうす』も、ええ味してる」

　がんもを食べながら目尻を下げる澪人に、小春はふふっと笑った。

「そういえば、がんものことを関西では『ひろうす』って言うんですよね」

「呼び方も東西で違うんだからな。ちなみに、これは嵯峨野で買ってきたんだ」

「ああ、あそこのは、美味しくて有名やね」

　そんな会話を聞きながら、『嵯峨野』の言葉に、小春はどきりとした。

　前世で、『嵯峨野』『嵯峨山』という地名が出てきていたからだ。

　そういえば、『嵯峨山』は、今は『おたぎ山』と呼ばれているという話もしていた。

　そもそも、『おたぎ山』とは、どこのことなんだろう、と小春は顔を上げる。

「お祖母ちゃん、『おたぎ山』って知ってる？　どの辺にあるのかな？」

　すると、吉乃は「どの辺て」と瞬いた。

「『おたぎ山』は、『愛宕あたご山やま』のことや。あんたが秋に、愛衣ちゃんと滝修行に行ったとこやで」

　小春は「……あ」と洩らして、口に手を当てた。

　そう、去年の秋に、『拝み屋修行』をしようと、愛宕山の空也の滝にいった。

　滝修行をしようと意気込んでいた時に、龍りゆう神じんの化身である老神主が現われて、やんわりと止めてくれたんだ。

　前世の自分は、空也の滝がある山の麓ふもとに住んでいたということだ。

　それで、宮様は『あなたから懐かしい友の匂いがする』と言ったんだ。

　すなわち、友とは、あの老神主のことで……。

　だから、あの時、老神主は『あなたでしたか』と言ったんだ。

　そういうことだったんだ。

　小春の中でそれまでのことがようやくつながって、言葉もなく大きく頷く。

「なんや、気付いたことがあったん？」

　興味深そうに尋ねる澪人に、小春は我に返って「は、はい」と相槌をうつ。

「そやけど、小春ちゃん。滝修行に行こうとしたん？」

　澪人に問われて、小春はぎくりと肩を震わせた。

「は、はい。だけど素人がそんなことするのは良くないと、遠回しに止められてやめました」

「ほんなら良かった」

　うん、と頷うなずく澪人に、宗次朗がにっと口角を上げる。

「本当にすっかり『家庭教師』だな、澪人先生」

「最初はそのつもりやったんやけど、そんな大層なものにはなれそうにないです」

　そう言って笑う澪人に、小春は、ふるふる、と首を振った。

「いえ、澪人さんはやっぱり、私の『拝み屋家庭教師』です。さっきも、輪りん廻ね転生の課題のことを教えてくれて、すごく腑ふに落ちたし、やっぱりすごいです」

　すると澪人は弱ったように、眉まゆを下げる。

「すごないよ。ちょっと知ってるいうだけで、自分自身のこととなるとさっぱりや。道みち標しるべがなくなっただけで、迷子になってしもたくらいやし」

「迷子というと……金髪、でしたっけ。澪人先生？」

　すぐさまそう言う宗次朗に、

「それは言わんといて」

　と、澪人は大おお袈げ裟さに肩をすくめ、皆でくすくす笑った。
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　食後、鍋なべや食器を片付け終えた後、

「澪人が帰ってきた祝いを兼ねて、新作の和菓子を披露するな」

　そう言って胸を張る宗次朗に、皆は目を輝かせた。

「新作和菓子！」

「この前の椿のも美味おいしかったですし、楽しみや」

「ほんなら、お茶の用意をするわな」

　小春と澪人が嬉うれしそうにする横で、吉乃がいそいそと急きゆう須すや湯ゆ吞のみを用意する。

　宗次朗は漆塗りの黒い皿を用意して、その上に新作の和菓子を載せ、運んできた。

「新作和菓子。名前は『雪うさぎ』だな」

　テーブルの上に置かれたその和菓子を見るなり、皆揃って、頰を緩ませる。

「──わあ」

　そこには、うさぎの姿があった。卵型で、ふわりと柔らかい餅もちのような『雪うさぎ』。

「か、可愛らしいわ」

　可愛いもの大好きな吉乃は、皿を手に震えるように言った。

「ああ、最近、もふもふや、杏あんのうさぎを見ていて、『可愛いものには敵かなわねぇ』って、心から思ったんだよ。それで、ひとつ、見ただけで手に取りたくなるような和菓子を作ろうと思ってな。さっ、食えよ」

　そう言う宗次朗に、皆は口くち許もとを緩ませたまま、「ええ？」と洩もらす。

「なんだか、食べるのが可哀相な可愛らしさやね」

「ほんまや」

「でも、食べちゃう」と小春は『雪うさぎ』を手に取ると、外側のういろうが思っていたよりも柔らかいことに驚いた。

　ぱくりと口に運んで、

「────んんっ」

　小春はギュッと拳こぶしを握る。

「な、中がスフレっぽくふわふわしてて、ほんのり白しろ餡あんの風味がしてる」

　たまらない、と目を細める小春に続き、吉乃と澪人も『雪うさぎ』を食べる。

「あかん、宗次朗さん。これは反則やで」

「ほんまや。外も中もふわふわや」

　美味しさに悶もだえる皆を前に、宗次朗は満足そうに頷き、自分も『雪うさぎ』を口に運ぶ。

「うん、我ながら美味うまいな。これ、パッケージをどうしようかと思ってるんだよな」

　独り言のように言う宗次朗に、小春は「それなら」と手をうつ。

「『星の砂糖菓子』の時に、イラストを手掛けてくれた人に、また頼んでみるとか」

「ああ、八や雲くもか。イラストもいいんだけど、透明のプラスチックケースとかの方がいい気もしてよ」

　その言葉に、皆は、うんうん、と相槌をうつ。

「実物が可愛らしいから、見せる方向でええかもしれへんね。ほんで、その『八雲』さんて方はイラストレーターですか？」

　そう問うた澪人に、宗次朗は「ああ」と頷く。

「浅草での知り合いなんだけど、その時は劇団員で、副業でイラストの仕事もしていたんだ」

「役者さんですか」

　へぇ、と澪人が相槌をうつ。

「ああ、でも、その劇団が潰つぶれて、八雲もいつの間にか、関西に移住してたんだよ」

「偶然会ったんですか？」

「いや、あいつは俺の実家の住所知ってて、ハガキをくれたんだ。『今はイラスト一本に絞って、仕事をしてます』って。それでイラストの依頼をしたんだよ」

　なるほど、と小春たちは頷く。

「今度京都で個展を開くらしく、観に行く予定なんだ」

「あの絵を描いた人の個展なら、私も行ってみたいな。可愛いふんわりしたイラストだから、てっきり女性イラストレーターさんかと思ってたら、男の人だったんだね」

　小春の言葉に、宗次朗は「いや」と首を振る。

「男じゃねーよ、『八雲』は女だ」

「えっ、そうだったんだ。それじゃあ、八雲は名字？」

「いや、多分、『クリエイター名』だな。思えば本名は知らないな、元カノなのに」

　ぽつりと零こぼした宗次朗に、全員が動きを止めた。

「えっ、宗次朗さん、その『八雲』さんと付き合ってたの？」

「付き合ってたってほどでもないか。三か月くらい仲良くしてた」

「仲良く、ですか」と澪人は肩をすくめる。

　以前杏奈が、宗次朗は浅草で色んな女性と付き合ったり別れたりしていた、という話をしていたことを思い出した。

『宗次朗さんらしいのかもしれない』と小春は顔を引きつらせつつ、これだけはやっぱり理解できない、と宗次朗を見据える。

「ねぇ、宗次朗さん。全然分からないんだけど、どうして元彼女の八雲さんに、イラストの依頼をしたり、個展を観に行こうとしたりするの？」

「今は普通に友達だからな」

　あっさりとそう言う。

「恋人だった人と友達になれるもの？」

「ああ、っていうか、付き合ってた相手の方が、お互い全部知ってるから、その後も友達として付き合いやすいだろ」

　真顔で返す宗次朗に、小春は無言で額に手を当てた。

「小春、あかん。こんな『汚れ』に触れたらあかんよ」

　さらに真顔で言う吉乃に、宗次朗は顔をしかめる。

「息子に汚れっていうなよ、ばーさん」

「ばーさん、言わんときよし！」

　また、わいわいと喧けん嘩かを始める親子に、澪人が「まあまあ」と手をかざす。

「ほんで、その八雲さんって、どないな方なんですか？」

「クリエイター名通り、男っぽくてサバサバした奴だな。そのくせ、あんなメルヘンな絵を描くのが意外で、捉とらえどころのない奇妙な面もあって……」

　宗次朗はそこまで言って、「ん？」と顔をしかめる。

　黙り込んだ宗次朗に、小春は首を傾げた。

「宗次朗さん、どうかした？」

「いや。それより、『雪うさぎ』、もうひとつ食べるか？」

　すぐにいつもの笑みを見せる宗次朗に、皆は『食べる』と頷うなずく。

　宗次朗は立ち上がって再び和菓子を用意しつつ、引き出しから個展の案内のＤＭを取り出す。

　ハガキの端に奇妙なマークがあり、宗次朗は眉まゆ根ねを寄せた。








第三章　水神様と陰陽きんつば。
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　ザッザッと、竹たけ箒ぼうきの音がする。

　まだ薄暗い早朝であったが、どこからか聞こえてくる竹箒の掃く音で、小春は目を覚ました。

　だが、すぐに、『ああ、今日は土曜日。学校は休みだった』と再び布団にもぐる。

　そう、昨日が始業式で、今日は休みなのだ。

　こんなことなら、この週末まで冬休みにしてくれたら良いのに。

　それにしても、こんな朝早くに誰が掃き掃除をしているというのか……。

　寝起きのぼんやりとした頭でそんなことを思い、小春はハッとして目を開く。

「そうだ。澪人さんが戻ってきたんだ！」

　そのことが現実であるかどうか確かめるように勢いよくベッドを出て、窓を開けると、やはり澪人が店先を掃いていた。

　今朝は、黒くろ鳶とび色いろの着物姿。

　一月の早朝、まだ太陽は出ておらず、薄暗い中、それでも澪人の黒い艶つや髪がみが光って見える。

　小春は窓を開けたまま、部屋に冷たい冬の風が入ってくることもいとわずに見み惚とれていると、視線に気付いた澪人がゆっくりと顔を上げ、にこりと微笑んだ。

「おはよう、小春ちゃん」

「お、おはようございます……」

　挨あい拶さつを返すなり、自分がまだパジャマ姿だったことに気付き、小春は会釈をして、素早く窓を閉める。

　すぐに鏡を見て、盛大に跳ねているぼさぼさな髪を見て、

「あああ。また、こんな姿を見せちゃった」

　と呟いて、その場にしゃがみこんだ。

　落ち込みつつも、小春の頰は緩む。

　また、彼と一緒に生活できるんだ、という感激で、胸がどきどきしていた。

『年末年始の賀茂家は忙しい』という理由で家に帰ってしまった澪人。

『もう彼は、この家に戻ってはこないのだろう』と思い込んでいた小春にとって、喜びも倍増だ。

　とはいえ、想いを寄せている人と一つ屋根の下、生活をするというのは良いことだらけのように思えて、そうではないこともある。

　一番の難点は、今のように自分の家でも気が抜けない、ということだろう。

　だが、そうした不便さを差し引いても嬉うれしいという気持ちの方が大きく、今も火照る頰を両手で摩さする。

　だが、すぐに『澪人さんが外にいる内に、色々済ませよう』と部屋を出て、小春は足を停めた。

　廊下が、光るほどに磨かれている。

「…………」

　自分たちも、それなりに掃除をしていたつもりだったのに、と小春は驚きと感心と、ほんの少しの悔しさを感じながら、廊下を歩いて、トイレのドアを開け、息を吞のんだ。

「き、綺き麗れい……」

　トイレもいつも普通に綺麗にしている。

　だが、今日のトイレは、まるで掃除の業者がやってきて、磨いていってくれたかのような美しさだった。

「……うそ。澪人さん、うちのトイレ掃除までしてくれたってこと？」

　以前は廊下と部屋の掃除だけに留まっていたはずなのに、と小春は額に手を当てた。





二






「ちゃうねん、トイレ掃除は私がしたんやで」

　吉乃が、一階の店舗で開店準備をしながら、さらりと言う。

　同じく開店準備を手伝っている小春は「へっ」と瞬まばたいた。

「お祖母ばあちゃんだったの？　なんだ、てっきり澪人さんがあそこまで磨き上げてくれたのかと思った」

　小春は段ボールの中から商品を取り出して棚に並べつつ、ホッと息をつく。

「まぁ、トイレ掃除はちゃんとはしとったつもりなんやけど、この前の新年会で久々に賀茂の家に帰ったやろ。そん時にあまりの綺麗さに『そうや、この家はこうやった。うちのはまだまだ甘ちゃんや。ちゃんと掃除しよ』と打ちのめされて」

　そう話す吉乃に、小春は共感して、うんうん、と相あい槌づちをうつ。

「ほんでも正月やさかい、ついのんびりしとったんや。そやけど澪人ちゃんも来たし、やらな思うて、昨夜お風ふ呂ろ入る前にしっかり掃除したんやで」

「そっかぁ」

「うちのトイレ、高級旅館みたいにピカピカやったやろ」

「うん、まさに」

「賀茂家のトイレに負けられへん思うて」

　吉乃がぐっ、と拳こぶしを握ったその時、階段から足音と共に、ふふふ、と笑い声が聞こえてきた。

「『賀茂家のトイレに負けられへん』て、吉乃さん」

　澪人がひょっこり顔を出して、愉快そうに、ふふふと笑う。

「そやけど、賀茂のトイレはさすがや、思うたし」

　そう言う吉乃に、小春は強く相槌をうつ。

「私も思いました。それこそ、高級料亭のトイレみたいな雰囲気で」

「そら、うちのトイレ掃除は当番制なんやけど、みんな賀茂家の威信をかけて、掃除してますし」

　当然、とばかりの口調で澪人は笑みを見せる。

「本当に、さすがですね。『開運にトイレ掃除は大事』って言いますもんね」

　それにしても賀茂家の威信って、と小春は少し圧倒されながら感心の声を上げると、

「小春ちゃんは、なんで『開運にトイレ掃除が大事』なんか知ってる？」と、澪人は少し試すような視線を向ける。

　開運に、トイレ掃除が大事といわれる由縁。

「それは……トイレには、『トイレの神様』がいて、綺麗にすると喜んで力になってくれるからかな、って」

　そんな歌や絵本もあったし、と小声で続けながら、ためらいがちに言うと、澪人は「そやね」と頷く。

「『八百やお万よろずの神々』て、いわれるくらいやし、古くから『トイレの神様』というのは、いはります。そやけど、近年は『トイレの神様』だけやあらへんで」

　えっ？　と、小春は瞬く。

「近年のトイレは、ほとんどが水洗やろ？」

「はい」

「水が流れるところは、『水神様が行き来するところ』なんや」

「水神様……」

「ほんで、『水神様』いうたら、小春ちゃんは、どんな神様を連想する？」

「え、ええと」

　水神、つまりは水を司つかさどる神。というと……。

「龍りゆう神じん様？」

「そうやねん。水神様の化身は、河童かつぱや蛇、そして龍や。水神様たちは、家の中の水が行き来する場所を使って現われたりしはる。それはトイレもそうやねん。そのトイレが汚れていたらと思うと、申し訳なくてゾッとするやろ」

　澪人の言葉に、あの愛らしい龍神の若宮が、トイレからにゅっと出てくる姿を想像し、小春は「ひっ」と呻うめいた。

「小春ちゃん、『ひっ』て」

「だ、だって。駄目です、それは駄目です。汚いトイレから若宮くんが出てくるなんて。絶対だめです」

　思わず自分の頭を抱える小春に、澪人はあははと笑う。

「あの黒龍様は、エネルギーが大きすぎて、そんな自由に移動はしはらへん思いますけど、まぁ、そういうことです。そやから、トイレが綺麗やったら、『トイレの神様』と『水神様』、この二柱のご加護を受けられるわけや。ほんで、『開運効果てきめん』なんて言われてるわけです。まぁ、家の中に神社があるようなもんやね」

　これまで、『トイレ掃除は開運』と何度聞いても、ピンと来なかった小春だが、澪人の今の説明で、ようやく腑ふに落ちた。

　水回りは、水神様が行き来する玄関口。

　そこが汚れていたなら運が滞るのはしごく当然のことで、何より若宮が実際に行き来することはないとしても、もし、龍神様があんなところから出てくると思えば、汚いのは許されることではないし、耐えられない。

「わ、私、これから毎日、トイレ掃除します」

　決意の目を見せる小春に、吉乃は「へえぇえ」と驚いたような声を上げる。

「小春がしてくれるんか」

「うん、だって、想像しちゃったんだもん。『宮様』がトイレから出てくる姿を！」

　勢いよく言う小春に、「宮様？」と吉乃と澪人が声を揃えた。

「あ、えっと、若宮様、じゃなくて、若宮くん」と、慌てて言い直す。

　今のは、ほぼ無意識に口をついて出てしまった、と小春は苦笑する。

「ええと、でも、さっき澪人さんが言ってた、若宮くんは『エネルギーが大きすぎて自由に移動しない』って、どういうことですか？」

　すぐに話を切り替えた小春に、澪人は「ああ」と腕を組む。

「前に、『高次の神様は、そないに簡単に現われてくれへん』みたいな話をしたことがあったやろ？」

「はい」

「あれは、高次の神様は、そないに簡単に自分で動かれへんて事情もあるんや。もちろん、実際に動けへんいうことはないんやけど、エネルギーが強すぎるさかい、自らの意思で動くとなると、あちこちに影響を及ぼしてしまうんや。巨大な龍がちょっとその体を動かしたら、て考えたらイメージつきやすい思うんやけど」

　うんうん、と小春は相槌をうつ。

「そやからあの方は、自分の中から分身を作り出して小さな存在になってはります。それが僕らの前に現われてくれはる、少年の姿をした若宮様です。そやけど、分身が故にあまり自由もきかへん。そこで小春ちゃんという『運んでくれる』存在が必要になるんです」

　小春は「はぁ」と、よく分からないまま頷うなずく。

「小春ちゃんとつながったことで、小春ちゃんがいる場所なら、あの方は簡単に移動しはることができます。それは、距離の問題ではなく、東京でもアメリカでもや」

「それで、若宮くんは東京にもついてこられたんですね」

「そうやね。ほんで、分身が移動した先に、本体を呼び寄せることもできる。巨大な龍がずるずると体を引きずらせて、あちこちに影響を与えて移動することなく、簡単にワープができるんよ」

　そこまで聞いて、ようやく小春は理解し、強く相槌をうつ。

「……そっか。それで、若宮くんは私に『吉田神社に連れて行ってほしい』って言ったんだ」

「そうや。そして、誰もがあの方を運べるわけやあらへん」

　しっかりと視線を合わせられて、小春はごくりと息を吞のんだ。

「それは、お祖父じいちゃんの……祖父方の先祖の血故、ですよね？」

　これは、年末に吉乃に聞いたことだ。

　亡くなった祖父は、祖父自身も気付いていなかったが、『この国を統べてきた高貴な一族の血』を受け継いでいると。おそらく落とし胤だねに違いないが、澪人は『龍の血族』と言っていた。

　小春と父親の宗一、そして宗次朗には、その血脈が受け継がれている。

「それもそうやし、黒龍様は、小春ちゃんを引き寄せたさかい、おそらく古いにしえからの縁があるんやろね」

　その言葉に、どきり、とした。

　若宮との出会いは、辰巳稲荷のとても小さな境内だ。

　にゅっ、と出てきた、つぶらな瞳ひとみをした小さな蛇。

　蛇が苦手な小春だったが、その蛇だけは怖いと思わなかった。

　その後、若宮は水干を纏まとった少年の姿で、小春の部屋に姿を現した。

『鳥に攫さらわれてしまった。家に連れて帰ってほしい』と、ぽろぽろと涙を零こぼしていた。

「…………」

　思えば、あれは自分を動かすがための、若宮の演技だったのではないだろうか。

　今振り返ると、彼があんなことで本当に小さな少年のようにしくしく泣くなんて、おかしい気がする。

　それじゃあ、鳥に攫われたというのは？　彼を攫った鳥は、ただの鳥ではなかったと言っていたから、それは本当なのだろうか？

　小春が黙り込んで、悶もん々もんとしていると、澪人がそっと顔を覗のぞく。

「険しい顔して、どないしたん？」

「あ、いえ」

　不意に顔を覗かれて、ばくんと鼓動が跳ねる。

「なんていうか、どこまでが本当のことで、どこまでが仕組まれたことなのか分からなくなって」

　真顔でそう言う小春に、吉乃がぷっと笑った。

「心配せんでも、すべてが、宇宙に仕組まれたことや。仕組まれたいうたら、なんや嫌やな。宇宙の采さい配はいやね」

　あっさりそう言われて、小春は気が抜けたような表情を見せる。

「そ、そっか」

　様々な要因が重なって、自分が今、この祇園にいる。

　それらはすべて、宇宙──森羅万象の采配。

　急に人の心の声が分かるようになってしまったことも、宇宙が望んだことなんだと思えば、仕方ないという気持ちになる。

　小春はポケットの中の御守を優しく握って、うん、と頷く。

　その御守は、吉乃が作ってくれたものだ。中に、お札と祖父の髪が入っている。

　誰かと目を合わせることで、人の心が読めるようになった、小春のそんな能力を制御してくれるもの。

　御守を身に着けていると、雑音のような人の心の声はキャッチせずに済む。

　ただ、とても強い心の声は別で、キャッチしてしまうし、人ならざる者の姿を見ることはできる。

「そういえば、お祖母ばあちゃんの御守ってすごいよね」

　ポケットから御守を取り出して、小春はしみじみと呟つぶやいた。

「なんやねん、突然」

　吉乃はぷっ、と吹き出すように笑う。

「だって、これを身に着けていたら、人の心の声は聞こえなくなるけど、幽霊とかは見ることができるし、勘はそれなりに鋭いままだから……。前にね、愛衣が『そんなピンポイントで力を抑えることができるなんてすごいね』って話していて、本当にそうだなって」

　そう言う小春に、吉乃はぱちりと目を開いた。

「それ、ちゃうで。御守にそんな細かな設定はできひん」

「へっ」

　どういうこと？　と小春が目を丸くすると、澪人は口に手を当てた。

「小春ちゃん、その御守はきっとやけど、小春ちゃんが自分の能力をコントロールできるよう、サポートするものやね。小春ちゃんが『心の声は聞きたない』て、いつも思ってるから、そうした力をある程度制御してくれてるんや。細かな設定をしているとしたら、それは小春ちゃん自身の問題やねん」

「そ、そういうことだったの？」

　驚きに声を上ずらせる小春に、吉乃は「そうや」と頷く。

「この能力を抑えて、あの能力はそのままで、……なんて、そないなことはできひん。そやけど、力の制御ができひんあんたに代わることくらいはしてくれる。それも完かん璧ぺきやないで」

「それじゃあ、この御守をつけたまま、『心の声を読みたい』と思ったら、できるということ？」

「そやね。そやけど表面上やなくて、あんた自身が心からそれを望めばや。引き出しを開けるようなもんやね。普段はしもてるけど、必要やったら取り出す。あんたもいつか、そんな御守がなくても、それができるようになる。そやからそれはそれまでの、まさに『御守』やで」

「そうだったんだ」

　これもまた腑ふに落ちて、小春は御守を胸元に当て、優しく握った。





三






　小春は休日、和菓子も置いている和雑貨店『さくら庵』の手伝いをしている。

　学校に行っていなかった時と同様に、商品を並べ、和菓子を運び、レジ打ちをしていた。

　店はいつも昼を少し過ぎた頃に、客が一いつ旦たん引ける。

　吉乃と二人で「やれやれ」と息をついていると、二階から宗次朗が降りてきて、店に顔を出した。

「悪い、ちょっと出掛けてくるから、今日の和菓子は出した分だけな」

　いつもの調理用白衣でなくジーンズにジャケット姿でヘルメットを手にしている。

　宗次朗は時折こうして出掛けることがあり、吉乃も小春も驚くこともなく、「いってらっしゃい」と簡単に手を振った。

「おう、なんか買ってきてほしいものがあったら、メールしろよ」

「はーい」




　宗次朗は二人の返事を背中に聞きながら、裏の小さな玄関から外に出ると、澪人が家の裏で、弓を手に構えていた。

　着流しから片肌を出していて、ゆっくりと弓を引いては手を離す。

「こんな狭いところで弓道の練習かと思えば、素振りか。半裸で寒くないのかよ」

「『素引き』です。意外と筋肉使うし、寒ないですよ」

「お前は本当に、真面目だなぁ」

　しみじみと言う宗次朗に、澪人は口くち許もとを綻ほころばせる。

「好きなんですよ。姿勢と体幹を整えると、気持ちも引き締まるいうか。悶々とした気持ちを払える気がする、いうか」

「うら若き男の子は、いつも悶々としていて大変だな」

　からかうように言う宗次朗に、澪人は「そやね」と簡単に流す。

「宗次朗さんはお出掛けですか？」

「ああ、ちょっとな」

　宗次朗はヘルメットをかぶって、バイクに跨またがり、そのまま、走り出した。




「──こんにちは」

　宗次朗が出て行って、間もなくのこと。

　近所の漬物屋の女将おかみさんである西にし村むら弥生やよいが顔を出した。

　彼女は、『拝み屋』である吉乃を尊敬している、祖母の古い友人だ。

「弥生さん、こんにちは。最近忙しさはどうや？」

「冬休みも終わったし、ぼちぼちやね。年末の忙しさはかなわんかったわ」

　そんな会話をする二人を小春は会釈をしつつ、遠目に眺めていると、店先で待機している人がいることに気が付き、「うん？」と目を凝らす。

「今日、実は吉乃さんに相談したいて人を連れてきてて。川かわ上かみさん」と、弥生が暖簾のれんの向こうに声をかけると、四十代くらいの女性が遠慮がちに姿を現し、頭を下げた。

「はじめまして、川上洋よう子こと申します」

　そう言った彼女の言葉は、関東のイントネーション。

　ストレートのロングヘアを後ろに一つに結んでいる、とても瘦やせた女性だ。

　ほぼノーメイクに近い薄化粧なためか、顔色が悪く見える。

「二年くらい前に、うちの並びの空家に引っ越してきた、ご近所さんで」

　すぐにそう続けた弥生に、吉乃は「ああ、あの空家やったとこに」と相あい槌づちをうつ。

「突然、すみません。西村さんに、『さくら庵』の吉乃さんが、すごい拝み屋さんだと聞いて、お願いがありまして」

　川上洋子は申し訳なさそうに、手を合わせて再び頭を下げる。

「お願いて？」

「うちの家を、視てほしいんです」

　小声でおずおずとそう言う。

　吉乃は「ああ」と、事情を察したように、低い声でそう洩もらす。

　話を聞きながら、どういうことなんだろう？　と小春が眉まゆ根ねを寄せたその時、澪人が顔を出した。

「吉乃さん、なんや手伝えることがあったら言うてくださいね」

「澪人ちゃん、ナイスタイミングや。まさに、手伝うてほしいことやで」

　吉乃はポンッと手をうち、澪人は「なんやろ？」と首を傾げた。




　──そうして、いつものように朱色の傘の下のテーブルで話すこととなった。

　弥生と川上洋子が並び、対面に澪人と吉乃が座っている。

　小春はその近くに立ち、いつ客が来ても対応できるようにしていた。

　テーブルの上には、煎せん茶ちやと宗次朗の新作『雪うさぎ』が並んでいる。

「なんて、可愛らしい」

「すごく美味おいしいです」

　弥生と川上洋子は、『雪うさぎ』に感激の声を上げ、食べ終えた頃、本題に入った。

「夫の両親と一緒に住もうと、二年前に今の家に移り住みました。祇園に住むというのは、義母の昔からの憧あこがれだったようで、この界かい隈わいにしては珍しい、格安物件だったんです」

　ゆっくりと話し始めた彼女に、皆は黙って相槌をうつ。

「ですが、今の家に引っ越してから、家族に病気や怪我が絶えなくなりました。義父は今入院してまして、義母は膝ひざに水が溜たまって歩くのが不便になり、夫も私も、体の不調が続き、息子は引きこもりになり、家族仲もぎくしゃくしています。悩んでいる時に、近所の噂話を耳にしてしまいまして。今の家は『曰いわくつき』の良くない家で、前に住んでいた人たちも、逃げるように出ていったと」

　彼女の言葉に、吉乃は苦い表情で微かすかに相槌をうつ。

　おそらく、その噂を耳にしていたのだろう。

「それで、一度うちを視てもらいたいと思いまして」

　最後にか細く言う彼女に、澪人がそっと上体を乗り出す。

「お義父とうさんが入院されたとのことやけど、なんの病気で？」

「腎じん臓ぞう病です」

　その回答を聞き、吉乃と澪人は顔を見合わせて、うん、と頷うなずいた。

「これは、澪人ちゃんの方がええな」

「そうやね。なんや本格的なことになったら、家のもんを呼べますし。とりあえず、確認してみますけど……おそらくあれやろな」

　と、澪人は独り言のように言う。

「そうやね、きっと」

　そう話す吉乃と澪人に、小春も皆もよく分からずに、顔をしかめた。

「あれって、なんなん？」

　遠慮なく尋ねる弥生に、吉乃が「まあまあ」と制する。

「川上さん、この子は賀茂澪人くんいうて、私の実家で、陰おん陽みよう師じで知られる賀茂一族の後継者やねん。若くて不安に思うかもしれへんけど、年寄りの私より、ずっと力のあるすごい子や。今から、この子にあんたさんの家に視にいってもらお思うんやけど、ええ？」

　吉乃が澪人の背に手を当てながら、川上洋子を見詰めると、彼女は救われたように顔をくしゃくしゃにした。

「は、はい、喜んでお願いしたいです」

　おそらく藁わらにもすがる気持ちなのだろう。

　小春が黙って様子を窺うかがっていると、吉乃が振り返って見た。

「小春、あんたも一緒に行って、澪人ちゃんの手伝いをし」

「は、はい」と小春は驚きつつ、頷く。

「吉乃さん、私は？」

　弥生が目を輝かせて身を乗り出すと、

「あんたは、私と一緒に留守番や」

　吉乃にぴしゃりと言われて、弥生は残念そうに口を尖とがらせつつ、「はい」と肩をすくめた。





四






　宗次朗はバイクを駐車場に停めて三条通を西へと歩き、富とみの小路こうじ通近くのギャラリーの前で顔を上げた。

『八雲　やさしい世界』という看板が掛けられている。

　ＳＮＳ等で固定ファンをつかんでいるのか、若い女性客が多く行きかっていた。

　開放されたままのガラス扉をくぐり、建物の中に足を踏み入れると、床も壁も天井も白くて窓がなく、まるで白い箱の中のようなスペースになっている。

　その白い壁に、一定の間隔をおいて『八雲』の作品が展示されていた。

　夜空に鏤ちりばめられた星の下、手をつないでいる少年少女のシルエット、花々に囲まれて眠る少女と子猫、優しくて暖かくて、どこかファンタスティックな、そんな作品ばかりだ。

　宗次朗が作品のひとつひとつをじっくりと眺めていると、

「──宗次朗？」

　ベリーショートで、背が高めのスレンダーな女性が目を輝かせて顔を覗のぞいてきた。

「うわっ、びっくりした。足音もなく忍び寄るなよ」

「別に、普通に近付いたけど？」

「相変わらず、『気配がまるでない人間』だな」

　宗次朗がしみじみと言うと、彼女は眉を寄せて、腕を組む。

「やだな、それって、私に存在感がないってこと？　結構傷付くんだけど」

「いや、存在感があって明るくて目立つタイプでもあるのに、まるで気配がしない。そんな不思議な人間だよな」

　彼女は「なにそれ」と肩を上下させる。

「それだけ集中して、私の絵を観てくれていたってことじゃないの？」

「……ああ、それもある。相変わらず良い絵を描いてるな、八雲」と宗次朗は、再び絵に目を向ける。

「ありがと。まさか来てくれると思わなかった。でも、お手伝いの子たちが、『すごいカッコいい人が来た』っていうのを聞いた時は、絶対宗次朗だと思ったけどね」

「お前んとこのスタッフは、みんな良い子なんだな」

「宗次朗は、相変わらずだぁ」

　あはは、と八雲は笑う。

「まぁな。ああ、そうだ」

　手にしているリュックの中から、菓子折りを取り出した。

「手て前まえ味み噌そで悪ぃけど、俺の新作。個展おめでとう」

「うっそ、ありがとう。宗次朗の和菓子は美味しいから嬉うれしい。パッケージイラストを描かせてもらった砂糖菓子や、あの黒豆チョコも本当に美味しかったし」

「サンキュー。こちらこそ、良いイラストを描いてもらえて嬉しかったよ」

「ねぇ、せっかくだから、すぐ開けてもいい？　奥でお茶にしようか」

　返事も待たずに、菓子折りを手に奥へと歩き出す八雲に、宗次朗は「ああ」と頷き、その後に続く。

「それじゃあ遠慮なく」

　ギャラリーの奥に衝つい立たてがあり、そこにテーブルと椅子があった。

　おそらく、絵の販売時に使われる応接スペースなのだろう。

　八雲はお茶の用意をしたあと、箱を開けて、新作『雪うさぎ』が並んでいる様子に、「おお、うさぎ」と目を輝かせる。

「可愛すぎて震えるわ。食べられないじゃん」

「食べなきゃカビるな」

「この子にカビは耐えられないね。食べる」

　今度は躊ちゆう躇ちよせずに口に運び、八雲は目め尻じりを下げた。

「……ふ、ふわっふわ。やばい。美味うますぎてやばい。見た目を超す美味さ」

「サンキュー、こっちも新作なんだ」

　宗次朗は箱の端に並ぶ、四角い和菓子を指した。

「おっ、これは、『きんつば』だ。これも大好きなんだ。こんな男みたいなナリして、甘いものに目がなくて」

「そうか？　髪が短くて、少し背が高めなだけで、『男みたいなナリ』とは思わねぇけどな」

「……思い出した。宗次朗のその言葉に、かつての私はやられたんだよなぁ。子どもの頃から、『男の子が良かった』って言われて育ってさ。『八雲』って男みたいな名前を付けられて、七つになるまで男の子のような格好させられていたのに、弟が生まれた途端、『女の子なんだから、女らしくしろ』って。ホント、勝手な母親だったなぁ」

　八雲は、独り言のように洩もらし、遠い目を見せる。

「八雲って、本名だったんだな」

　テーブルの上のチラシに記載してある名前に目を落として尋ねる宗次朗に、八雲は微笑む。

「そう、本名だよ」

「役者だったし、ずっと芸名だと思ってたよ」

「うん、劇団員の頃から、ずっと本名の『八雲』なんだけど、芸名だと思っている人多いね」

「そうだろうな」

　宗次朗は再びチラシに目を向ける。

　チラシの端に、ＤＭにも記載されていた奇妙なマークがあり、宗次朗は目を細めた。

「そういや、このマークも気になってたんだよ。これはなんだ？」

「それは、『鉸具かこ』だよ」

「カコ？」

　宗次朗は、なんだそりゃ、と瞬く。

「馬に乗る時に、足を乗せるバンドのバックルのこと」

「これが、馬に乗る時に足を乗せるバックルなのか？」

「そう」

「てっきり、ＵＦＯのマークかと思った」

　呆ぼう然ぜんと洩らす宗次朗に、「ＵＦＯって」と八雲は吹き出した。

「八雲は、馬が好きなのか？」

「うん、まぁね。乗馬に憧あこがれもあるし、それでこのマークをシンボルにね」

「へぇ、アーティストはよく分からねぇな」

　しみじみと相あい槌づちをうつ宗次朗を前に、八雲はあははと笑う。

「宗次朗だって、アーティストみたいなものじゃん」

「いや、ただの和菓子職人だし」

「いやいや、芸術性を感じるけどね。あっ、こっちの新作もいただくね」

「おう」

　八雲はきんつばを手にし、

「おっ、白い皮がすごく薄くて柔らかいね」と言って、ぱくりと食べ、「────っ」と口に手を当てて、目を見開く。

「えっ、何これ。ふたつの味がする？」

　自分がかじった側面に目を向けた。

「ああ、それは、粒餡あんと白餡が入った、『二色きんつば』なんだよ。どちらの味も、邪魔せず、一緒に食べることで、新たな味わいが出るようにしたんだ」

　八雲は餡の部分と、白餡の部分を食べ、最後に一緒に口に運び、「うん」と頷うなずく。

「すごい。右と左、別々に食べても美味おいしいし、一緒に食べると、また違う」

「だろ」

「二色きんつばはあるのかもしれないけど、こんな風に相乗効果を出せるってすごいね。美味しいわ。名前はそのまま『二色きんつば』なの？」

「いや、白と黒で、『陰陽きんつば』だな。二色それぞれの味と、融合することで出てくる新たな味わい。まぁ、陰陽とその融合をイメージしてるんだ」

　さらりとした口調で説明する宗次朗に、八雲は一瞬言葉を詰まらせた。

「どうかしたか？」

「ううん、『陰陽きんつば』。すごくいいと思う。アーティストとしてアドバイスさせてもらうなら、この中心に陰陽のマークの焼き印を入れたらどうかな。ほら、白と黒の勾まが玉たまがひとつの丸になった、あのマーク」

「ああ、『太陰太極図』な。それは、いいアイディアだな。そうさせてもらうよ」

「アドバイス料もらうけどね」

「おう」

「噓だよ、冗談だよ」

「いや、技術やアイディアには、きちんと報酬があるべきだと思ってるからな」

「それなら、出来上がった『陰陽きんつば』でいいよ」

「それでいいなら助かる」

「やっぱり？」

　二人は顔を見合わせて、くっくと笑った。




　──小春は、澪人と共に川上洋子の家に向かっていた。

　彼女の家は、西村弥生の家であり、店である『西村漬物店』の並びにあり、『さくら庵』からは、徒歩圏内。

　澪人は肩から黒いトートバッグを下げていて、小春は興味津々でそれに目を向けた。

「そのバッグには、何が入っているんですか？」

「御幣や鈴に水干といった、お祓はらいに使うものやね」

「御幣？」

　小春と川上洋子が同時に『なんだろう？』と顔を見合わせる。

「木に二本の紙垂れが挟んである、ハタキのようなあれやねん。実際、埃ほこりを払うハタキを意味したものなんやけど」

「ああ、あれのことですか」

　二人は、神主が手にしているものを思い浮かべ、大きく頷いた。

　町家風の家屋が軒を連ね、その中に『川上』という表札があった。

　引き戸の門の向こうに、通路が続いている。入口はとても小さく、細い通路が奥に続いているのが見えた。

「ここです」

　川上洋子は引き戸を開けて、先導する。

　奥まった先を抜けると、噓のように広いスペースに出て、庭と和風邸宅が見えた。

　庭はさほど広くはないが、綺き麗れいに整えられ、端に大きな石が置かれている。

　ここが飲食店ならば『隠れ家的和風料亭』といったところだろうか。

　古めかしいデザインだが、しっかりとリフォームされていて、なかなか素敵な雰囲気だ。和風を好む、何も感じない人なら、こんな家に住みたいと思うかもしれない。

　そう、『何も感じない』人ならば。

　小春はこの家の敷地に入るなり、『気持ち悪さ』を感じていた。

　そのため、眉み間けんに皺しわが寄ったまま。

　この気持ち悪さは、どう形容すべきだろうか。

「小春ちゃん、険しい顔やね」

　隣に立つ澪人が、ふふっ、と笑う。

　その言葉に慌てて表情を正しながらも、いつもと変わらない様子の彼を見て、小春は小声で尋ねる。

「……澪人さんは平気ですか？」

「僕は、慣れてるさかい」

　小春は納得して、大きく相槌をうつ。

　さすが、陰陽師一族の若きホープは、場数を踏んでいるのだろう。

　川上洋子は玄関の扉を開けて、「どうぞ」と言う。

　小春が頷いて中に入ろうとすると、澪人が首を振った。

「いえ、問題は家やあらしまへん。そやから、中に入らんでも大丈夫です」

　えっ？　と彼女が戸惑いの表情を見せる。

　小春も彼女と、同じ気持ちだった。

　気持ち悪さを感じてはいるが、それがどこから発生しているのかは分からない。

「庭を調べさせてもろてよろしい？」

「は、はい」

「おおきに」

　澪人は素早く印を結んで、ぶつぶつと呟つぶやく。

　彼の纏まとうエネルギーが、研ぎ澄まされていくのが分かる。

　まるで潜水艦が、何かを探知するためのレーダーを張り巡らせているようだ。

　力のコントロールというのは、こういうことなのだろう。普段は引き出しにしまっている力を、必要な時に取り出して、発動させる。

　そうすることで、心身の消耗を防ぐのかもしれない。

　今、この場は、緊張に包まれている。

　それは川上洋子も感じているようで、体を強こわ張ばらせ、息を吞のんで澪人を見守っていた。

　澪人は、唱えるのをやめて、ふぅ、と息をつき、手を下げる。

　そして小春の方を向いた。

「小春ちゃん、今この家で起こっていることは、西日本では時々起こることや。そやから、今ここで感じてるすべてをよう覚えててほしいんやけど」

「は、はい」

「今ここにいて、どないな感覚がする？」

「……き、気持ち悪い感じです」

　小春は、川上洋子には聞こえないよう小声で答える。

「どんな気持ち悪さや？　どんなんをイメージする？」

　突っ込んで尋ねられ、小春は戸惑った。

　今感じている、この『気持ち悪さ』。

　それが、どんな感じで気持ち悪いかというと、ひどく濁った、淀よどんだ水の中にいるような、そんなイメージだ。

　そして、閉じ込められたような息苦しさも感じる。

「淀んだ空気と水の中に閉じ込められているような、そんな感じです」

「得る感覚は人それぞれ違うんやけど、イメージとしては大体共通していて、僕も同じような感覚がしてる。まさに、『水が閉じ込められてる』感じやね」

「水が閉じ込められる……」と小春は復唱する。

「この庭のどこかに、水の入口がある。小春ちゃん、どこか分かる？」

　小春は「ええと」と洩もらして、庭を見回した。

　この淀んだ空気がひときわ『濃い』ところ。

　そう思うなり、小春はほぼ無意識に、そこに目を向けた。

「あの石、のような気がします」

「……そうやね」と、澪人は頷うなずいて、庭の隅へと向かい、足を止めた。

　そこは、庭を飾る大きな石が置かれていた。

「川上さん、これどかせてもらいます。ほんで、軍手があったら貸してください」

「は、はい」

　彼女はすぐに家の中へと駆け、軍手を手に戻ってきた。

　澪人が両手で石をつかんで動かそうとするも、なかなか動かない。

「て、手伝います」と小春と川上洋子も石を押す。

　その石は見た目以上に重く、三人がかりでやっと動いた。

　澪人は手を合わせて一礼をし、手で土を掘ると、すぐに『何か』にあたった。

　それは、木の板だった。

　さらに土を払い、木の板を取り除くと、そこにはぽっかりと穴が開いていた。

　側面に石が敷き詰められた丸い穴で、底が見えない。

　ぞっ、と背筋が寒くなる。

「な、なんですか、これは」

「──井戸やね」

　しゃがみこんだままで、澪人は静かに言う。

　川上洋子は、真っ青な顔で、立ち尽くしている。

「本当に『水の入口』ですね」

　小春が独り言のように呟くと、澪人が頷いた。

「そうやね。トイレの時も話したけど、水の行き来するところは、『水神様』が行き来しはるとこやねん」

　澪人は立ち上がって、小春にそう言ったあと、川上洋子の方を向いた。

「川上さん、この井戸はお祓はらいもせずに、こうして塞ふさがれておりました。このことは知ったはりました？」

「い、いえ。うちの庭に井戸があったことも知りませんでした」

「お祓いもせずに、井戸が塞がれることが、どれだけ良くないかはご存じですか？」

「知らなかったです」

　川上洋子は、俯うつむいてそう告げた。

　横で小春も、『私も知らなかった』と、身を小さくさせる。

「お祓いをせずに井戸を塞ぐと、どうなるのでしょうか？　わが家の病気も、井戸の『祟たたり』なんでしょうか？」

「『祟り』というより『障り』やね。今小春ちゃんにも話しましたが、水の出入りするところは、水神様が行き来しはるところです。何より井戸は『命をつなぐ泉』。そこを挨あい拶さつもせずに塞ぐということは、『命をつながなくても良いのだろう』と捉とらえられてしまうんです。そやから、水に関する災いや、血流に関わる病を引き起こすわけです」

　そう言ったあと、澪人は小春の方を見た、

「さっきも言うたように、西日本は古い土地やさかい、こうしてお祓いをせずに井戸を埋めている家も多いんや。そのために霊障が起こって、こうしたことが時々起こるんよ。共通してるんは、『水が閉じ込められたような、淀んだ空気』に、家族……特に一家の主が腎じん臓ぞう病や心しん筋きん梗こう塞そくといった『血流に関係する病になる』、『関節に水がたまる』。こうした事象が起こらはったら、井戸からくる障りである可能性が高いんよ。そういう相談が来たら、僕らはすぐに『また井戸やな』て思うてしまうくらいや」

　そう話す澪人に、小春は相あい槌づちをうつ。

　それで、吉乃と『きっとあれやな』と話していたのだろう。

　霊感が強いから、すぐに察していたわけではなく、『拝み屋あるある』だったわけだ。

「でも、息子さんの『引きこもり』は？」

「子どもを引きこもりにすることで、自分が閉じ込められていることを伝えようとしてたんやね。時に神様はそうやって、自分のことを伝えようとしはります」

　小春が、そういうことだったんだ、と大きく頷く横で、彼女が口に手を当てた。

「ど、どうしたら、良いのでしょうか」

「もちろん、お祓いをします。今からでも間に合いますし」

「良かった、間に合うんですね」

「はい。井戸のお祓いはしっかりせなあきまへんし、すぐにうちの家の者を手配させます。そやけど、まず僕が応急処置的なお祓いをします。ほんで、僕が帰ったあとで構いませんので、知らなかったとはいえ、この井戸を塞いで、神様を閉じ込めてしまっていたことをご家族でしっかりと謝罪をしてください。もし、ご家族揃ってが難しかったらご主人とあなたの二人でもいいです」

「は、はい」

「ほんなら、僕が今から怒りを鎮めます」と澪人は、軍手を脱ぐ。

「今、澪人さんが、その『しっかりとしたお祓い』をできないんですか？」

　小春が素朴な疑問をぶつけると、澪人は肩をすくめた。

「ある程度はできるんやけど、井戸のお祓いは作業が必要やねん」

「作業？」

「祝詞のりとを上げたあと、井戸の底までパイプを入れて気の通り道を作って、埋めたりて」

「そんな作業が必要なんですね」

　小春は納得して、頷く。

「あ、あの、その井戸のお祓いは、どのくらいの費用がかかるものなんでしょうか？」

　彼女は、とても言い難そうに尋ねる。

「井戸を埋めるのは、工務店の金額になります。お祓いだけやったら、大体一万から三万の間で、あなたのお気持ちで」

「──は、はぁ」

　もっと高額を想像していたのだろう、彼女は気の抜けた声を上げる。

　その後、川上家の洗面所を借りて塩で手を洗い、うがいをして、水干に烏え帽ぼ子しに着替え、御幣を手に姿を現した。

「っ！」

　こんな緊迫の事態だというのに澪人の凜り々りしい姿に、小春と川上洋子は思わず見み惚とれてしまい、惚ほうけたように口を開ける。

　井戸の前に白い布を敷く。

　斎いみ竹だけという葉の付いた竹を四本立てて、神籬ひもろぎという榊さかきに紙垂しでをつけたものを立て、斎砂という盛砂、斎鍬くわ・斎鋤すき・斎鎌という鍬と鋤と鎌を用意した。

　中央には即席でヒノキの祭壇を置き、そこに酒に盛塩、榊の葉を飾る。

　澪人は祭壇の前に正座して深々と頭を下げ、小春と川上洋子もその後ろに並んで座り、同じように頭を下げて、手を合わせた。

「高天たかまの原はら爾に 神かむ留づまり坐ま須す 皇すめ賀が親むつ 神かむ漏ろ岐ぎ 神かむ漏ろ美み乃の 命みこと以も知ち氏て 八や百お萬よろづの神かみ等たち乎を 神かみ集つど閉へ爾に集つどへ賜たま比ひ 神かむ議はか里り爾に議はかり賜たま比ひ氏て 我あ賀が 皇すめ御み孫まの命みこと波は 豊とよ葦あし原はらの水みず穂ほの國くに乎の 安やす國くに登と 平たいら介け久く 知しろ食しめ世せ登と」

　澪人の祝詞が響く。岩や家に纏まつわっていた淀んだ空気が、渦となって井戸の中に吸い込まれていくようだ。

　それに代わり、新たな空気が溢あふれ出てくる。

　井戸が白く光ったかと思うと、巫女みこの姿をした美しい女性が姿を現した。

　──水神様だ。

　なんて、美しいのだろう。

　小春は、女神を前にうっとりと目を細める。

　ここの水神様は、『怒り』を抱いていたというよりも、澪人が言っていたように、『命をつなぐ泉を塞いだということは、命をつながなくても良いのでしょう』と、とても冷ややかに思っていたことが伝わってくる。

　それを『怒り』と呼ぶならば、そうなのかもしれない。

　しかし今は、その冷ややかなものは感じられない。

　小春が、じっ、と見詰めていると、女神は柔らかく微笑んで、そのまま光となって消えた。

　この時に、分かった。

　ここに澪人を呼んだのは、他の誰でもなく、この水神様だということが……。

　すべては、計らいだったのだろう。

「……とりあえず、怒りは鎮まりました」

　澪人は、ゆっくりと顔を上げて、彼女の方を向く。

「川上さん、これから、きちんとお祓いをして井戸を埋めたとしても、すぐにパッと病気が治るわけやあらしまへん。一度なってしもたものは、しっかり治療せなあきまへん。そやけど、必ず良くなりますし、ええことも起きるでしょう」

「は、はい」

「ほんで、お祓いが終わったあとでええんやけど、下鴨神社の境内に『御み手洗たらし社』がありまして、そちらに水の女神様、『瀬せ織おり津つ姫ひめ』が祀まつられております。もし良かったら、お詣まいりにいって、これまでのお詫わびと赦ゆるしてもろたことへの感謝を伝えると、回復も早いかもしれまへん」

「ありがとうございます」

　深く頭を下げた彼女の目は、涙で滲にじんでいた。
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　──週明けの月曜日。

「す、すごい、そんなことがあったんだ」

　放課後、二人は玄関に向かって歩いている途中のこと。

　小春が窓の外の水みず汲くみポンプを見たことから、ふと思い出して、『井戸の障り騒動』の話をすると、彼女は眼鏡の奥の瞳ひとみをきらきらと輝かせる。

「すごいよね。井戸を塞ふさぐって大変なことなんだなと思った」

「うんうん、その話、『ミス研』の子たちにもしてあげてほしいな」

「えっ？」

「そういう話は、もっと伝えていくべきだと思うの。知らずに井戸を塞いじゃう人もいるだろうし」

「まぁ、たしかにねぇ」

　とはいえ、愛衣をさらにミーハーにさせたような部員たちだ。

　変にヒートアップされて、『その拝み屋さんに会いたい』という話にまでなったらどうしよう……。

　小春が躊躇ためらいの表情を浮かべると、愛衣は察したように「それじゃあ」と手をうった。

「私が『人から聞いたんだけど』って、伝えるのはＯＫ？」

　愛衣は、小春の懸念を察したようで、すぐにそう尋ねる。

「あっ、それは、全然問題ないよ」

「ありがとう。それじゃあ、今から部室に行ってくるね。先に帰ってて。また明日あした！」

「へっ？」

　小春が間抜けな声を上げた時には、既に愛衣の背中が遠くに見えた。

　──早い。

　小春がぽかんと口を開けていると、横からくすくすと笑い声が聞こえてきた。

　壁際に三善朔也が、もたれるように立ち、こちらを見ている。

「三善くん」

　小春は驚きに、肩が震えた。

　まるで、気配がしなかったのだ。

　彼は目立つタイプだと思うのに……。

「愛衣ちゃんは、相変わらずだねぇ」

「う、うん」

「ところで、コハちゃん、体の方は大丈夫？　肩とか打ってなかった？」

　その言葉に、三善に助けられことを思い起こし、

「そ、そうだ、この前は本当にありがとう」

　小春は、慌てたように礼を言った。

「お礼ならもう聞いたからいいのに」

「そうなんだけど。……そうだ、三善くん、和菓子は好き？」

「和菓子？　甘いものならなんでも好きだよ」

「うちの叔父おじが和菓子職人で、美味おいしい和菓子を作っているの。もし良かったらお礼に持ってこようかと……」

　そう言いかけると、三善は「いやいや」と手を振る。

「本当にそういうのいいから。それにもし、お礼なら『叔父さんが作ったもの』じゃなくて、コハちゃんが作ってくれたものの方が嬉うれしいな」

「そ、そうだよね」

　ごもっとも、と小春は肩をすくめる。

「だからさ、来月のバレンタインに手作りの『友チョコ』をちょうだい」

「と、友チョコ？」

「そう、友達へ贈る『友チョコ』。俺ねぇ、お菓子の中で一番チョコレートが好きなんだ。お願い、コハちゃん」

　ぱんっ、と手を合わせる三善に、小春の頰がひきつる。

　思えば、来月はバレンタイン。

　そんな行事、すっかり忘れてしまっていた。

「それじゃあ、『友チョコ』楽しみにしてるから」

　三善はポンッ、と小春の肩を叩たたき、「それじゃあ」とその場を後にした。

「あっ、三善くん！」

　気が付くと、三善の姿は遠くにあり、小春は「ふぅ」と肩を下げる。

　一人で玄関に向かい、外靴に履き替えて、校門の外に出ると、

「今日、麗しの君が弓道場に来てるって」

「練習観に行こう！」

　きゃあきゃあ、と黄色い声を上げて、弓道場に駆けていく生徒たちとすれ違った。

　どきん、と小春の心臓が音を立てる。

　つられるように小春も弓道場に向かった。

　遠くからだが、澪人の姿を確認できるところまできて、足を止める。

　同じく遠巻きに女子高生たちが、熱い視線を送っていたため、近付くのは躊躇われたためだ。

　弓道着を纏まとい、凜りんと背筋を伸ばして弓を引く澪人の姿に、息が苦しいほどに小春の胸が詰まる。

　弓を放つと、矢は見事、中心を射い貫ぬく。

　きゃあああ、と皆が両拳こぶしを握り、歓声を上げていた。

「…………」

　同じ屋根の下、一緒に過ごしている時は近く感じるのに、こうしていると、とても遠い存在のようだ。

　澪人が再び放った矢は見事に的を射て、「わあ」と、また歓声が上がる。

　遠い存在のように感じながらも、こうした周囲の反応に、親しん戚せきとして少し誇らしいような気持ちにもなる。

　しかし微かすかに抱いた優越感は、簡単に打ち砕かれた。

　同じく弓道着姿の、とても綺き麗れいな女性が澪人にタオルを手渡す姿を見たためだ。

「あー、安倍さん、また『麗しの君』に接近してる」

「でも、付き合ってるんじゃないかって話だよね」

「すごい美人だから、何も言えない」

　生徒たちは、悔しげにそう洩もらす。

　先ほどまで、ときめきを奏でていた小春の心臓も、今度は嫌な音を立てはじめた。

　とても、綺麗な人だ。

　額をすべて出して、黒く長い真っすぐな髪をトップで結んでいる。

　背筋がぴんと伸びていて、凜とした雰囲気だ。

　弓道着姿で澪人と並ぶ姿がとても様になっていて、皆が言うようにお似合いの二人に映る。

『彼女』なんだろうか？　と、小春は息を吞のむ。

　そういえば、彼に今現在、付き合っている人がいるかどうかも分かっていない。

　だが、もし、いなかったとしても、彼女ができるのは時間の問題のようにも思える。

　以前の彼は、自分の寿命は短いと悟り、賀茂家のために尽くしていた。

　しかし、今は違う。

　いつまでかは分からないけれど、彼はもう少し長い寿命を得て、賀茂家の犠牲にならず、自分の道を歩き出している。

　誰かと交際を始める可能性は、十分にあるのだ。

　──嫌だ、と小春は拳を握った。

　彼が、誰を選ぶのかは分からないし、自分が選ばれるなんて思ってはいない。

　それでも、なんのアクションも起こさず、『いつの間にか失恋していた』ということだけは、嫌だと強く思う。

　再び、弓道場に目を向ける。

　知らない女性と愉たのしげに語らう澪人の姿を確認し、小春は咄とつ嗟さに俯うつむいた。

　ずん、と落ち込みながら、『あの女性は、ただの友達かもしれないのに』と、小春は苦笑する。

　とはいえ、いつまで友達かは分からないのだ。

　だけど、いきなり告白なんて、できるはずもない。

　何かキッカケでもなければ……。

「キッカケ……友達……友チョコ」

　ぼそっと洩らし、不意に、三善の言葉を思い出して、小春は顔を上げた。

　そうだ、来月はバレンタイン。

　もし、想いを伝えるなら、絶好のチャンスだろう。

　彼に心を込めたチョコを作って渡す際に、様子を見つつ大丈夫そうな雰囲気だったら、気持ちを伝えよう。

　小春はドキドキする胸の前に拳を当てて、うん、と頷うなずいた。





六






　慌ただしくスタートした一月はアッという間に終わり、二月になった。

　澪人は櫻井家に用意された自室の座卓の前で、賀茂家から届いた報告を眺めながら、声にならない程度に、「うーん」と唸うなる。

「難しい顔をして、どうしたんだよ？　澪たん」

　と、声を上げたのは、宗次朗。

　澪人の部屋の畳の上で、ごろんと横たわった状態で尋ねる。

　外では月が輝いているものの窓が曇っているため、ぼんやりとしか見えない。

　夜の十時を過ぎて、冷気が染み入ってくるようで、澪人は内側の障子窓を閉めて、宗次朗を見やった。

「どうしたはあなたですよ、宗次朗さん。なんで僕の部屋に入り浸るんですか」

「だって、お前の部屋は綺麗だから」

　宗次朗はそう言って、大きな体でごろごろと畳の上を転がる。

「そやから、部屋が綺麗やと、気持ちがええもんでしょう？」

　だから言うたやないですか、と誇らしげな目を見せる澪人に、宗次朗はふんと鼻を鳴らす。

「好きな雑誌やダンベルに、まみれて過ごすのも最高だけどな」

「ほんなら、自分の部屋でまみれていてください」

「嫌だ。散らかってるし」

「…………」

　澪人は、無言で額に手を当てる。

「で、どうしたんだよ？　また、妙な報告が来てたのか」

「いえ、その逆です。例の祓はらい屋がぱたりと姿を現さなくなりまして」

「──ああ」

　なるほどな、と宗次朗は相あい槌づちをうつ。

「心当たりでも？」

「いや、寒いからじゃねぇの。祓い屋だって、人間なんだ。コタツの中にいたいだろ」

「……ま、寒いですけど」

　その時、とんとん、と澪人の部屋の襖ふすまがノックされた。

「どうぞ」

　すっ、と襖が開いて、小春が顔を出す。

「やっぱり、宗次朗さん、ここにいたんだね。宗次朗さんのスマホ、何度か鳴ってたよ。着信見えちゃったんだけど、杏奈さんみたいで」

「──杏が？」

　宗次朗は、へぇ、と洩らしながら、体を起こして、澪人の部屋を出て行く。

　小春が会釈をして、襖を閉めようとすると、澪人が「ああ」と手を伸ばす。

「小春ちゃん。襖開けたままでええし、入ってくれへん？」

「は、はい。失礼します」

　小春は頰を赤らめながら、ぎこちなく澪人の部屋に入り、座卓にいる彼の前に、ちょこんと正座をした。

「明日あしたのことなんやけど」

「……明日？」

　小春は、なんのことだろう？　と首を傾げる。

「節分で、黒龍様を運ばせてもらう話や」

「そ、そうでした。忘れてないですよ、ただ、今だけちょっとぼんやりしてて」

　慌てる小春に、澪人は「そやね」と微笑んで相槌をうつ。

「明日はちょうど節分休みやし。午前中の方がええ思うて」

　うちの学校は、二月の節分と五月十五日の葵祭の日を休日としていた。

「は、はい」

「吉乃さんに車を借りる許可をもろたんや。九時くらいに家を出て、神しん泉せん苑えんに行って、そのまま吉田神社に向かお思うてるんけど、よろしい？」

「よ、よろしいです、はい」

　体を硬くさせ、膝ひざの上で拳こぶしを強く握った状態でぎちこちなく頷く小春に、澪人は、ふふふ、と口くち許もとを綻ほころばせる。

「そんな怖がらんでも、とって食うたりしぃひんで」

「いえ、そんな、怖がってなんてないです」

「そら、良かった」

　そう言って、目を三日月の形に細める彼を前に、小春は胸を詰まらせた。

　ほんのり梅の薫りが漂っている。

　いつもこの部屋に来て、ごろごろしている宗次朗が羨うらやましく、腹立たしくも感じてくる。

「そういえば、宗次朗さん、また来てたんですね」

「そやね。『自分の部屋が最高』言いながら、汚いから嫌やと、僕の部屋に来てました」

　澪人は息をついて、肩を上下させる。

「宗次朗さんらしい」

　小春は、ぷっ、と吹き出した。

「ほんまに、あの人くらい、我がままに生きられたらて思います」

「私もです」

　二人は顔を見合わせて、くすくすと笑う。

　彼の部屋に二人きり。こうして笑い合えていることに幸せを感じていると、

「──小春ちゃん」

　澪人がそっと手を伸ばしていた。

「っ」

　息が詰まり、小春の体が硬直する。

　そっと澪人の顔が近付く。

　とても、真剣な眼まな差ざし。その黒い瞳ひとみには、固まっている自分の姿が映っている。

　心臓の音が部屋中に響くのではないかと思う中、彼は小春の髪についている何かを指でつかんだ。

「……綿毛やね」

「あ、ああ。ちゃんちゃんこの綿毛かも」

　一瞬、『もしかしたら、キスをされるのかもしれない』と脳裏を掠かすめたことが恥ずかしく、小春は勢いよく立ち上がった。

「そ、それでは、私も部屋に戻らないと。もう遅いですし」

「そうやね。おやすみ、小春ちゃん」

「お、おやすみなさい」と会釈をして、部屋を出て行く。

　澪人はそんな小春を見送り、指につまんだままの綿毛に視線を落として、頰を緩ませる。

「おおきに、ケセランパサラン」

　ふっ、と息を吹きかけると、それはまるで幻のように姿を消した。




　──翌日、小春は澪人とともに、『さくら庵』の社用車である、さくら色の軽ワゴンに乗って、神泉苑に向かう。

　祇園から神泉苑までは、道がすいていたなら車で十五分ほど。

　今朝の、町中の車道は空すいていて、車は順調に広い御お池いけ通を西へと走る。

　車内に澪人と二人きり。

　小春は助手席から、ちらりと横を見る。

　運転をしている澪人の横顔が麗しく、緊張を紛らすように、小春は慌てて窓の外に目を向けた。

　石造りの市役所や、寺町専門店会商店街の入口を眺め、かつて自分が黒猫姿になった若宮を自転車に乗せて走ったことを懐かしく思い出していた。

　あの日は雨で、雨合羽を着て走り、黒猫が濡ぬれていないか心配になって、バスケットの中を覗のぞいてみると、中で猫が黒蛇に変わっていて、驚いたものだった。

　衝撃に絶句していると、『……ミャア』と、若宮が申し訳なさそうに鳴いたのも、今となっては、とても懐かしい。

　まだ一年も経っていないのに、遠い昔の出来事に感じるほどに……。

　ぼんやりとそんなことを思っていると、澪人は神泉苑の前で停車した。

「小春ちゃん、僕は邪魔にならへんとこに停めて待ってるさかい、黒龍様を」

「あ、はい」

　小春はハッとして、車を降りる。

『神泉苑』

　ここは、かつて禁苑──帝の庭園であり、祇園祭発祥の地でもある。

　小春は石造りの鳥居をくぐって、境内に足を踏み入れる。

　古めかしい社、朱色の橋、そして大きな池が見えた。

　かつては帝みかどの庭園だった華やかなこの地も、今はとてもひっそりとしている。

　しかし、ここを初めて見た時から、凄すさまじいエネルギーを発しているのには、気付いていた。

　龍りゆうの棲すまう地。

　ぱしゃん、と池の鯉が跳ねた音が響く。

　風が吹いて、木々の葉がざわめいたかと思うと、ずらりと巫女みこが道筋を作るように整列し、頭を下げた。

　朱色の橋の中心に、若宮が姿を現した。

　見た目はいつも通り、とても愛らしく美しい面差しをしている十歳前後の少年。

　いつもは白い水干姿だが、今日は、黒い束帯（公家の正装）に黒い烏え帽ぼ子し、金の扇を手にしていた。

　あまりの神々しさに、いつものように、『若宮くん！』と、気軽に声を掛けられず、小春は立ち尽くす。

　だが、若宮は小春を見て、いつものようににこりと微笑んだ。

『小春さん』

　そう言って、若宮は巫女の間を歩く。

　巫女たちは、深く頭を下げたまま。

　若宮は、小春の前まで来て、そっと手を取り、頭を垂れる。

『今日はありがとうございます。どうぞよろしくお願いします』

「は、はい」

　小春も頭を下げ、顔を上げた時には、若宮は黒猫の姿に変わっていた。

　足許にちょこんと座り、黒々とした瞳を見せている。

　小春を見上げて、ミャア、と声を上げた。

「若宮くん、この姿も久しぶり」

　小春は、すぐに黒猫若宮を抱き上げる。

　柔らかな毛並みと温かさに、小春はなんだかホッとして、そのまま澪人が待つ車に向かった。




　堀川通という縦道を北上し、丸まる太た町まち通という横道まで来たところで車は東に曲がる。

　東ひがし大おお路じ通という大きな通りに出たところで、また北上し、ややあって澪人は京大近くのパーキングに車を停めた。

「あれが、噂の京大なんですね」

　車を降りて、吉田神社までの道を歩いていると京大の校舎が目に入り、小春はしみじみと呟つぶやいた。

　歴史を思わせる風格、そして誇りを持つが故の威厳。

　そんなものを感じさせる、と小春は校舎を遠目に眺めながら思う。

　若宮は籐とうのバスケットの中で、とても大人しくしていた。

「吉田神社は、京大と隣接してるんやで」

　東大路通から京大校舎横の東ひがし一いち条じよう通を東に曲がると、すぐに吉田神社の鳥居が見えた。

　とても、大きな朱色の鳥居だ。

　その前には、たくさんの露店が軒を連ねて、朝も早めだというのに、人で賑にぎわっている。

「もしかして、お祭りですか？」と小春は瞬まばたく。

「そうや。今日は吉田神社が一年で一番賑わう『節分祭』やね」

　吉田神社は平安時代、西暦八五九年に京の都の鎮守神として吉田山に創建された由緒ある古い神社であり、この鎮座地である吉田山は古来より『神楽かぐら岡おか』──神が集いし岡──と呼ばれ親しまれている聖地であるそうだ。

　若宮が入ったバスケットを手に、澪人と共に賑やかな参道を歩き、石階段を上る。

　吉田神社の境内は、参拝客と露店でさらに賑やかだ。

「ほんで、小春ちゃん、『大元宮』はさらに上なんよ」

　澪人は、坂道を進んでいき、小春はその後に続いた。

「坂道にもたくさんの露店が並んでいるんですね」

　わたがし、たこ焼き、リンゴ飴あめ、と定番の露店が並ぶ中、珍しかったのは、節分用の巻き寿ず司し。

　その年の恵方を向いて、巻き寿司を丸かじりにすると、縁起が良いとされている、いわば節分のジンクスだ。

「ここの巻き寿司、人気なんやで」

「分かる気がします。ご利益ありそうですもん」

「あとで、お土産に買うて帰ろか」

「はい」

　小春は嬉うれしさに、胸を弾ませながら坂道を歩く。

　元々、霊山としての力を発している地だが、坂を上がるにつれて、体がビリビリ痺しびれるほどのエネルギーを感じた。

　境内を愉たのしげに行き交う者の中には、人ならざる者も少なくないのだろう。

　若宮は、ここになんの目的で来たいと言ったのだろうか。

　坂道が一いつ旦たん落ち着いたところに、『大元宮』がある。

　正面から見えるのは、茅かや葺ぶき屋根の八角形の社。後方に六角形の後房があり、その社を中心に、取り囲むように朱色の小さな社が並ぶ。

　圧倒されるようなその地のパワーに、小春は立ち尽くした。

「ここには、八百やお万よろずの神々様を祀まつってはります」

「八百万の？」

「そうや、『日本国中三千餘座天神地祇八百万神』や。つまり日本中の神々がここに」

「ええ？」と小春は瞬く。

　それなら、全国を回らなくとも、ここに来てしまえば良いということだろうか。

　戸惑うも、この地のエネルギーを思えば、納得でもあった。

「とりあえず、小春ちゃん、詣ろか」

「はい」

　二人は社を前に柏かしわ手でを打つ。

　日頃の感謝の言葉を告げて顔を上げると、まるで潮が引けたように、先ほどまで賑わっていた参拝客達の姿がなくなっていた。

　気が付くと足許に置いていた籐のバスケットの蓋ふたが開いていて、若宮が優しい眼まな差ざしでこちらを見ている。

　立派な束帯姿の若宮を前に、澪人は『やはり』という様子で相あい槌づちをうつ。

「天に帰らはるのですね？」

『ええ、しばし』

　二人の言葉に、「どういうこと？」と、小春は瞬く。

「小春ちゃん、ここ『大元宮』は、天の龍が降り立つ地。つまり、龍が行き来する地なんや。黒龍様は天に帰らはるために、ここに来たんや」

　すぐに、澪人が簡潔に説明した。

「ど、どうして、天に帰っちゃうの？」

『人が時に実家に帰って、エネルギーを補給するように、僕も天に帰る必要があるのですよ』

「……そうなんだ」

　寂しさを感じて俯うつむくと、若宮は、優しく小春の頰を両手で包んだ。

『そんな顔しないでください。すぐに、戻りますよ』

「若宮くん」

　小春が安あん堵どの表情を浮かべていると、『ああ、すみません、つい』と若宮は、頰から手を離した。

「えっ？」

　にこりと微笑む若宮の体が、眩まぶしく光り出す。

『あらためて、ありがとうございました。いってきます』

　深く頭を下げ、そのまま姿を消した。

　下から上に、空へと突き上げるような、風が舞い上がる。

　真っ青な青空に、飛行機雲のようなラインが引かれた。

「行っちゃいましたね」

　小春は空を仰いで、ぽつりと零こぼす。

「そうやね。そやけど、きっとすぐに戻らはる」

「……ええ」

「ほんなら、巻き寿司を買うて帰ろか」

「は、はい」

　小春は顔を明るくさせて、籐のバスケットを手に取る。

　大元宮の鳥居を出ると、今までの静寂が噓のように、人が押しかけていた。

　まったくもって、神様の所業は計り知れない、と小春は感心の息をつく。




　そのまま坂道を下り、途中の露店で、澪人は、巻き寿司を四本買い、

「小春ちゃん、なんか食べたいものはある？」と小春を見た。

「あ、それじゃあ、リンゴ飴。小さいのを」

「それええな。僕も食べよ」

　澪人は姫リンゴの飴を二つ買い、「どうぞ」とひとつ、小春に手渡した。

「あ、ありがとうございます」

　小春はばくばくとうるさい鼓動の中、リンゴ飴を受け取って、そっと舐なめる。

　今まで、何度もリンゴ飴を食べたことはある。

　けれど、この時ほど美味おいしいと思ったことはなかった。

「なんでも欲しいものあったら言うんやで。おみくじ以外は買うてあげるし」

「おみくじ以外？」

「おみくじは、自分のお金で支払ってこそやねん」

「どうしてですか？」

「お金を払うことは、厄を祓うことと同じなんよ。そやから、自分のお金じゃないと自分の厄は祓えへん。ほんで、自分の厄を祓ってから神様のお言葉を賜る方がええねん」

　小春は、納得して、相槌をうつ。

　坂道を下りて、あらためて吉田神社の境内に入る。

　二人は人ごみの中、少し離れたところから社殿を参拝して、『ダルマみくじ』に目を向けた。小さなダルマの中におみくじが入っているものだ。

「これ、すごく可愛いですね。せっかくだから買ってみます」

　小春はがま口の財布から小銭を出して、『ダルマみくじ』をひとつ手に取った。

「よろしいね、僕も」と、澪人もダルマみくじを手にする。

　小さなダルマの中に入っている紙を取り出すと、二人揃って『大吉』と書かれてあり、小春は、「良かった」と頰を緩ませる。

「黒龍様のお礼ちゃいますか」

　おみくじの結果を眺めながらそう言う澪人に、小春はぷっと笑った。

　境内でひときわ目立っていたのは、『賞品陳列所』という看板。その下には、何かの景品と思われるたくさんの品が陳列されていた。

　酒に米、ぬいぐるみやおもちゃ、そして車まで置かれている。

「気になっていたんですけど、あれはなんですか？」

　小春は『商品陳列所』を眺めて、首を傾げる。

「あれは、『福豆』の景品やね。あそこで節分用福豆を売ってはるんやけど、その包みがクジになってるんよ。あの車は一等賞の景品やね」

「お祭りのクジで車が当たることもあるんですか？」驚きから、声を上ずらせた小春に、「そうやねん」と澪人は愉しげに頷うなずく。

「わ、私、『福豆』買ってきます」

　小春はいそいそと、福豆の売り場を覗のぞく。

　紙包みの中、大豆が入っていてその紙包みを開けると番号がついているようだ。

　一袋二百円ということで、千円分買うことにした。

「買ってきました。五袋」

「ええもん、当たるかもしれへんね」

「あ、当たりますかね？」

「さあ、僕らも毎年買うてるんやけど、当たったことあらへん」

「あ、そうなんですね。こういうくじに、賀茂家云うん々ぬんは関係ないんですね？」

「そうやね。まぁ、神のみぞ知る、やね」

「そうですね」

　小春と澪人は、ふふふ、と笑い、再び縁日の中を歩き出した。








第四章　椿の花が落ちるころ。













一






　櫻井家の朝は、賑にぎやかだ。

　六時過ぎには居間に集い、皆で朝食の準備をする。

　吉乃がパンを焼き、小春が皿を出し、澪人がスープをよそい、宗次朗がコーヒーをドリップする。

　ちゃぶ台の上に、トーストにハムエッグ、サラダにスープ、そしてコーヒーが並んだところで、皆はちょこんと座り、「いただきます」と手を合わせて食べ始める。

　この時、いつも宗次朗だけは朝食を食べずに、コーヒーだけ。

　新聞を片手に、朝の情報番組をチラ見している。

「宗次朗さんって、見た目は若いけど、新聞片手にテレビ観てるその姿は、おじさんだよね。うちのお父さんみたい」

　小春がそう言って、トーストをぱくりと食べると、

「うるせー、おじさんって言うな」

　宗次朗は、気にも留めていないような口調で返す。

　その時、番組がＣＭに切り替わり、画面いっぱいに杏奈の姿が映し出された。

「っ！」

　小春と吉乃は目を丸くし、澪人は「おっ」という様子で口角を上げる。

『クールな美女、杏奈が選んだチョコレート。それは、ビターショコラ』

　同時に流れるナレーション。

　杏奈はチョコレート色の口紅をつけていて、真四角のチョコにキスをして、口に運ぶ。

『大人が好むビターテイスト。ショコラｄｅビター、新発売』

　ラストに顔がアップになり、その大きな瞳ひとみでウインクして、ＣＭは終わる。

「…………」

　皆が絶句する中、宗次朗だけは「ああ」と声を上げる。

「そういや、この前の電話で、ＣＭが流れるって言ってたな」

　宗次朗は、今思い出したように言う。

　先日の夜、杏奈から着信が入っていたのを小春は思い出した。

　それは、ＣＭの放送を伝えるものだったようだ。

「そ、そういうの、早く教えてほしいな！」

　小春が勢いよく言うと、吉乃も強く頷く。

「そうやで。えらいことやで。杏ちゃん、綺き麗れいやったな」

「本当にびっくりした。あんなに大きく映ってて。しかも、クールな美女だって。杏奈さんの外見にピッタリ」

　やや興奮気味に言う二人を前に、宗次朗は首を傾げた。

「あれ、言ってなかったか？」

「言ってないよ！」

　鼻息荒く答える小春を放置して、宗次朗は澪人を見る。

「澪人、お前は知ってたんだろ？」

「ええ、実家から聞いてました。昨年末に、ようやく大きなＣＭのオーディションに受かって撮影をしたて。祖父も父も母も兄も興奮したはりましたよ」

　その言葉に、賀茂家の皆がはしゃいでいる様子が頭に浮かび、小春は頰を緩ませる。

　それは宗次朗も同じだったようで、くっくと笑う。

「賀茂ファミリーも、意外とミーハーだよなぁ」

「ほんまやね。それにしても、あないな内容のＣＭで。また、自分の首を絞めそうや」

　澪人は独り言のように洩もらして、テレビ画面に目を向ける。

　おそらく、彼は杏奈のＣＭが、『大人でクールな美女』のイメージを前面に出していることを言っているのだろう。

　彼女の見た目は、冷たげな美女なのだが、中身はまるで違うからだ。

「あいつは内弁慶だからなぁ。その『内弁慶の範囲』ってやつを広げられたらいいんだけどな」

　宗次朗も同じ意見らしく、相あい槌づちをうつ。

「ほんでも、あれでも、広がったんですよ。そやけど無駄にサービス精神旺おう盛せいなんがあかんのです」

　澪人は、ふぅ、と息をつく。

「杏奈さんが、『無駄にサービス精神旺盛』ってどういうことですか？」

　小春は視線を合わせて、首を傾げた。

「そうやね。姉はサービス精神が旺盛なゆえに、がんばって、『相手が求める自分』になろうとしてしまうんですわ。そやから、『クールな美女』であることを望まれたら、そう取り繕ってしまう。そやけど、そんなん自分とかけ離れたことやから、その内に疲れてしまう。そうやって自分を偽って仕事をしていても、良い結果は生まへん」

　冷ややかに言う澪人に、小春は息を吞のんだ。

　せっかく、あんなに素敵なＣＭが決まって、上向きな感じがしているのに、澪人が『良い結果を生まへん』と言ったなら、そうなってしまう気がして、胸が騒ぐ。

「そ、それなら、杏奈さんにそう伝えてあげた方が……」

「一応は伝えてるんやけど、なかなか。姉自身も理屈では分かってても、簡単には変われへん。しっかり身をもって学ばなあかん人みたいやわ」

「そうやねぇ。杏ちゃんはそういうところがあるわなぁ。前に、タペストリーのうさぎが逃げた時もそうやったし」

　うんうん、と頷うなずく吉乃に、小春は「ああ」と洩らした。

　それは去年の初夏。

　杏奈が、自分をないがしろにしすぎたことで、吉乃が作ったタペストリー手ぬぐいの中のうさぎが逃げ出した騒動を小春は思い起こした。

『自分を安売りするのと謙けん遜そんはベツモノだ。履き違えるなよ』

　かつての宗次朗の言葉も頭を過よぎる。

　それからの彼女は自分をないがしろにすることは、随分なくなったようだ。

　その課題をクリアした今は、『相手が求める自分になろうとしてしまう』のだろう。

「…………」

　もしかしたら自分にも、そういう部分はあるような気がする。

『良い子だね』と言われたら、良い子であろうとがんばってしまう。

　多かれ少なかれ、人にはそういう部分が、誰にでもある気がする。

「……でも、『相手が求める自分になろうとする』って、そんなに良くないことかな？」

　誰に向けて聞いたわけではない。

　思わず、疑問が口をついて出た。

　すると、宗次朗が、ふっ、と口くち許もとを緩ませる。

「『相手にとって良いこと』で『自分にとっても良いこと』なら問題はないな。むしろ、理想的な話だ。ただ『相手には良いこと』でも、『自分にとっては苦しいこと』なら、必ず歪ゆがみがでてきて、いずれは壊れる。そういうことだよ。小春、お前だって経験あるだろ」

「えっ？」

「お前は、両親が望む『普通の子』でいようとして、苦しくなったんじゃないか？」

　ずばり言われて、小春の息が詰まった。

「たとえば杏奈もよ、外見のイメージの自分と、天てん真しん爛らん漫まんな本当の自分、その両方を上手うまく出して表現していければ、それでいいと思う。ただ、あいつの場合は、相手の求める自分になろうとしすぎて、本当の自分を押し殺そうとしてしまうところがある。そうしたら、苦しくなるんじゃねぇかって、話だな」

　分かる気がする、と小春は目を伏せる。

　自分もそうしたところがあったからだ。

　両親が求める自分になろうとしすぎて、本当の自分を押し殺しかけていた。

　そして、親と衝突してしまって、後悔していた時、

『驚いたり戸惑ったりは仕方ないとして、自分自身のことを親に言えて良かったね。言わなきゃ何もはじまらないし、何も理解してもらえないもの』

　小春にそう言ってくれたのは、他でもない杏奈だった。

「ねぇ、宗次朗さん。誰かが求めるイメージの自分になろうとしすぎて苦しくなった時はどうしたら良いのかな」

「そりゃ、もちろん、他の誰でもない、自分が自分を認めることだな」

「自分が自分を認める？」

「たとえば杏奈なら、『自分は、外見のイメージと内面がまるで違うけど、それも自分で、それでいいんだ』って。『私はこんな人間です』って、自分をしっかり認めることだな」

　宗次朗の横で、澪人が「そうやね」と頷く。

「それで、一本の芯しんというか、主軸ができるいうことやね。姉は、それがしっかりしてへん」

「そう、それで人の意見や求めてるものにいちいち、ブレてしまうんだよ」

　宗次朗は腕を組んで、うんうん、と頷いたあと、

「まぁ、そうは言っても、俺と澪たんの軸は、コンニャクだし、人のことは言えないけどな」

　笑いながら、澪人の背中を叩たたいた。

「そやね」と微笑みながら頷く澪人に、

「コンニャク？」

　吉乃と小春は顔を見合わせて、首を傾げる。

「それは、さておき、今のＣＭのチョコレートなかなか美味うまそうだったな。そういや、もうすぐバレンタインだもんな」

　宗次朗は独り言のように呟つぶやき、腕を組む。

『バレンタイン』の一語に、どきん、と小春の心臓が跳ねた。

「そうだ、『バレンタイン期間限定』と銘打って、和風のチョコレートを作るのも悪くないな」

　宗次朗は、「よし」と声を上げて、そのままキッチンあらため『厨ちゆう房ぼう』に向かう。

　おそらくエンジンがかかったのだろう。

『職人』の顔付きに変わっている。

　宗次朗の横顔を眺め、ふふっ、と微笑み、小春は急いで残りのトーストを口に運んだ。




　皆が居間を出て行ったのを見計らい、小春はすぐに宗次朗の許に向かった。

「宗次朗さん、期間限定チョコを作るっていうアイディア、すごくいいと思う。私もチョコレート大好きだから、手伝うよ」

「手伝うって、味見か」

　真顔で問われて、小春は言葉に詰まった。

「あ、味見もするし……」

　思えば、自分が宗次朗の一体何を手伝えるというのか、と小春は我に返って、身を縮める。

「……というよりね。本当は空いた時間でいいから、チョコレート作りを教えてほしいの。バレンタインに、愛衣とか他の学校の友達に『友チョコ』を渡したいと思ってて。私も作れたらって思って」

　小声でぼそぼそと言うと、宗次朗は「へええ」と冷ややかに目を細める。

「たかが『友チョコ』で、そんなに気合入れるかぁ？」

　小春の肩がぎくりと震えた。

「本当は義理じゃなく渡したい奴がいるんじゃないのか？」

　からかうような目を向けられて、小春は恨みがましく口を尖とがらせる。

　これは、もうバレてしまっているのだ。

　バレンタインの日に、澪人にチョコレートを渡したいと思っていることを……。

「宗次朗さんは、意地悪だ」

「悪い。お前がチョコ作りを手伝うだの、友チョコを渡したいだのと、遠回しにテキトーなこと言ってるから」

「テ、テキトーなことって……。そもそも、友チョコ作るのは噓じゃないもの。それに、はっきり言えなかったのは、前の宗次朗さんなら過剰に反対してうるさかったから……。でも、そういえば最近は前みたいに、反対しなくなったよね」

　そう、以前の宗次朗なら、『どうせ、あの毒花男に渡すつもりだろ、許さないぞ』と言っていただろう。

　彼が九死に一生を得てから、宗次朗は変わったように思える。

「……うーん、あいつは一筋縄ではいかない男だし、正直言って、今も大賛成って、わけではない。けど、前のように拒否反応は起こしてないな。なんていうか、『好きにしろ』って感じだ。あの時は、あいつの短かった寿命を肌で感じていたんだろうな」

　やっぱりそうなんだ、と小春は頷く。

　宗次朗は、理屈ではなく反対していたのだろう。

「ま、分かった。お前でも失敗なくできるチョコレート作りは教えてやるよ」

　やれやれ、という様子で腰に手を当てる宗次朗に、小春は、わぁ、と目を輝かせる。

「ありがとう、宗次朗さん」

「それより、早く用意しないと学校に遅れるぞ」

「そうでした」

　小春はハッとして、ばたばたと居間を出た。





二






　二月の京都の町は、少し物悲しい。

　木々の葉はなく、寒さが服の繊維の隙間から染み入るように襲う。

　最寄りの停留所に着いた小春は、寒さに身を縮ませるようにしながらバスから降りて、学校に向かう。

　ほんの少しアンニュイな気持ちで、歩いていると、

『愛を伝える日。バレンタインデー』

　そんな洋菓子店のポスターが目に入り、小春は目を伏せた。

　そう、バレンタインは、『愛を伝える日』なのだ。

　勢いに乗って、すっかりバレンタインにチョコを渡して告白するつもりでいるけれど、想いを伝えたりして、本当に良いのだろうか？

　今の心地よい関係が壊れるかもしれないのに……。

　もし、告白したら、彼はなんて答えてくれるのだろうか？

『おおきに、小春ちゃん。そやけど、気持ちは嬉うれしいんやけど……かんにん』

「────っ」

　小春はうな垂れて、額に手を当てた。

　頭に鮮明に浮かぶのは、そんなやんわりとした断り文句。

　これっぽっちも、想いが成就する気がしない。

　こうなったら無理やりでも、良い返事の場合をシミュレーションしてみよう。

　妄想くらいはいいだろう。

　小春は心の中で言い訳しつつ、そっと目を瞑つぶる。

『おおきに、小春ちゃん。僕も小春ちゃんのこと、好きやで』

『……ええよ、付き合うても。今からデート行こか？』

　頭から湯気が出そうになり、小春は顔を隠すようにマフラーに埋める。

　だが、すぐに冷静になり、ふぅ、と息をついた。

　彼が、そんなこと言うはずがない。

　妄想が過ぎると虚むなしくなるだけだ。

　やはり告白なんてせずに、今の状態でいる方が幸せかもしれない。

　ぼんやりそう思っていると、駆けてくる足音が聴こえてきて、

「コーハーちゃん、おっはよー」

　三善朔也がパンッと背中を叩いてきた。

「み、三善くんっ」

　ごほっ、とむせながら、小春は三善を見る。

　この人は本当にいつも神出鬼没だ。

　前みたいに抱き着いてこなくなったのは、良いけれど。

「コハちゃん、歩きながら百面相してたけど、どしたの？」

「えっ？」

　あれこれ妄想していたのが、顔に出ていたようだ。

　一歩間違えたら、危険人物じゃないか。

　気を付けないと、と小春は苦笑する。

「え、えっと、試験のことを考えてて。それにしても、今朝も寒いね」

「うん、寒いよねぇ。あっ、そうだ、暖めてあげよっか？」

「結構です。あのね、三善くん、前から言いたかったんだけど、そういうことを簡単に女の子に言うのは良くないよ」

　ようやくちゃんと言えた、と小春が自分を誇らしく思っていると、

「うんうん、『簡単』じゃなきゃいいんだね、了解」

　三善は気にも留めていない様子で、軽く敬礼のポーズを取る。

「そうじゃなくて」

「分かってる。これから気を付けます」

　三善は、持ち前の屈託のない笑顔を見せて、「ごめんね」と手を合わせる。

　笑うと八重歯が見える。本当にどうにも憎めない雰囲気のワンコっぽい男の子だ。

「じゃあ、コハちゃん、バレンタイン楽しみにしてるからね」

　三善は、「またね」と駆けていく。

　また、返事を待たずにいなくなる。

　これも思えば、ずるい気がする。

　いつの間にか約束してしまった感じになってるし、今に至っては、念を押されてしまった感じだ。

　とはいえ、助けてもらったお礼を兼ねての友チョコだから今回だけはいいとして、今後は、もう丸め込まれないように気をつけないと。

　なんだか、どっと疲れた、と小春は息をつく。

「小春ちゃん」

　不意に澪人の声がして、小春は弾はじかれたように顔を上げた。

「れ、澪人さん。今日は学校だったんですか？」

「そうやねん。小春ちゃんより少し遅うに出たんやけど、乗り継ぎがスムーズにいって、今停留所に着いたとこや」

「そうだったんですね」

　それなら、一緒に登校したかったな、なんて……、と小春は頰を緩ませる。

　さっきまでの三善疲れが、一気に吹き飛ぶようだ。

「今のは、小春ちゃんの彼氏？」

　澪人は、もう遠くにある三善の背中に目を向けながらそう尋ねる。

「い、いえ、違います、違います」

　小春は、ぶんぶん、と首を振った。

「そうなんや。えらい親しげやったし、彼氏や思うた。小春ちゃん、彼氏いたんやて」

「ち、違います、彼氏なんていません。今の人は、誰に対してもあんな調子なんです」

　念を押すように言うと、澪人は肩を上下させた。

「そら、お調子者やなぁ」

「そうなんですよ」

「小春ちゃんは可愛らしいんやし、変な男に引っかからんよう気をつけなあかんで」

「っ！」

『可愛らしい』と言ってくれた。

　小春が、絶句して立ち止まると、澪人は、ふっ、と口くち許もとを綻ほころばせた。

「かんにん。なんや、僕も宗次朗さんみたいになってるし」

「や、いえ、その」

「不思議と、父兄気分になるもんやね」

　一瞬、天まで昇りかけていた気持ちが、一気に沈んだ。

『父兄気分』

　彼が自分に抱いている感情は、この一語に尽きるのだろう。

「ほな、また」

　澪人は片手を上げて、そのまま大学部の校門へと向かう。

　小春は「はい」と会釈をして、彼の背中を見送った。

　今の自分たちは、どうあがいても『親しん戚せき』でしかない。

　そこから抜け出すのは、アクションを起こすしかないのかもしれない。

　ぼんやりとそんなことを思っていると、四方八方から視線を感じて、『なんだろう？』と、小春は顔を上げる。

　するとそこには、クラスメイトたちの姿。

　皆は呆ぼう然ぜんと立ち尽くし、目を丸くして小春を見ていた。




　──その後は、本当に大変だった。

『なぜ、麗しの君と親しくしているのか』

『どういう関係なのか』

『もしかして、付き合っているのか』

　と、矢継ぎ早に質問責めに遭い、小春が『どうしよう！』と目を泳がせていると、通りかかった愛衣がやってきて代わりに答えてくれた。

　小春と澪人が、はとこ同士であること。

　皆が憧あこがれているのを知っていたが、それだけに言い出しにくかったこと。

　そうした事実は、小春本人が言うよりも、第三者である愛衣が伝えたことで、より説得力があったようだ。

　聞き終える頃には、皆は納得の表情で相あい槌づちをうっていた。

『そういえば、櫻井さんの叔父おじさんも、めっちゃイケメンやったし、ある意味納得』

『イケメンの親戚が多くて羨うらやましい』

『ほんまやね、私が櫻井さんなら、間違いなく写真撮って売るし』

『写真撮って売るって！』

　そうして最後には皆で笑って、事なきを得た。

　皆が憧れている『麗しの君』と自分が親戚同士であるという事実は、いつかは公になるだろうと覚悟はしていた。

　思ったよりも、大きな騒ぎにならずに済んで良かった。愛衣に感謝だ、と小春は、胸を撫なで下ろす。

　だが、澪人と同居していることは、言えないままだった。





三






「今朝は本当にありがとう、愛衣。めちゃくちゃ助かった」

　昼休み時間。

　お弁当を食べながら、小春が思い出したように言うと、愛衣が吹き出すように笑う。

「お礼はたくさん聞いたよ。何回言うの？」

「また、ふと、朝のことを思い出して」

　と、小春はランチチボックスに目を落とす。

　中には、[image: 筑]ちく前ぜん煮に、卵焼き、ウインナーにプチトマト、ブロッコリーが入っている。

　この[image: 筑]前煮は、昨夜の夕食の残り物であり、澪人が何度も美味おいしいと言っていたことから思い出したとは、なんとなく言い出せなかった。

「お礼は私も言いたかったから、おあいこだよ」

　愛衣は身を乗り出して、いたずらな笑みを見せる。

「愛衣が私にお礼を？」

「そう、ほら、井戸のお祓はらいの話」

　元々、大きな声で話していたわけではないが、愛衣はさらに声を潜めて言う。

「あ、ああ、あの話」

「『ミス研』の子たちに伝えたら、大興奮。『井戸を埋める時はお祓いをしましょう』と呼びかける運動をしたいという話にまでなってね……」と、愛衣は少し弱ったように肩をすくめる。

「……う、うん。悪いことではないけど、どうにも拭ぬぐえない怪しさを感じるね」

　小春も頰を引きつらせた。

「でしょう？　私もそう言ったら、どうやら、例の不思議報告サイトに書き込みをしたみたいよ」

　愛衣はスマホを取り出して、小春に見せる。

『皆さん、井戸を埋める時はお祓いをしましょうね。命をつなぐ水脈には、水神様がおられます。断りなく埋めるのは良くありません。「障り」に遭うこともあります。心から感謝とお礼をして、しっかりお祓いをして埋めましょう』

　画面を見て、小春は「へぇ」と相槌をうつ。

「これは分かりやすくて、いいかもしれない」

「だね。……あ、コメントが寄せられてる」

『わが家は、二十年前にお祓いをせずに井戸を埋めましたが、なんの障りにもあってませんけど？』

「…………」

　そのコメントを見て、小春と愛衣は思わず顔を見合わせた。

「障りに遭ってないって。色々なことが起こるのはこれからかな？」

　愛衣が、神妙な顔つきで言う。

「私も実は、澪人さんに聞いたの。『お祓いをせずに井戸を埋めたなら、すべての家に障りが起こるんでしょうか？』って」

　小春がそう言うと、愛衣は「それで？」と、身を乗り出した。

「やっぱり、百パーセント起こるわけではないみたい。そこにおられる神様の性格みたいなものも影響するらしくて」

「へえええ」

「でも、やっぱり、良くないことには変わりないから、できるだけお祓いはした方がいいって言ってた」

「だよね。あらためて『ミス研』の子にも伝えておこう」

　愛衣は頷うなずきながら、指先でスマホを操作する。

「そのサイト、新たな目撃談は出てるの？」

「ぼちぼちね。京都市内のはあんまり出てないけど」

「あの変なマークを残す『祓い屋』はどうなったの？」

「それが最近、現われてなくて」

　そう言ったあと、愛衣は画面を見ながら、「あっ」と声を上げた。

「どうしたの？」と小春も画面を覗のぞく。

「新たな目撃情報がＵＰされてた。しかも、北きた区だって。割とこの学校の近く」

『先月、北区の某通りで、悲しいことに小学生が交通事故に遭いました。野球少年で、朝練に行く時に、車通りが少ないからと油断をしたのでしょう、信号無視をして横断歩道を渡り、跳ねられてしまったそうです。それから早朝に野球少年が現われるようになりました。きっと、あの子は自分が亡くなってしまったことに気付いていないのだと思います』

　薄暗い早朝、ユニフォーム姿の少年が彷徨さまよっている姿が頭に浮かんだ。

　ひやり、と背筋が寒くなると同時に、切なさも募る。

　おそらく、このコメント通り少年は自分が亡き者になっていることに気付いていないのだろう。

「……可哀相だね」

　静かに洩もらした愛衣に、小春も頷いた。

「うん。先月ということは、まだ四十九日も経ってないし、もしかしたら、自分の家にも帰れてないのかもしれないね」

　もし出会うことがあったなら、その少年を家に連れて帰ってあげたい。

　小春は画面を観ながら心からそう思い、そっと目を伏せた。





四






　その日の夜。

　ちゃぶ台の上には、夕食が並んでいた。

　今日のメニューは、肉じゃが、ひじき、ほうれん草の胡ご麻ま和あえ、厚焼き玉子、里芋の煮つけに漬物と、定番の和食。

　皆揃ってちゃぶ台を囲み、「いただきます」と手を合わせる。

「そういえば、今日学校でね、ついに澪人さんと私が親しん戚せき同士ってバレちゃって」

　と、小春は食事をしつつ、学校での出来事を話して伝えた。

　すると、皆はふふふと笑い、

「なんだよ、お前、澪人と親戚同士だって黙ってたのか」

「ほんまや。先に言うてたら良かったやん」

　そう続けた宗次朗と吉乃に、小春は、うん、と頷く。

「それは、私も何度も思った。なんだか、タイミングを逃しちゃって」

「そら、かんにん。ナイショにしてるて分かってたら、話しかけへんかったんやけど」

　申し訳なさそうな顔を見せる澪人に、小春は慌てて首を振る。

「いえいえ、澪人さんは何も悪くないです」

「悪いとすれば、澪たんが場所をわきまえず、色気を振りまいてることだな」

　宗次朗がからかうような視線を送ると、澪人は表情も変えずにほうじ茶を口に運ぶ。

「それは、宗次朗さんこそや」

「しかし、さすがは澪たんだな。バレンタインはチョコレートもらいまくりか？」

　また、『バレンタイン』の一語に鼓動が跳ねる。

　いちいち反応する自分に、小春は失笑していた。

「いえ、そんなには……。そもそも本命っぽかったら、受け取らへんし」

「おお、冷たいな」

「気持ちを受け取られへんのに、チョコを受け取る気にはなれまへん」

「まぁなー」

　二人の話を横で聞きながら、小春は気が気でなく、俯うつむいた状態で目を泳がせる。

　自分がチョコレートを渡したら、彼は受け取ってくれるのだろうか。

「そういや、チョコといえば、新作の『バレンタイン期間限定和風チョコ』、早速できたから、食後に出すな」

　思い出したように言う宗次朗に、「新作！」と皆は揃って目を輝かせた。

「この前の新作、二色きんつばも美味しかったで、楽しみや」

「『陰陽きんつば』、お客さんも喜んでるよね」

　粒餡あんと白餡が絶妙で、『太陰太極図』の焼き印も相あい俟まって好評だ。

「そやけど、なかなか、去年の秋に出した『栗茶ちや巾きん』の人気を越せへんなぁ」

「うん、あれは、異常だったよね」と小春は苦笑する。

「まぁ、京都の人間は、割と栗が好きやし」と澪人が続ける。

「毎日注文の電話が入って、ほんまに特大ヒットやったなぁ」

「宗次朗さん、いつか『栗茶巾』を超せる人気商品を作れるといいね」

　小春が切なげな視線を向けると、宗次朗は額に手を当てた。

「おい、小春。勝手に哀れんでるんじゃねぇよ。俺は、常に新しく作る和菓子に全力投球してる。前の方が良かったとか今の方が良いとか、そんなのはないんだよ。いつだって、自分の作った和菓子は最高に美味おいしいし、比べようがなく良い出来のものを作ったと思ってる。俺が満足してるんだから、それでいいんだよ。評価は二の次だ。菓子なんて、人にはそれぞれ好みがあるんだからな」

　そう言って自信に満ちた表情を見せる宗次朗に、皆は「ほぉ」と相あい槌づちをうつ。

　揃って気の抜けた声を出していたが、心の中では感心していた。

　杏奈のＣＭの時に、話していたことは、まさにこのことなのだろう。

『主軸がしっかりしているから、ブレることがない』

　人の意見がどうのではなく、自分が自分を認められるかどうか。

　その上で、『自分はこれでいいんだという』、一本の軸があるかどうか。

　いつだって、最善を尽くしたと自信を持って言えるかどうか。

　それがあれば、評価や結果は、課題のひとつではあっても、気持ちがブレることはないのだろう。

　それがしっかりしていなかったら、人の意見や評価にいちいち揺れて、ますます、自分が分からなくなるというわけだ。

　最善を尽くすから、自信が生まれ、おのずと結果もついてくる。

　時に、思うような結果が出なかったり、評価をされなくても、『自分はやったんだ』というものがあれば、強くいられる。

　自分もそうあらなくては、と小春は心に誓った。




　──そうして、食後。

　宗次朗の新作和菓子が、ちゃぶ台に並んだ。

　漆塗りの四角い黒皿が三枚に、木べら。

　その上には、それぞれ四角いチョコレートが三つ並んでいる。大きさはキャラメルよりも一回り大きく、パウダーがかかっている。

　色は、チョコレート色と、黄緑色、濃厚な抹茶色だ。

「これが、期間限定和風チョコ、『茶しょこら』だ」

「茶しょこら？」

　と、皆は興味深そうに、皿を覗く。

「まぁ、まず、食ってみろよ」

　皆は頷いて、木べらを手にする。

　チョコレートに木べらを入れると、すっと簡単に突き刺さった。

「あ、柔らかい。もしかして、生チョコ？」

　小春は頰を緩ませながら、『茶しょこら』を半分に切ってみる。

　中の色が、それぞれ少し違っていた。

　ドキドキしながら、口に運び、

「────っ」

　小春はぎゅっと目を瞑つぶる。

『茶しょこら』は、ほうじ茶味、煎せん茶ちや味、抹茶味、という三種類の味の生チョコで、それぞれ、ほろ苦くも甘くなめらかな口当たりがたまらない逸品だった。

「美味しい。『大人のための贅ぜい沢たくなチョコ』って感じがたまらない」

　口に手を当てて小春がそう言うと、吉乃は『うんうん』と頷うなずく。

「ほんまや、大人やね」

「上品な甘さと、茶の味が絶妙に絡み合ってて、よろしいね。ほんまに美味しい」

　澪人も心底美味しそうに、目を細める。

　そんな澪人の姿を目の当たりにし、小春は頰を緩ませたあと、『しまった』と顔を背けた。

　宗次朗が期間限定チョコを作ったなら、そのレシピを教えてもらい、自分も同じものを作って、プレゼントすることも考えていたのだ。

　だが、冷静に考えたなら、宗次朗と同じものを作ったところで、この美味しさを超せるわけがない。

　同じものを作るのはやめよう、と小春は人知れず頷く。

　それと同時に、小春は心に決めた。

　自分も『精一杯がんばった』という自信を持つために、宗次朗に頼るのは一切やめて、自分の力でチョコを作ってプレゼントしよう。

　人生初、一世一代の告白だ。

　結果がどうあれ、最善を尽くした自分でありたい。

　小春は強くそう思い、再び、『茶しょこら』を口に運んだ。





五






　気が付くと、二月十三日。

　アッという間に、バレンタインの前日を迎えていた。

　小春は皆が居間から姿を消した夜十一時にそっと自分の部屋を出て、こそこそ台所に立つ。

　レシピ本を用意して、『トリュフのレシピ』のページを開き、エプロンと三角巾をつけて、手を洗い、作業に入る。

　そう、澪人には、トリュフを作ってプレゼントしようと決めた。

「ええと、まずは、『ガナッシュ』を作る……」

　レシピ本を確認しながら、ぼそぼそと呟つぶやいた。

　そもそも、『ガナッシュ』ってなんだろう？　と、小春は目を凝らす。

『ガナッシュとは、チョコレートと生クリームを混ぜ合わせたもの』

　小春は本に目を落としながら、へぇ、と洩もらす。

　板チョコを細かく刻み、ボウルに入れる。

　生クリームを鍋なべに入れ、中火にかけて沸騰直前まで温め、刻んだチョコが入ってるボウルの中に一気に注ぎ、泡立て器で混ぜ合わせる。

　チョコレートがしっかり溶けてなめらかなクリーム状になったことを確認し、小春は「うん」と頷いた。

「できた。そしてこのガナッシュを冷やしつつ、時々ゴムベラでかき混ぜる。よし、その間に友達用のガトーショコラの用意しなきゃ」

　レシピ本を見て、驚いた。ガトーショコラは思った以上に簡単に作れるのだ。

　材料は、チョコレート、無塩バター、卵、ココアパウダーに粉砂糖だけ。

　チョコとバターを粗く刻んで同じボウルに入れて、ゴムベラで混ぜながら、湯ゆ煎せんで溶かす。

　湯煎をしたまま、かきまぜた卵を数回に分けて加え、粘りとツヤが出るまで混ぜ合わせる。

　ガトーショコラは、それらをケーキの型に流し込み一八〇度のオーブンで二十分焼いてココアパウダーに、粉砂糖をふりかけるだけだ。

　一方、トリュフは結構手間がかかる。

　冷やしているチョコと生クリームを混ぜ合わせたものを時々取り出してゴムベラでゆっくりと混ぜ、やがて、もったりとするくらいの固さになるまで冷やす。

　ティースプーンですくって、オーブンシートの上に同じ大きさになるように並べ、そのまま冷蔵庫で三十分冷やす。

　するとオーブンの中のガトーショコラが焼き上がり、美味しそうな匂いに、小春は目め尻じりを下げた。

「これが、愛衣の分で、お祖母ばあちゃんの分、宗次朗さんの分、そして三善くんの分。まだ余裕があるから、これも一緒に澪人さんにプレゼントしちゃおう。あっ良かった、自分の分もある」

　小春は分量を確認しながら、ぼそぼそと洩らして、甘い香りに頰が緩む。

　そうしている間に、三十分が経ち、ガナッシュを冷蔵庫から取り出した。

　手を冷水で冷やしてから、調理用のゴム手袋をはめて、丁寧に丸めていく。

　その上に、ココアパウダーをふりかけて完成だ。

「で、できたぁ」

　本命チョコのトリュフに、友＆義理チョコのガトーショコラ。

　ごちゃごちゃになった台所を片付けて、ラッピングを済ませる頃には、午前零時をとっくに過ぎていた。

「もうこんな時間」

　ラッピングしたチョコたちをとりあえず、大きな紙袋に入れて、小春はそれを手に居間を出る。

　あまり音を立てないよう、そろそろと廊下を歩いた。

　澪人の部屋の襖ふすまの隙間から、光が漏れている。

　まだ、起きていたんだ……。

　ぼんやりとそんなことを思っていると、彼の部屋の襖がスッと開き、小春はびくんと体を震わせた。

「──小春ちゃん？」

　ぱちりと目を開く澪人に、小春はぎこちない笑みを返す。

「こ、こんばんは」

「宗次朗さんがこんな時間まで台所で作業してる思うてたら、もしかして小春ちゃんやったん？」

「は、はい、騒がしかったですよね？　すみません」

「気配を感じてただけで、騒がしいと思てへんし。宿題でもあったん？」

「いえ、宿題とかではなくて……」

　ばくばくと心臓が音を立てる。

　思えば、もう零時を過ぎて、十四日。

　バレンタインデーだ。

　なんだかんだ言って、彼はたくさんチョコをもらうだろう。

　どうせなら、自分が一番最初にチョコを渡したい。

「あ、あの、澪人さん。ほんの少しだけ、お時間いいですか？　お話ししたいことが、ありまして」

　緊張から、言葉の途中で息が詰まってしまう。

　指先まで血が通わず、冷たくなっていくようだ。

　それでも、小春は覚悟を決めて、澪人を見上げた。

　そんな小春を前に、彼はふわりと微笑む。

「ええよ、どうぞ」

　いつものように襖を半分ほど開けた状態で、部屋に入るよう促される。

　すでに布団は出されていたが、隅に畳んだ状態だ。

　座卓のノートパソコンの電源がついていて、ノートが開いた状態のまま。

　脇には辞書があり、彼がこの時間まで勉強をしていたのが伝わってくる。

「……もしかして、勉強していたんですか？」

「そやね。提出せなあかんレポートがあって」

　思えば、彼も自分と同じ学生なのだ。

　分かっていたものの夜遅くまで勉強している彼の姿が不思議なほどに、意外だった。

　澪人は「どうぞ」と座布団を小春に勧めて、自分は対面に座る。

　小春は会釈して、膝ひざを揃えて座り、そのまま俯うつむいた。

　驚くほどに、畳の目がはっきりと見える。

　緊張しすぎて、神経が高ぶっているのかもしれない。

　心臓が喉のどまで上がってきているように、バクバクと脈打っているのが伝わってくる。

「……小春ちゃん？」

　心配そうに尋ねられて、小春は慌てて顔を上げた。

「あっ、ええと。あの、これを……」

　小春は紙袋の中から、ラッピング袋を取り出して、差し出した。

「えっ、なんやろ？」

　澪人は心から、どうしてプレゼントを渡されるのか分かってなさそうに首を傾げる。

「バレンタインなので」

　そう続けると、彼は「ああ」と相あい槌づちをうつ。

「おおきに。なんや気ぃ遣つこうてもろて」

　澪人は、嬉うれしそうに目を細めてラッピング袋を受け取った。

「ほんで、たくさん作ったんやね。みんなに配るん？」

　と、澪人は、小春の脇に置いている紙袋に目を向けた。

　そう、紙袋の中には、たくさんのラッピング袋が入っている。

　彼はこの紙袋の中を見て、今渡したチョコが『義理チョコのひとつに違いない』と思ったようだ。

「…………」

　小春は弱り切って、目を伏せた。

　今なら、逃げられる。

　彼は今のところ、このチョコを義理チョコとしか思っていない。

　だからこのまま笑顔で部屋に戻ったなら、これまで通りの関係でいられる。

　何も壊れることがなく。

　だけど、何も変わらないまま。

『父兄』のような気分のまま……。

　膝の上の拳こぶしをぎゅっ、と握り、小春は顔を上げた。

「違うんです」

「違う？」

「それは、義理チョコではないんです」

　語尾が掠かすれたが、澪人が瞬時に真顔になったことで、気持ちが伝わったことが分かった。

　もう、戻れない。

「わ、私……澪人さんが、好きです」

　一語一句、絞り出すように、それでもしっかりと気持ちを伝えた。

　真顔だった澪人の表情が、ふっ、と柔らかくほぐれて、小春の胸が詰まる。

「……おおきに」

　静かにそう言ったかと思うと、彼は小さく息をついた。

「そやけど、かんにん。これは受け取られへん」

　そう言って、ラッピング袋を優しく小春の膝の上に置いた。

　目の前が真っ黒、というよりも、真っ白になった。

　何も考えられない時というのは、こんな風に真っ白になるのかもしれない。

　そんな状態で、澪人を見ると、彼は申し訳なさそうに目を伏せる。

「小春ちゃんが僕に好意を持っていてくれてることは感じてたんや。そやけど、好意の種類が違うて思うてた」

　種類？　と小春は口を動かしたが、声にはならなかった。

「たとえば、弓道場に集まって、きゃあきゃあ言うてくれてる子ら。あの子らが僕に好意を抱いてくれてるんは知ってる。そやけど、なんやろ……ほんまは種類が違う。あの子らは、僕が好きなんやなく、自分の中の色んなもんを僕という形に当てはめて、きゃあきゃあいうてるだけやて。あの子らを見ながら、いつも思うてたんよ。『僕の何を知っていて、騒いでいるんやろう』て」

　澪人は、遠くを見るようにしてそう呟つぶやく。

　小春は何も言えないまま、そんな澪人を見ていた。

「小春ちゃんにも、弓道場の子らと同じもんを感じてました」

「えっ？」

　口から出た小春の声は、上ずって震えた。

「小春ちゃんの『好き』いうんは、あの子らと一緒で、『恋に恋してる』いうやつやと思います」

　ずきん、と胸が痛んだ。

　この気持ちは、『偽物』と否定されてしまったのだ。

「そ、そんなことはないです。もちろん私も最初はただの『憧あこがれ』だったんですけど、澪人さんの側にいて、澪人さんを知ることで、『憧れ』が『好き』に変わったんです」

　ここまで言えた自分を褒めたい、と小春は思った。

　気持ちを受け入れてもらえないのは仕方ない。

　それでも、この想いを否定してほしくなかった。

「小春ちゃん」

　優しく、強い口調に、小春は息を吞のむ。

「そやったら、あなたは、僕の姿が、形が、今とまるで違ちごうても、同じように言うてくれはりますか？」

　その言葉に、小春は動きを止める。

　その一瞬、澪人は今まで見たこともないような、冷ややかな目をしていた。

　ぞくりと背筋が冷えて、全身が小刻みに震える。

　澪人はすぐに優しく微笑んだ。

「……そやけど、おおきに。小春ちゃんにそう言うてもらえたんは、ほんまに嬉しかったで。なんや、自分の中の自分が救われた気分や」

　そんな澪人の慰めの言葉は、ほとんど耳に入ってきていなかった。

「あ……夜遅くに、すみませんでした」

「ええんよ」

「ですが、あの、このチョコはどうかもらってください。捨てても構わないので」

　小春はそう言って、澪人の前にラッピング袋を置く。

　澪人は申し訳なさそうにしながらも、微かすかに頷うなずいた。

　小春は澪人の顔を見られないまま、会釈をして部屋を出た。

　しっかりと襖ふすまを閉める。

　足早に部屋に入り、そのままベッドに飛び込んだ。

　すぐに涙があふれて、顔をクッションに押し当てる。

「──うっ」

　嗚お咽えつが涙と共に、クッションに吸い込まれる。

　ショックだった。

　気持ちを受け入れてもらえなかったのは、もちろん、自分の気持ちが『偽物』だと遠回しに言われたこと。

　何より、それをはっきりと否定できなかった自分が────。

『あなたは、僕の姿が、形が、今とまるで違うても、同じように言うてくれはりますか？』

　初めて会った時から、彼の美しさに魅了されてきた。

　それは、きっかけであり、ただの入口だ。

　でも、はっきりとは、『そんなことはない』と否定できない。

　それがとても、悔しい。

　だけど、それでも……、好きなんだ。

　こんなに苦しいくらい、どうしようもないくらい、彼が好きなんだ。

　小春はクッションに顔を押し付けたまま、声を殺して涙を流した。





六






「…………」

　宗次朗は外に誰かがいるのを察して、むくりと体を起こし、窓の外を眺める。

　店の裏側に、誰かが立っている。

　目を凝らすと、澪人だった。

　どうやら、素引きをしているようだ。

　時計に目を向けると、深夜二時。

「……あいつ、何時だと思ってんだ」

　宗次朗はちゃんちゃんこを羽織って、一階へと降りる。

　引き戸を開けて縁側に出ると、ちょうど澪人の背中が見えた。

「眠れないのか？　それとも、丁度丑うし三つ時だし、なんかの儀式か？」

「……こんばんは、宗次朗さん。どちらかというと、儀式やね。個人的な」

　澪人は弓を引き終え、背を向けたままそう答える。

「個人的な？」

　宗次朗は縁側で胡坐あぐらをかき、膝ひざの上に肘ひじを置いて頰ほお杖づえをついた。

　澪人は腕を下げて、ふぅ、と息をつく。

「……宗次朗さん、僕、明日あしたにはこの家を出ます」

　少しの沈黙ののち、そう呟いた澪人に、宗次朗は微かに目を細める。

「何かあったのか？」

「小春ちゃんに、チョコをもらいました」

「──ああ」

　宗次朗はすぐに察して、相あい槌づちをうった。

「家を出るってことは、小春をフッたわけだ」

　澪人は何も答えず、また弓を構えた。

「で、なんて言ってフッたんだ？」

「そうやね……なかなか、嫌な言い方をしました」

「嫌な言い方？」

　澪人が、小春に告げた言葉を伝えると、宗次朗は大きく肩をすくめる。

「へぇ、つまりは、『お前は結局、俺の外見だけを好きなだけだろ』って言ったわけだ。すっげぇ、嫌味」

「……そやね。そんな言い方するつもりやあらへんかったんやけど」

「お前は常日頃、外見だけを見て、近寄ってくる女どもにうんざりしてるわけだ？」

　そう問うた宗次朗に、「……どうやろ」と澪人は首を捻ひねる。

「……宗次朗さん、好みには、千差万別ありますが、男女共に『外見』に惹ひきつけられるのは、なんでやと思いますか？」

「なんでって」

　宗次朗は顔をしかめて、腕を組む。

「『力』を求めるからです。『美しい』いうんは、『生き抜く力』のひとつでもあるからです。殺されそうになっても、『外見が美しい』という理由だけで生かれされる場合もある。人は種の保存のために、自らが惹かれる外見の者を欲するわけや。そやけど、『力』の欲し方は、それぞれ違てます。外見の良い異性に惹かれる者もいれば、優秀な異性に惹かれる者もいます。はたまた、お金をたくさんもっている人に惹かれる者もいる……。それらはすべて生き抜くための本能で、悪いことやあらしまへん」

「まぁ、そういわれてみれば、そうだな」

　宗次朗は、うん、と相槌をうち、少し冷ややかな目を向ける。

「それなら、なんで、小春にそんな酷なことを言ったんだよ？」

　強い口調に、澪人は小さく笑った。

「もしかして、宗次朗さん、怒ってはります？」

「少し」

「宗次朗さんは、僕が小春ちゃんに近付くのを嫌がってはる思うてましたけど。毒花毒花って、塩撒まかれる勢いやったやないですか」

「前はな。今は少し違うし、うちの可愛い小春を振るなんて、正直ムカつく」

　宗次朗は腕を組んで、澪人を見据えた。

「相変わらずですね。……そやけど、ほんまは褒めてもらいたいくらいや」

「褒めるって、どうしてだよ」

「僕らは……僕や宗次朗さんは、少し違てますから」

「俺とお前が？」

　同じくくりかよ？　と宗次朗は首を捻る。

「ええ、僕らのように『特殊な力を持つ男』は、求める異性も他の男とは違てきます。外見や性格云うん々ぬんを差し置いて、『大きなエネルギーを持つ女性』に惹きつけられます。その人の側にいるだけで、エネルギーを受け取れる。肌を重ねるとなると、受け取れるエネルギーは段違いや」

「──ああ」

　それは、自分も心当たりがあるのか宗次朗は、苦笑して肩をすくめた。

「そやから、宗次朗さん。僕は、喉のどから手が出るほど欲しいものを、あえて受け取らへんかったんやで……褒めてもらいたいくらいや」

　澪人は振り返って、そっと微笑む。

「分かんねーな。『喉から手が出るほど欲しいもの』なのに、どうして受け取らないんだよ？」

「僕は、あの子の持つエネルギーを吸い取りたいだけや。それは、ただの『本能』で『好き』とちゃいますし。僕みたいな輩やからがあの子に近付かへんかったんや、保護者の一人でもある宗次朗さんには、ホッとしてもらいたいところやけど」

　そう言って笑みを見せた澪人に、宗次朗は何も言わずに息をついた。

　静寂が、二人の間を襲う。

　冷たい冬の夜風が、吹き抜けた。

「……ほな、僕は戻ります」

　ややあって澪人は会釈をして、家の中へと入る。

　誰もいなくなった縁側で、宗次朗は、『やれやれ』と肩をすくめた。

「そもそも、自分でも最初に言ってたように『本能』ってそんな悪いことじゃねぇだろ。面倒くさい奴」

　でも、それだけじゃなさそうだな……、と宗次朗は呟つぶやき、星も月も見えない夜空を仰いで、白い息を吐いた。





七






　泣き疲れた小春は、顔をクッションに押し付けたまま、眠りについていた。

　浅い眠りの中、胸がずきずきと痛んでいる。

　喉の奥が苦しく、絶え間なく襲うのは、どうしようもない喪失感。

　こんな想いを──、過去にもしたことがあった。

　そう、自分が『玉椿』の頃だ。

　りん、と鈴の音が聴こえる。

　若宮が吉田神社の大元宮から天へ還かえった影響だろうか、思えば、前世の夢を久しく見ていなかった。

　内側に渦ができて、吸い込まれる感覚がする。

　ほんの少しの気持ちの悪さと、恐怖。

　だが、そうしたものは、広がっていく懐かしい景色に払ふつ拭しよくされていく。




　　　　＊　＊　＊




　見事な紅葉が、脳裏に広がっていく。

　色付いた山々を眺め、舞い落ちる葉に手を伸ばし、私──玉椿は、なんて美しい、と感嘆の息をついた。

　玉椿が斎王となり、野宮で迎えた三度目の秋。

　最初は戸惑うばかりの斎王の仕事だったが、今では随分と慣れ、玉椿の神託は当たると宮中でも話題に上がるようになってきていた。

『──斎王の神託のおかげで、川の氾はん濫らんを事前に知ることができて、事なきを得ました。本当にありがとうございます』

　御み簾す越しに、主上の遣いである左さ近こん衛えの大だい将しようがそう言って、頭を垂れた。

　彼はかつて、この野宮へ同行した青年である。

　相変わらず線で引いたような目は、柔らかく弓なりに細められ、とても優しい面差しだ。

『わたくしは龍りゆう神じん様より賜った言葉をそのまま伝えただけです。どうか、感謝のお言葉は、わたくしではなく、どうか、宮様……龍神様に』

　玉椿はそう言って、深く頭を下げる。

『ええ、それはもちろん』

　左近衛大将は微笑みながら頷うなずき、

『ところで玉椿姫。天候は分かりますか？』

　と少し前のめりになった。

『……天候、ですか？』

『はい。主上が中秋の名月に、ちゃんと晴れるかどうかを気にしておられるのです。貴族を招いての観月祭を開く計画を立てております。ごたついた宮中の緩和になればと思っておられまして、最初から雨であれば、延期にできるのですが、途中から雨に降られてしまっては、すべてが台無しになると』

『今は分かりませんが、龍神様よりお言葉を賜ることができましたら、お伝えいたします』

『よろしくお願いいたします』

　再び頭を下げる左近衛大将に、玉椿も『かしこまりました』と深く頭を下げ返す。




　玉椿の斎王としての仕事は順調だった。

　一番大きな仕事は、時折、訪れる龍神の化身である驪龍から言葉を賜り、それを伝えるだけ。

　それだけのことなのだが、玉椿は大きく評価された。

　自分はさほど苦労せず、評価だけが上がっているようで、居たたまれない気持ちにもなるが、役に立っている以上、お役御免になる可能性も少ないだろう、とも思っていた。

　自分が斎王として野宮で過ごすことは、自分の祖母や母が御所にいた頃より仕えてくれている者たちの生活を支えることになる。

　何より眩まばゆいほどに美しい『宮様』に仕えられることが、何ものにも替えがたい幸せだった。

　かつて、時の陰おん陽みよう師じが、玉椿の許もとに訪れた時のことだった。

『斎王とは、神にその身を捧ささげる者です。神に嫁ぐといっても過言ではないかもしれません』

　そのくらいの気持ちですべてを神に委ゆだねて、言葉を賜るよう伝えられた。

　玉椿はその時から、

『おこがましくも、私は宮様に嫁いだ身』

　と、心の中で思い、斎王の仕事に励んでいた。




　──それは、中秋の名月を五日後に控えた夕暮れ。

　玉椿が自室で書き物をしていると、どこからか、りん、と鈴の音がした。

　その瞬間、胸が弾む。

　玉椿は慌てて筆を置き、畳に指先をつけて深く頭を下げる。

　部屋の中心に風が渦巻き、花や果実のような香りがふわりと広がる。

『──玉椿姫』

　優しい声に、鼓動が高鳴る。

　玉椿がゆっくりと頭を上げると、そこに驪龍の姿があった。

　紫の狩かり衣ぎぬを纏まとい、扇を手に柔らかく微笑んでいる。

『宮様っ』

　玉椿はまるで主人の帰りを待っていた子犬のように、声を弾ませる。

　驪龍は扇で口許を隠しながら、ふふふ、と微笑んだ。

『わたくしには、時の概念があまりないのですが、もしかしたら、随分と久しぶりでしたでしょうか』

『はい、三か月ぶりです。以前、宮様が夏の終わりに川が氾濫することを教えてくださったお陰で、人々が被害に遭わずにすみました。本当にありがとうございます』

　と、玉椿は再び頭を下げる。

『人々には申し訳ないのですが、豊かな土地を作るために、また、水が蓄えている力を程よく抜くために、どうしても、氾濫を必要とする場合があります』

『存じております』

　玉椿は強い眼まな差ざしで頷いた。

『それにしても、たった三か月でしたか。もっと時が経っているかと思いました』

　しみじみと言う驪龍を前に、玉椿は小首を傾げた。

『どうして、そう思われるのですか？』

『姫が、とても美しく成長されているので』

『っ！』

　玉椿は、息を詰まらせた。

　嬉うれしさと恥ずかしさに、頰が熱くなり、ぐっと俯うつむく。

　その時、驪龍は扇を置いて、両手で玉椿の頰を包んだ。

『まことに、人の子の成長は早くて驚かされます。いつの間にか、あなたはこんなに大きくなられていたのですね』

　優しく見下ろして、とても嬉しそうに微笑む。

　そんな驪龍を前に、玉椿は目も眩くらむ気持ちだった。

『み、宮様、からかわれては困ります。わたくしは、とっくに大人でございます』

『そうでしたね』

　再び扇で口許を隠して、愉たのしげに笑う。

　そう、とっくに裳も着ぎを済ませ、随分前に大人になっている。

　会わなかった期間は、たった三か月。

　それで急に『大人になった』とはどういうことなのだろう。

　やはり、からかわれただけなのだろう。

　いつもこのお方はそんな調子だ。

　人と比べるのもおかしな話だが、真面目な左近衛大将とは、まるで違う。

『──あ、宮様』

　ふと、左近衛大将の言葉を思い出した玉椿は、表情を正して顔を上げた。

『なんでしょうか』

『中秋の名月の夜は、晴れますでしょうか？』

　玉椿の問いに、驪龍はゆっくりと窓の外に目を向ける。

　夕暮れの東の空に、月が美しい光を放っていた。

『……そうですね、今宵の月夜のように、一晩中晴れ渡るでしょう』

　ややあって、そう答えた驪龍に、

『そうでしたか、それは良かったです。ありがとうございます』

　玉椿は、ほっと安あん堵どの表情を見せ、深く頭を下げた。




　──しかし、この出来事が、玉椿の運命を大きく変えることとなる。




『自慢の斎王が、今宵は晴れと太鼓判を押した』

　と、主上主催の観月祭の準備は滞りなく進んだ。

　庭園に席を設け、名月の下、貴族たちが喜びに沸いていると、瞬く間に真っ黒な雲が空を覆い、土砂降りとなったのだ。

　その雨は一晩中降り続き、必ず晴れると豪語していた主上の面目は丸まる潰つぶれとなった。

　元々『三人目の斎王』などという異例の存在を好ましく思っていない貴族が多かったことも手伝い、陰の斎王を引退させ、野宮を閉鎖するという騒ぎとなる。

　それまで数多くの神託で人々を救ってきた玉椿だったが、たった一夜、天候を当てられず、観月祭を台無しにしたことで、失脚してしまった。

　そうして、玉椿は元にいた山荘に戻されることとなった。

　玉椿の祖母やお付きの者たちは、なんとしても良い縁談をまとめようと、奮闘するも、玉椿本人が、『それだけはおやめください』と頑かたくなに拒んだ。

　自分は、宮様に嫁いだ身。

　他の者と結婚するくらいならば、おたぎ山の山荘に戻った方が、ずっと良いと心から思っていた。

『どうして、姫の神様は、一晩中晴れるなどと噓をついたのでしょう』

　皆は声を揃えて、口惜しげに言っていたが、

『宮様は、人知の及ばぬところにおられる聡そう明めいな方。何か理由があり、そうする必要があったのでしょう』

　玉椿は、心静かに受け止めていた。

　野宮を出ることは残念ではあったが、きっとあのお方は、おたぎ山の山荘にも降りてこられるだろう。

　今までのような生活ができなくなったとしても自分はあの方にお会いできるならば、どんなことでも耐えられる。

　玉椿は、強くそう思っていた。

　そうして、いよいよ、野宮を出る準備が整う頃、玉椿に縁談の話が持ち上がった。

　左近衛大将が祖母を通し、玉椿に結婚を申し込んだのだ。

　これから野宮を出ることになる玉椿には、別荘を用意し、祖母と側仕えの者たちの生活も保障する、と左近衛大将は申し出た。

　この良縁に、祖母もお付きの者たちも泣くほど喜んだ。

　だが、玉椿だけは頑として受け付けない。

『わたくしは、生涯神に仕える身。結婚なんて、絶対に嫌です。わたくしは、山荘に戻っても構わないのです』

　玉椿が、必死に訴えるも、

『左近衛大将との良縁によって、この祖母に側仕えの者たちと、たくさんの人が助かるのです。どうかどうか、玉椿、引き受けておくれ』

　──と、祖母をはじめ皆に泣いてすがられ、玉椿の抵抗も虚むなしく、最後はほとんど強引に婚姻の話をまとめられた。

　玉椿の意思とは別のところで、準備だけが進んでいく。

　逃げ出したい、と何度も思ったが、年老いた祖母のことを考えると、無茶もできなかった。

　まるで、この婚姻は、愛する身内を人質に取られたようだ。

　抗あらがうことができないまま、それでも玉椿は心のどこかで信じていた。

『土壇場になれば、この縁談はとても自然な形で破談になるはず。自分は宮様に嫁いだ身なのだから』と────。




『玉椿姫。わたしはとても嬉しいです。実は、あなたにはじめてお会いした時から、お慕いしておりました』

　左近衛大将は少し恥ずかしそうに言いながら、細い目をさらに細めて、とても嬉しそうに玉椿の手を取る。

　彼がとても優しく良い人物なのは、よく分かっていた。

　それだけに、胸が痛い。

　相手がどんな人であろうとも、自分の心は受け入れることができないのだから……。

　優しく見詰める彼を前に、玉椿は目をそらすことしかできない。

　祝言が、滞りなく進んでいく。

　祖母もお付きの者たちも、とても嬉しそうだ。

　玉椿は、針の筵むしろに座りながら、必ずや人知の及ばぬ力をもって、宮様が自分を救い出してくれるに違いないと、最後の瞬間まで、信じていた。




　しかし、その願いは叶かなうことなく、その夜、玉椿は左近衛大将の妻となった。




　それは、心と体が、ばらばらになるような衝撃だった。

　宮様は、助けにきてくれなかったのだ。

　自分は本当に他の者の妻となってしまった。

　もう、戻れない。

　──この体は、穢けがれてしまったのだ。

　寝所で一晩中泣いている玉椿を前に、左近衛大将は困ったようにするだけ。

『──姫、どうしたのですか？　あなたは本当は、わたくしの妻にはなりたくなかったのですか？』

　切なく問う彼に、玉椿は何も答えず、ただ泣いていた。

　翌日の早朝、玉椿は縁側から中庭に出た。

　秋の朝は青白く、吐き出した息が白く曇って、空気に溶けていく。

　今までは、当たり前のように、精霊の気配を感じることができていた。

　だが、今は何も感じられない。

　以前とは、違う自分が、そこにはいた。

　これが、『普通の人間』になったということなのだろう。

　当たり前すぎて気付いていなかったが、これまでの自分はやはり特殊だったのだ。

　左近衛大将の妻となって、自分は神通力を失ってしまったのだ。

『────っ！』

　……宮様、わたくしは、もう二度とあなた様にお会いすることはできないのですね。

　いえ、お会いすることはできません。

　わたくしは穢れてしまいました──宮様。

　玉椿は、その場にしゃがみこんで、声を殺して涙を流した。




　　　　＊　＊　＊




「────っ！」

　小春は弾はじかれたように、ハッと目を覚ました。

　頰が涙で濡ぬれていて、胸がずきずき痛んでいる。

「……宮様」

　口にするなり、ぼろぼろと涙が零こぼれた。

　胸を襲う、どうしようもない絶望と喪失感。

　しばし涙を流していた小春だが、自室の天井を見ている内に、急速に意識が冴さえくる。

「…………」

　そうだ、すべては前世の記憶。

　胸に広がる苦しさも喪失感も、前世の頃のもの。

　いや、今の自分も失恋していたのだ。

　前世のショックと、今世の失恋がごっちゃになり、小春は目を瞑つぶる。

　おそらく、彼に失恋したことが、この記憶を引き寄せたのだろう。

　かつて訳ありの斎王だった自分は、一つの躓つまずきで失職してしまう。

　育ったみすぼらしい山荘に帰されるところを、左近衛大将に求婚されて妻となった。

　その左近衛大将が……。

「──和人さん、なんだ」

　小春は、和人の姿を思い浮かべ、不思議な気持ちを抱きながら、ゆっくりと体を起こす。

　前世の記憶を思い起こした今も、和人に対して好意的な感情を抱いたままだ。

　彼は、今も前世も変わらずに、いつも優しい笑顔を湛たたえている、そんな人だった。

　時計に目を向けると、朝五時。

　まだ、早い時間だったが、着替えて部屋を出ると、澪人の部屋の襖ふすまが全開になっていた。

　ちらりと、目を向けると、そこはもぬけの殻。

「っ！」

　驚いて居間に飛び込むと、ちゃぶ台の上に、

『急に家に戻らなくてはならなくなりました。短い間でしたが、お世話になりました。後日あらためて挨あい拶さつに伺わせていただきます』

　という、置手紙が残されていた。
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　一晩中泣いたせいで瞼まぶたがひどく腫はれ、本当は学校を休みたいくらいだったが、そういうわけにもいかず、小春はいつものように停留所でバスを降りて、校門に向かう。

　吉乃や宗次朗にこの顔を見られたくなくて、『学校で作業がある』と告げて、顔を合わせないまま、六時には家を出ていた。

　この瞼の腫れも、一時間もあれば引くだろう。

　いつもより、ずっと早い時間。

　六時台のこの時間は、朝練に向かう部活生がほんの少しいる程度。

　おかげで、顔見知りの生徒に会わずに済み、ほっとしていた。

　それにしても、寒い。

　まだ薄暗い早朝だ。

　厚手のコートを着てきて良かった。

　コートのポケットに手を入れて、しまった、と小春は目を開いた。

　御守が入っていない。

　昨日の夜、生クリームを買いに外に出る時、違うコートに御守を忍ばせて、そのままになってしまっていた。

　もう、色んなことにいっぱいいっぱいで、こんな大事な忘れ物をするなんて。

　こんな精神状態で人の思考が読めてしまったら、立ち直れないかもしれない。

　やっぱり帰ることにしよう。

　小春が踵きびすを返したその時、

「あれ、コハちゃん、早いねー」

　背中に三善朔也の声が届いて、小春は驚いて振り返る。

「み、三善くん。三善くんこそ早いね」

「あー、うん、ちょっとね」

　三善は簡単に言って、笑顔で頭をかく。

「ちょっと？」

「バスケ部の朝練に行くんだ」

「三善くん、バスケ部だったの？」

「ううん、俺は帰宅部なんだけど、友達の朝練に付き合うことになったんだよね」

　そう言ったあと、三善は小春の顔を覗のぞいて、瞬まばたく。

「それより、コハちゃん、どうしたの？　めっちゃ瞼腫れてるけど」

　こんなにも間近で目を合わせているというのに、やはり、彼の思考だけは読み取れない。

　それはとても奇妙だったが、今だけはありがたかった。

「じ、実は体の調子が悪くて。ここまで来たけど、やっぱり帰ろうかと思って」

「うん、声もひどいし、帰った方がいいかも。バス停まで送ろうか？」

「だ、大丈夫だよ、ありがとう。友達が待ってるんでしょう？　そうだ、約束の『友チョコ』は持ってきたの」

　小春は紙袋から、三善の分のガトーショコラを取り出して、差し出した。

「うっわぁ、本当に作ってきてくれたんだ。ありがとう！　コハちゃんは、俺のこと好きじゃなさそうだから、無視されると思ってたんだ。嬉うれしいなぁ」

　三善はラッピング袋を受け取って、心底嬉しそうに目を細める。

「す、好きじゃないってことは……」

　正直、苦手意識は持ってるけど、と心の中で付け足す。

「助けてもらったことは感謝してるし。あっ、作った時は風邪ひいてないから、風邪が伝染うつったりはしないと思うんだけど」

　そもそも、今も風邪をひいているわけではないし、と小春は肩をすくめた。

「そんなの心配しないよ。コハちゃんの風邪なら、伝染りたいくらいだし」

「また、そんな調子のいいことを言う」

「ごめんごめん。でも、めっちゃ嬉しい、ありがとう、コハちゃん」

　三善は八重歯を見せて、屈託なく笑う。

　昨夜、澪人も同じように嬉しそうに笑ってくれたのだ。

　わざわざ、告白なんてしなければよかった。

　そうしなければ、こんなつらい思いもせず、こんなつらい記憶も思い出さずに済んだかもしれないのに……。

「コハちゃん、ゆっくり休んでね。あっ、これ、お礼」

　三善はそう言って小春の額に、ちゅっ、とキスをした。

「──っ！」

　驚く間もなく、

「コハちゃん、お大事に！　ありがとねー」

　三善は大きく手を振って、駆けていく。

　怒る間もなかった、と小春はぽかんと口を開ける。

　思えば三善はいつも、ちょっかいを出してきながらも、アッという間にいなくなる。

　自分が彼をどこか苦手に思っているように、三善の方も、自分に興味を持っている様子を見せながら、本当は自分を苦手としているのかもしない。

　何もかもが、奇妙な人だ。

　額にキス、か。昨日までの自分ならば、『許せない』と震えていたかもしれない。

　今は、なんだか色々なことがありすぎて、頭が混乱していた。

　そんなことを思いながら、小春はそっと額に手を当てる。

　澪人が額に息を吹きかけてくれた時のことを思い起こして、顔を歪ゆがませた。

　黒猫柄の絆ばん創そう膏こうを貼ってくれたことも────。

「…………っ」

　駄目だ、また泣いてしまいそうだ。

　自分は何度、彼に失恋するんだろう。

「さ、さて、帰ろう」

　再び、バス停まで歩き出す。

　制服姿で学校に背を向けて歩いている自分の姿が珍しいのか、ちらちらと見られ、小春は居たたまれなさに身を小さくさせた。

　顔を上げた時、不意に通り過ぎた人と目が合う。

　心が読めてしまうのを警戒し、身構えたものの何も感じなかった。

「？」

　どうしたのだろう。

　今、あの人としっかり目が合ったのに、何も感じなかった。

　気のせいなのだろうか？

　小春は、あえて通行人と目を合わせる。

　突然凝視する小春を前に、通りすがる人は訝いぶかしげに目をそらすだけ。

　やはり小春には、何も感じられなかった。

「あ、あれ？」

　それだけではない。

　以前は、目を凝らすと、見えていたオーラの色。

　いつも、あちこちで目にしていた、想念が形となったものや、半透明の精霊の姿も何も見えないし、感じなかった。

「え、うそ」

　小春は困惑しつつ、周囲を見回す。

　それはとても、自由で無防備な世界だった。

　特殊な力を持つ前の自分に戻れたのだ。

　何度、以前の自分に戻りたいと願っただろう。

　だが、今の小春には戸惑いしかない。

「一体、どうして……」

　足を止めて、ぽつりと零こぼす。

　力が出てきたのも、じわじわとではあったものの唐突だった。

　だとしたら、なくなるのも唐突なのだろうか？

　おそらく気付かなかっただけで、今朝から力を失くしていたに違いない。

　だとしたら、前世の夢が関係しているのだろうか？

　左近衛大将の妻となったことで、神通力を失ってしまった玉椿。

　その記憶が呼び起こされたことで、自分も特殊な力を失ってしまったのかもしれない。

　思えば、玉椿と今の自分の状況は、少し違うものの重なる部分がある。

　自分の前から、姿を消してしまった若宮。

　相手は違っているが、想いが砕かれた。

　──どうしよう、と小春は狼狽うろたえて目を泳がせる。

　力を失ってしまえば、もう若宮やコウメの姿を見ることができなくなる。

　言葉を交わせなくなる。

　ずっと、疎ましい力だった。

　だが、失ってしまったと知ると、どうしようもない喪失感が襲う。

　自分の特殊な力と向き合い、やっと受け止めたのだ。

　そして、祖母のような拝み屋さんになりたいと心から思ったのだ。

　ようやく、歩き出したのだ。

　涙が、溢あふれ出る。

「もう、やだ。与えたり、取り上げたりしないで……」

　小春は口に手を当てて、うっ、と洩もらした。
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　一方、上賀茂の賀茂家では、澪人がまだ薄暗い早朝に突然帰ってきたことで静かな騒ぎとなっていた。

『澪人さん、吉乃さんに追い出されたんちゃう？』

『ちゃうちゃう、宗次朗さんや』

　そんな話を聞きつけ、下鴨に住む兄の和人が、朝からスクーターを飛ばして駆け付けたほど。

　和人が上賀茂の賀茂邸に訪れた時、澪人は作さ務む衣え姿で縁側に座り、ぼんやりとした様子を見せていた。

　そこは新年会で、小春が座っていた場所。

　彼の前には、美しい庭園が広がっている。

「──やぁ、驚いた。本当に帰ってたんだね、澪人」

　和人は縁側に歩み寄り、吞のん気きな声を上げた。

「兄さん、わざわざどないしました？」

　澪人は座ったまま顔を上げて、首を傾げる。

「それはこっちの台詞せりふだよ。朝方、澪人が追い出されたみたいにここに帰ってきたって、松原さんが言うからさ」

　そう言って、和人は澪人の前にしゃがみこんだ。

「追い出されたて」

　澪人は苦笑して、肩を上下させる。

「もしかして、喧けん嘩かでもした？」

　和人は、にこにこと嬉うれしそうに尋ねる。

「なんでそないに嬉しそうなんですか」

　澪人が片目を細めると、和人は「ごめん」と笑う。

「もし、本当に『喧嘩』だとするなら、いつもソツのない澪人っぽくなくて人間らしくて良いなと思って」

「別に喧嘩なんてしてまへんし、追い出されてもいまへん。状況が変わっただけや」

　澪人は小さく息をついて、中庭に目を向ける。

「状況ねぇ……。自分はてっきり小春さんに手を出して、宗次朗さんに追い出されたのかと思ったよ」

　そう言った和人に、澪人はごほっとむせた。

「そんなん、ちゃいます。僕があの子に手を出すわけないです」

「どうして？」

　真顔で問う和人を前に、澪人は目をそらした。

「僕は、あの子をそんな風に見たことはあらしまへん」

「……そうだったんだ？」

　と、和人は細い目をぱちりと開く。

「なんや、兄さんのその顔は」

「いや、てっきり、あの子は澪人にとって特別なんだとばかり……。いや、そうか、そういうことか」

　和人はほとんど独り言のようにぶつぶつと洩らして、うんうん、と相あい槌づちをうつ。

　その口くち許もとは、どこか嬉しそうに緩んでいる。

　澪人はそんな兄に一いち瞥べつをくれて、呆あきれたように息をつく。

「……兄さん、とりあえずコートくらい脱いだらどうですか」

「ああ、そうだね。お茶の用意もしてくるよ。ゆっくり話をしよう」

　和人はすぐにコートを脱いで、キッチンへと向かう。

「いえ、話はしまへんし」

　澪人は独り言のように洩らして立ち上がり、庭に出る。

　日差しがとても明るく、早春の兆しを思わせる。

　二月も半ばだが、新年の時同様に今も椿が庭を彩っていた。

　紅白の椿。

　特に、白椿が美しい。

　澪人が手を伸ばして、指先で触れると、その椿はぽとんと花を落とした。

　地面に落ちた花。

「……なんや、かつての出来事みたいやね」

　それを見て、澪人は微かすかに口角を上げる。

　自分にとって、待ち望んだ喜びの日。

　だが、彼女はただ、ひたすら泣き続けるだけだった。




『──姫、どうしたのですか？　あなたは本当は、わたくしの妻にはなりたくなかったのですか？』




　何度問いかけても、彼女はただ泣くだけ。

　何も、答えてはくれなかった。

　地面に落ちた白椿の花を見下ろしながら、胸に苦しさが襲う。

　触れたことで、その花を落としてしまった。

　──どれだけ、自分を責めただろう。

「……逢あふことの 絶えてしなくは なかなかに 人をも身をも 恨みざらまし」

　澪人はぽつりと零して、白椿の花を拾い上げる。

　花を優しく葉の上に載せ、そっと背を向けた。
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